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角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ハァハァ姐ねえさん『銀ぎん狼ろう』姐さん今日は身しん体たい測定なんですから服を脱ぬぐのはきわめて当たり前の行こう為いであってそれをお手伝いするのも妹分としてはしごく真っ当なハァハァハァハァ」


「こわい　さくら　こわい」


「あぁ姐さん怯おびえる顔もとっても魅み力りよく的っ──脱ぎ脱ぎしましょうねぬぎぬぎヌギ脱ぎ……あぁもう姐さんつるんつるんぷにんぷにんでマジ天使なんだからぁあああ髪かみの毛もふわふわで良い匂においですくんかくんかくんかくんか──あれ、どうして逃にげるんですか姐さん何も痛いこととか怖こわいことはありませんよ、あったとしても愛情表現ですよわたしを信じてくださいハフーハフーハフー！」


「う、うう～！　わん！　わんわんわん！」


「うふふ、どうしたんですか『銀狼』姐さん犬の鳴き真似まねなんかして。とても愛らしいですよ。そうですかわたしを誘ゆう惑わくしてるんですね、けしからんですね──でもその態度はお世話をしてあげようとする妹分に対して失礼じゃないですか、仕方ありませんねこんなことしたくないんですけど『大奥』裏通つう販はんで入手したこの犬耳と首輪でいけない『銀狼』姐さんを姐さんををををを……!!」





「……あんたら、遊んでないで準備しなさいよ」





　この国の中心である大おお阪さか城。


　その最さい奥おうに──将軍の寵ちよう愛あいを受ける三千人の少女たちが暮らす奇き妙みような学び舎やがある。


　因習と愛あい憎ぞうに充みち満ちた大奥女学院。


　その体育館は複数あるが、そのひとつである。


　板張りの広い空間だ。


　遮さえぎるものがほとんど何もなく、見晴らしがいい。


　天てん井じようも高く、開放感がある。


『大奥』の入口付近にある死し聴ちよう覚かく室は個人戦におもに用いられる体育館で、ここは数十人規模の団体戦にも対応した広い空間だ。とはいえ、そこまで大規模な戦せん闘とうが発生することは滅めつ多たになく、おもに今回のように大規模な行事イベント──全校集会などに用いられる。


　戦闘にも対応していることから分厚い硝子壁シヨーケースが存在し、今もその向こうから仮面をつけた出資者スポンサーたち──大名や大だい富ふ豪ごうなど一定額の融ゆう資しを行ったものたちが少女を鑑かん賞しようしている。


　今回は戦闘ではないので向こうからの音声もこちらに伝わり「いやぁ、実にけしからんですな」「まったく、まったく」という聞きたくもない声が漏もれ届いてくる。


　この行事イベントは花しらべ──という名の身体測定だ。


　少女たちはあられもない下着姿になり、恥はずかしい体重や胸のおおきさ、内ない臓ぞう疾しつ患かんの有う無むまで赤せき裸ら々らに知られてしまう。


　いわば将軍の宝である少女たちの生の姿のお披ひ露ろ目めで、宝物庫を開放しているようなものである──出資者スポンサーたちにも人気で、いつになく大だい盛せい況きようであった。


　そのなかでも、おおくの注目を集めている少女たちがいた。


　少数精せい鋭えいながら『大奥』に雷らい名めいを響ひびかせる、『銀ぎん狼ろう長なが屋や』の面々である。


「『みずち』　たすけろ　さくら　が　きもい」


『大奥』の体制に逆らう憂ゆう国こくの士とも噂うわさされる彼女らの、その頭目──にはとても見えない可愛かわいらしい『銀狼』が、涙なみだ目めである。


　犬の尻しつ尾ぽのようなひとつ結いポニーテールの髪の毛は金属の光こう沢たくがあり、あんまり羞しゆう恥ち心しんはないのか無理に脱がされたのか、すでに褌ふんどし一丁である。色気が云うん々ぬんというより、かんぜんに子供だ──その見た目は十歳にもなってないようだ。


「んもう、あんたたちはいつも世話が焼けるんだから──今回は周りの目も多いんだからちゃんとしててよね、恥ずかしい」


　仲間たちの醜しゆう態たいに頰ほおを染めているのは、そんな『銀狼』とは対照的におとなっぽい『水蛇みずち』である。『大奥』でも名高い薬くす師しで、『銀狼長屋』に正式に所属しているわけではないが、ほぼ入り浸びたり。かんぜんに仲間のひとりと本人以外からは判断されている。


　凹おう凸とつのある艶なまめかしい肢し体たいを布地の少ない下着で覆おおい、抱だきついてきた『銀狼』を「よしよし」とあやしている。親子みたいだった。


「ごめんなさい、『銀狼』姐さんがいけないんです。姐さんがあんまりにも愛らしいから──わたしは悪くないです、罪深いのは姐さんですっ」


　それを眺ながめながら、論理の破は綻たんしたことを言っているのは『百手むかで姫ひめ』だ。


　先日、おおかたの予想を裏切り奇き跡せきの大復活と逆転劇を演じた彼女は『大奥』でいまいちばん注目されている生徒といっていいだろう。


　独特な桜色の髪の毛は長く、育ちのいい猫ねこみたいな瞳ひとみは強い光を宿している。今日は戦闘ではないため、いつも両りよう腕うで両足をぐるぐる巻きにした革帯ベルトは巻いていない。きちんと着こんだ『大奥』女学院の制服を、そっと脱いで──。


　恥じらいながら、硝子壁シヨーケースの向こうを気にする。
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「照れるだけ損よ。あんな連中、かぼちゃか何かだと思いなさいよ」


『大奥』の生活が長い『水蛇』は慣れているのか無む頓とん着ちやくで、だけど察したように。


「ま、あんたはね──大事なひとがいるんだもの、そのひと以外に肌はだを晒さらしたくないわよね。でもま、あんたの序列なら見せるのは下着まで。肝かん心じんなところを検査するときは仕切りの向こうでしょ？」


『大奥』女学院では常に生徒たちが相争い、序列を賭かけて競きそいあっている。


　最終目標は序列一位となり将軍の寵愛を受けることだが、けっこう細かく序列によって扱あつかいは異なるので、みんな血ち眼まなこになって地位を奪うばいあう。


　先日『百手姫』は序列十位になったから、かなりの特権を有している。重火器および火薬兵器の使用、硝子壁シヨーケースの向こうへの外出、その他もろもろ──。


「みんな序列はばらばらだし、あとで合流しましょ。『百手姫』、検査の結果に何か気になるところがあったら報告しなさいよ、あたしも診みてあげるから」


　ぽんっ、と『百手姫』の頭を撫なでて、『水蛇』が片目を瞑つぶった。彼女は薬師だ、異能力を駆く使ししたその技術はそのへんの医者よりも頼たよりになる。


『百手姫』が頷うなずくと、彼女は安心して去っていった──それぞれ、検査の内容はちがうのだ。


『水蛇』にひっついたままの『銀狼』も離はなれていき、それを名残なごり惜おしく眺めながら、『百手姫』は渡わたされた検査表をざらっと眺める。


　身長や体重の測定は混こみあいそうだから、まずは序列上位のもののみが受ける特別な検査などを──。


「…………」


　ちらりと、硝子壁シヨーケースの向こうに視線を向けた。


　今日も──あのひとの姿はない。


　多た忙ぼうなあのひとは、先日の『女じよ王おう蜂ばち』との戦いなどの事後処理にかかりきりで、めっきり『大奥』に姿を見せない。心が通じあったのに、否いな──いちどあのあったかさを体感したからこそ、触ふれあえない時間はとてもつらかった。


　一秒だって、離れていたくない。


「秀ひで影かげさま──さくらは、お会いしとうございます……」


　己おのれの本名を口にして、項うな垂だれた次の瞬しゆん間かんだった。


　強大な圧力が、真横から向かってきた。


　そして、さくらの目の前を爆ばく風ふうとともに通過する。


　それは女に見えた──一いつ瞬しゆんのことではっきり認にん識しきできない。


　驚おどろいて後ずさったさくらの正面を、吹雪ふぶきが、突とつ風ぷうが、弾だん丸がんが、めちゃくちゃな攻こう撃げきの嵐あらしとなって通過していく。


「ふあっ!?」


　考えごとをしている場合ではない。さくらは長い髪かみの毛が舞まいあがるのを手で押さえながら、何事かと周りを見回す。





「わははははははははははははは!!」





　すぐそばに、ひとりの少女が立っていた。


　高笑い──という表現があまりにも適切な、底そこ抜ぬけな笑い声を響ひびかせている。


　きらきらと光り輝かがやく少女である。大奥女学院の制服は黄金に染め抜ぬかれた色いろ違ちがいで、髪の毛もまた溶とかした黄金を流したような鮮あざやかな色だ。髪は王おう冠かんを模した飾かざりをとおして頭の横で結ゆわえられ、獣けものの尾おのように元気よく揺ゆれている。


　さくらと同年代の少女に見えるが、その胸むな元もとや尻しりは成長半ばのさくらに比べてたいへん立派で、制服の生き地じを突つき破りそうだ。顔立ちも派手で、天てん真しん爛らん漫まん──何だか、眩まぶしい太陽みたいな女の子だった。


　彼女は戸と惑まどうさくらの背後に隠かくれ、にんまり笑った。


「ちょっ、何ですかあなた──」


「おお、それは助かるな！」


　嚙かみあっていない返事を、まるで周りに聞かせるように、大声で少女は叫さけんだ。


「そうかそうか、私を守ってくれるのか！　困ったものは見すごせぬ、弱きを助け強きを挫くじく『大奥』の生徒の鑑かがみである！　素す晴ばらしい、私は良い生徒を持ったものだ!!」


「え？　え？　え？」


　さっぱり意味がわからず、けれど怪かい力りきで強ごう引いんに前へと押しだされ、さくらはこちらに殺気を向けて三人の少女が突とつ進しんしてくるのを目もく撃げきする。


「「「貴様ぁああああ──邪じや魔まをする気かぁあああああ!?」」」


　それぞれが武装した、かなりの使い手だろう、生徒たち。ひとりは巨きよ大だいな槍やりを大上段に構え、ひとりは背負った袋ふくろから突風を放ち、ひとりはその視線を向けた先に吹雪を発生させる。


　鍛きたえあげられた戦士と、異能力者たちだ──。


　きっと序列もかなり高い、彼女らが怒ど気きをこめてこっちに突っこんでくる。たぶん、さくらの後ろで「わはははは」と馬ば鹿か笑わらいをしている少女を追っている……？


「邪魔だてするなら容よう赦しやはせんぞぉ、そいつを──『金きん獅じ子し』をこっちに渡せぇ！」


　突風使いの少女に怒ど鳴なられ、さくらは目を白黒させた。


　聞いたことのある名前だった。


『金獅子』と呼ばれた少女は「ぺろり」と舌をだして、稚ち気きに満ちた態度で。


「わはははは。まぁそんな感じで、あとは頼たのむぞ。私は生徒でありながら教師でもあるのだ──自分の検査をしつつも、他の生徒の監かん督とくもせねばならん。遊んでいる余よ裕ゆうはないのでな」


　まさに陽光のような笑え顔がおを浮うかべ、彼女は楽しそうに。


「実力を見せてみろ『百手姫』、あの程度の刺し客かくなど易やす々やすと打ち破れねば──序列十位以上のものが争う修しゆ羅ら場ばではやっていけんぞ？」


「どど、どういうことですか──あぁもうっ！」


　迫せまる少女たちは完全にこちらを邪じや魔ま者ものと認識したようだし、身にふる火の粉は払はらわねばならない。それに、背後に隠れた少女がほんとに『金獅子』なら、それはさくらたちの運命を左右する非常に重要な存在のはずだった。


　この出会いが吉きちとでるか凶きようとでるか、判断できないまま──さくらは自分の武器である四本の刀を同時に抜ばつ刀とうする。


　喊かん声せいがあがる。異能力が弾はじける。『大奥』に今日も血ち煙けむりが舞う。





　ここは大奥女学院。


　少女たちが互たがいに殺しあう、四百年の妄もう念ねんが生んだ血まみれの虫かごハーレム。




　第一幕　品評会　はなしらべ
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　ひとりの女が、所在なげに突っ立っている。


　よく見れば器量よしだが地味な雰ふん囲い気きで、看護師ナース服は禁きん欲よく的。長い髪かみの毛を折りたたむように頭のうえにまとめており、両手に大事そうに風ふ呂ろ敷しきに包んだお弁当箱を抱かかえている。


　目の前にはぼろっちい長屋の扉とびらがあって、本来、苗みよう字じなどが記されているはずの表札にはなぜか下手へたくそな鴉からすの絵が描えがかれている。


　通行人が平へい凡ぼんな住宅地には場ば違ちがいな看護師さんに奇き異いの視線を向けるなか、当の本人はすうはあと深呼吸をしうろうろと行ったり来たりしてから、意を決して扉を叩たたいた。


「あの～、ひでか……」


　言いかけて、ごくんと唾つばを飲んでから、何かを思いだしたように首をふると。


「か、『鴉からす』ちゃん！　あたしだよ！」


　どんどん、と遠えん慮りよがちに連打してから、恥はじ入るように俯うつむいて。


「『阿あ呆ほう鳥どり』だよ──そのぉ、朝早くにごめんね！　ほら、いつも『鴉』ちゃんきちんとご飯食べてないから、っていうか、お弁当つくりすぎちゃって！　お裾すそ分わけみたいな！　えっと看護師だし、あたし！　不健康な生活してる『鴉』ちゃんを放ほうっておけないの！」


　もじもじと必死に主張していたが、反応がないので、どこか不安そうに。


「あ、あれ……？　『鴉』ちゃ～ん、寝ねてるの？　それとも『大奥』のほうに泊とまってるのかな──うん？」


　くんくん、と匂においを嗅かいで、怪け訝げんそうに。


「変な臭におい……。腐くさってるみたいな──まさか！」


　最悪の事態を想定して、彼女──『阿呆鳥』は強引に思いっきり扉を開いた。
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　その日、『鴉』こと豊とよ臣とみ秀ひで影かげが自宅で目覚めると。


「うふふ、起きたかえ兄者上っ♪」


　台所にて年の離はなれた妹が、全開の笑顔で振ふり向いた。


　ついでに、あきらかにヤバめのドス紫むらさき色いろの煙けむりが濛もう々もうと溢あふれかえっていた。


「げほんげほん！」


　思わず咳せきこみ、いつもは呑のん気きな秀影も慌あわてて飛び起きると、すぐそばにある窓を開いて懸けん命めいに換かん気きする。


　深呼吸して新しん鮮せんな空気を肺いっぱいに吸いこむと、台所に視線を戻もどして。


　疲つかれきった声で。


「また何て格好してるの姫ひめ様……」


　豊臣秀影は名前のとおりこの国を支配する豊臣将軍家のひとり息子むすこだが、現在の正妻の子供ではなく特とく殊しゆな事情もあって、身分を隠かくして平民として暮らしている。


　一方、妹の黒くろ姫ひめは正妻の実子であるし高貴な地位にあることを隠していないので、政治争いに負けたかたちになる秀影は『姫様』と彼女を敬い、へりくだる立場にいる。


　そんな複雑な事情があるのだがともあれ、黒姫はこちらを『兄者上』と慕したい、兄妹きようだいはそれなりに仲良しだが──たまにこうして自宅に遊びにきては要いらん心労を増やしてくれる。


「これが噂うわさの裸はだかえぷろんというやつじゃ♪」


　くるりとその場で一回転して、黒姫がなぜか誇ほこらしげだ。


　彼女はようやく十歳になったかという幼さで、『女』というより『子供』である。長い黒くろ髪かみを頭の左右でふたつに結ゆわえ、表情や仕草は小動物っぽい。


　その幼気な裸ら身しんは衣服に隠されておらず、身体からだの前面が薄うすっぺらい布きれで覆おおわれているのみで、おしりなど丸出しだ。何だこれ……。そのくせ、なぜかいつも両手を隠している彼女はおおきな手て袋ぶくろをふたつ装着していて、世にも奇き妙みような見た目に仕上がっている。


「どうじゃ、兄者上？」


　くるくる回転しつづけ、こちらを期待に満ちた表情で見つめながら。


「全ぜん裸ら＋布きれ＋手ぶくろというまったく新しい衣い装しように兄者上もめろめろ？　黒ったら時代の最さい先せん端たんじゃろ？　たっぷり褒ほめてもよいのじゃぞ♪」


「いや、むしろどこから叱しかればいいのか困ってるぐらいなんだけど……」


　ぼやきながらも、秀影は変わらぬ黒姫の姿に一安心してもいた。


　秀影の人生をおおきく変えたあの『大奥』での騒そう動どうから、数週間が経過している。問題の中心だった『阿呆鳥』への対処やら秀影が表向き在ざい籍せきしている『腐肉食堂ハゲタカ』への報告書づくりやらで忙ぼう殺さつされており、その間、いつもなら毎日のように訪おとずれている妹の音おと沙さ汰たがなかったので心配してはいたのだ。


　この様子なら、どうも秀影が忙いそがしそうだったのを察して遠慮してくれていたのか。


　ともあれ、元気そうでよかった。


「まぁいいけど、近きん所じよ迷めい惑わくだから謎なぞの怪あやしげな煙をまきちらすのはやめなさいね」


　欠伸あくびをしている秀影の見た目は、上背はあるがさほど目立たない、凡ぼん庸ような感じである。顔に走った火傷やけどの痕あとがやや異様だが、あまり個性というものがない。


　もくもくと台所から紫色の煙を立ちこめさせていた黒姫は、しゅんとして。


「ごめんなさい、兄者上──黒は兄者上においしい料理を食べさせたかったのじゃ」


「姫様……」


「でも考えてみれば料理は苦手じゃし、失敗するのは最初からわかりきっておったな──駄だ目めな黒をたっぷり叱っておくれ♪　今日の朝ご飯は兄者上の妹じゃぞ……♪　や、優やさしくしてほしいのじゃ……♪♪」


　くねくねしながら意味不明なことを言う黒姫には慣れていたので、秀影は「君はどこでそういう偏かたよってるふうな知識を得るんだい」とぼやくのみ。


　むかしから黒姫は友達もつくらずに、本ばかり読んで引きこもっているようなところがあったから、どうも知識にゆがみがある気がする。


　などと、わりと恒こう例れいな兄妹のやりとりをしていると。





「どうしたの、『鴉』ちゃん!?」





　ばーん、と扉とびらが蹴けり破られるように開いて、見知った女が顔を見せた。


　秀影は驚おどろいて、寝ね床どこに腰こしかけたまま。


「あれ、どうしたの『阿呆鳥』？」


「よ、よかった無事だったんだね『鴉』ちゃん──って、うわあ!?」


　人見知りする黒姫が怯おびえるように「…………」と秀影に擦すり寄っているが、その姿はほとんど全裸だ。幼女といけないことをしているようにしか見えない。


「ななな、何してんの『鴉』ちゃん！　朝っぱらからそんな幼女をいやらしい！　どこから攫さらってきたの！　うわぁぁん、現代社会のひずみが『鴉』ちゃんを壊こわしたんだぁ！」


「お、落ちついて『阿呆鳥』、この子は俺の妹の黒姫だ。ほら姫様、ご挨あい拶さつして」


「…………」


　黒姫は無視し、ぎゅうっと秀影の背中に抱だきついて顔をあげもしない。


「って妹さん──そういや見たことあるなぁ、たしか将軍家の？」


　こないだまで幕府における内務監かん察さつ局である『腐肉食堂ハゲタカ』に所属していた『阿呆鳥』は、あらゆる情報に詳くわしい。こちらに歩いてくると、興味深そうに黒姫を覗のぞきこむ。


　黒姫は怯えるように「びくっ」とすると、虚きよ勢せいをはった。


「な、何じゃおぬしは！　控ひかえおろう！　恐おそれおおくも畏かしこくも、将軍家第一皇女の豊臣黒姫である！　本来ならおぬしのような平民などその目で御お姿を見ることすら──」


「わぁ、かぁ～わいい♪」


『阿呆鳥』は秀影ごと、黒姫をふんわり抱き寄せた。


　その魅み惑わく的な胸むな元もとに顔面を押しつけられ、黒姫は「むぎゅ!?　何なのじゃおぬし無礼じゃぞ！」などと藻も搔がいていた。


「仲良くしなよ、姫ひめ様」


　秀影はのほほんとして。


「この『阿呆鳥』は俺にとって姉のようなひとなんだ──つまり、黒姫にとっても姉のようなものだ。ふたりが親しくなってくれると、俺は嬉うれしい」


「ね、姐さま……？　やぁん、黒は兄者上だけがいればいいの！」


「え～、あたしの妹になんなよ黒ちゃん、たっぷり甘やかしちゃうよ～？」


『阿呆鳥』は楽しそうに黒姫の頭を抱きかかえたまま、そばに置かれた風ふ呂ろ敷しき包づつみを示す。


「あぁ、そうそう忘れてた──『鴉』ちゃん、お弁当つくってきたから食べて？」


「いいのかい？」


　台所を黒姫に破は壊かいされたので、正直朝ご飯をどうしようか困っていたところだ。


「『阿呆鳥』、料理とかできたんだ？」


「意外そうだな、失礼しちゃう──これでも『大奥』で長かったからさ、たっぷり花はな嫁よめ修しゆ業ぎようとかしてるんだよ～？」


　そういえば、『大奥』は将軍に可愛かわいがっていただくためのお姫様をつくる教育機関だ。家事全ぜん般ぱんから礼れい儀ぎ作法まで、徹てつ底てい的に仕込まれるという。


　ならば同じところに通ってるはずの黒姫が、料理などが壊かい滅めつ的に下手へたなのが不思議だが──『大奥』は花嫁修業のみをしているわけではないし、この妹はむかしからおそろしく手先が不器用だった。


「でも、ちょうどよかったよ──お昼から久しぶりに『大奥』に顔だそうと思ってたからさ、腹が減っては戦いくさができないし。たくさん食べて栄養つけられるのは嬉しいな」


　秀影は楽しげに。


「さくらちゃん、元気かなあ──どうも近々、大規模な行事イベントがあるみたいでね、あっちも忙いそがしそうだったから俺も事後処理に集中してたんだけど。愛しあうふたりを引き裂さくものはもう何もないのだからね、朝から晩までさくらちゃんのそばにいるつもりだよ～」


「…………」「…………」


『阿呆鳥』と黒姫の表情が同時に冷えて「何を浮うかれてるんだよ～、馬ば鹿かみたい」「黒の兄者上なのに……」と鬱うつ々うつとする。


　そんな互たがいの顔を見み据すえて、何かを感じとると──ふたりは小声で囁ささやきあう。


「黒ちゃん、ここはより強大な敵を撃げき破はするためにお互い手をとりあっちゃう……？」


「『姫様』と呼ぶがよい、ふふ──おぬしも悪よのう。ちょうど黒もそう考えておったところじゃ」


　怪あやしげな協力関係が成立していることに「うふふ～♪　さくらちゃんに会える～♪」とお花畑にいるように幸せそうな秀影はまったく気づいていなかった。
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　戦国時代の末期、日本中の有力者たちが東西にわかれて相争った関ヶ原の合戦──その最終局面で使用された兵器『時空間爆ばく弾だん』によって、対たい抗こう勢力を滅ほろぼした豊臣側は幕府を開き四世紀にもなる安あん泰たいと平和の歴史を紡つむぎあげた。


　代々、性せい欲よくの強かった豊臣将軍は『大奥』と呼ばれる後宮ハーレムを築き、そこに三千名にもおよぶ全国から集められた見み目め麗うるわしいお姫様を常じよう駐ちゆうさせた。


　それこそが大奥女学院──最高権力者である豊臣将軍の寵ちよう愛あいを受けるため、少女たちが日夜、英才教育を受ける学び舎やであり生活の場でもある。


『時空間爆弾』は国土を改変し、そこに生まれる子供たちに様々な突とつ然ぜん変へん異いを生じさせた。なかでも強力、あるいは特とく殊しゆな能力の持ち主の血統は保護され、有力者に取りこまれ──各地の大名は守りぬいた己おのれの血筋を将軍家につらねるため、こぞって『大奥』に送りこんだ。


　諸事情あって互いに殺しあい、潰つぶしあうさだめにいる『大奥』のお姫様たちにとって──各おの々おのの身体からだが抱かかえる特殊な性質は自分を守る盾たてであり、立身出世のための最大の武器でもある。


　だが、弊へい害がいもある。


「ぐすん」


　大奥女学院体育館の隅すみっこ、仕切りで隠かくされた区画にて、『銀狼』が身体検査の結果が記された印字を眺ながめて項うな垂だれている。


「きょねん　から　いちみり　も　かわって　おらぬ　…」


　舌足らずな、独特な抑よく揚ようのない声こわ音ね。


「せっしゃ　もう　はたち　なのに　…　いつまでも　こども　みたい　で　ござる」


　そんな『銀狼』のつぶやきを聞きとめたのか仕切りカーテンの向こうで高価たかい入場料を払はらった出資者スポンサーたちが硝子壁シヨーケースに顔をはりつけ、全力で「それが良いんだよ『銀狼』ちゃん！」「永遠におおきくなっちゃだめだ！」「その可愛らしい！　ぺったんこの！　身体の起き伏ふくのなさがいいんじゃないか！」「ハァハァ、すらっとした太ふと股もも！　舐なめまわしたい鎖さ骨こつ！」「『銀狼』たん可愛いよ『銀狼』たん！」


「だまれ　……」


　あまり感情を表にださない『銀狼』が、珍めずらしく怒ど気きをこめてぼやいた瞬しゆん間かんだった。


　じゃっ、と仕切りカーテンが開いて『水蛇』が顔をだした。


「あ、ここにいた──どう、検査終わった？」


　彼女の序列は低いので、仕切りカーテンのなかに入る権利がなく覗のぞきこむのみ。


「その様子だと、芳かんばしくない結果だったみたいね？」


「『みずち』　せっしゃ　なにゆえ　『みずち』　みたいに　なれぬ？」


「さぁ、あたしに聞かれてもね──『時空間爆弾』の影えい響きようか、あんまり成長しないやつなんて珍しくないでしょ？　あたしとしちゃあ、老化しないのはむしろ羨うらやましいんだけど？」


「でも　いいの　おおきいの　が　いいの」


　尻しつ尾ぽ（に見える髪かみの毛）をふるふる振ふって、『銀狼』は哀しげであった。


「身体がおおきいのも、良いことばかりではないのだぞ」


　そんな彼女の横に、のっそりと常人離ばなれした巨きよ大だいな女が歩み寄る。肥えているわけでなく、均整のとれた身体つきでそのままおおきい、遠近感の狂くるったような女である。踏ふみつぶせそうなほど身長差のある『銀狼』を、真上から眺めて。


「自重を支える足への負荷がおおきすぎて、よく骨折するし。服や生活用品を探すのも一苦労なのである。内臓を圧あつ迫ぱくするので、長生きはできんと医者には言われるしな」


「そこまで　おおきく　なくとも　ひとなみ　に　おおきく　なりたい」


　自分の胸元に手を添そえて、溜ため息いきをつく『銀狼』だった。


　その横で『水蛇』が「っていうかあんた『女王蜂』!?　何で馴な染じんでるのよ!?　っていうか生きてたのあんた!?」と喚わめいていたけれど。


　考えないことにしたのか、頭痛を堪こらえるようにこめかみに指を当てて。


「あたしも検査終わったからさ、帰って引っ越こしの準備しましょ──『百手姫』はまだ？」


「さくら　は　けんさ　に　てまどる　いつも」


「あぁ、あの子はね、そうだったわね──」


『百手姫』ことさくらはいちど、四し肢しを切断され瀕ひん死しの重傷を負っている。その後、『水蛇』などの治ち療りようによって復活したが、まだ身体のあちこちに不調と破は綻たんの兆しを抱えている。


「たぶん　あちら　に　……」


『銀狼』がさくらの匂においを辿たどろうとした刹せつ那なだった。


　まさに、『銀狼』が見み据すえた方向から──喧けん噪そうと、爆ばく発はつ音やら刃は物ものがぶつかる金属音やらの、物々しい騒さわぎが聞こえてきた。


「あぁ、何なのよまったく──今回は最後までのんびりできると思ったんだけどなぁ」


『水蛇』が面めん倒どうくさそうに、足に縛しばりつけていた彼女の武器である水容器ペツトボトルを手にとった。
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　さくらは苦戦していた。


　いつ襲おそわれるかわからぬのが『大奥』とはいえ、今回は『金獅子』に無理やり巻きこまれただけだし、心の準備ができていなかった。


　前もって用意をしていればたいていの相手には勝てるさくらだが、いまは特定の誰だれかと交戦状態にあるわけではなかったので、あまり武器弾だん薬やくの持ちあわせがなかったのだ。


　おまけに。


「あ、朝ご飯を抜ぬいたからちからがでません……」


　女の子だから、身しん体たい検査の日はつい習慣的にそうしてしまった──けれど、さくらの能力は己の身体を苗なえ床どこにして植物を生育することである。


　つまり、空腹で身体に栄養がなければ、本来のちからを発揮できない。


　なお悪いことに、もともと両りよう腕うでと両足は無理やり身体に繫つなげた義ぎ肢しであり、専用の革帯ベルトにて神経を活性化させないと過激な動きには耐たえられない。


　正直、さくらは戦える状態ではなかった。


「ぐっ！」


　身体を隠す余よ裕ゆうもなく、折りたたんだ制服の下から所有する四本の刀のひとつ──『長おさ船ふね長なが光みつ』を抜きはなって構えた。


　武人風の少女が槍やりを突つきだしてきたので、慌あわてて血色の刃やいばでそれを受ける。火花が飛び散り、「きゃっ!?」と勢いに負けてさくらは後方に転がった。


　つづけて、どこからともなく無数の弾だん丸がんが迫せまってくる。


『長船長光』を床ゆかに突き立て、その刃に仕込まれた種を放って苔こけを生育させる。それに己の身体を運ばせ、予備動作なしで滑すべるように移動して回かい避ひ。


　その通つう称しようのとおりに、地を這はう虫のような動きであった。


　だが仕切りカーテンに囲まれた狭せまい空間だ、逃にげ回るにも無理がある。おまけに、相手もそこそこの使い手が揃そろっていた。槍の少女は武器の扱あつかいならさくらと同等かそれ以上、おまけにその背後には見つめた場所に吹雪ふぶきを発生させる少女と、背負った巨大な袋ふくろから突とつ風ぷうを放ってその後押しをしている少女もいる。姿が見えない狙そ撃げき手もいる。


　どう考えても分が悪いのに、さっそく右足首のあたりに違い和わ感かんがあった。


　がくりと膝ひざが折れ、無様にその場に転てん倒とうする。何とか苔を操あやつって敵の攻こう撃げきは回避するが、立ちあがることもできず、反はん撃げきなんて夢のまた夢だ。


「くうっ──何で動いてくれないんですか、わたしの足なのに！」


　こんなところで、意味もわからないまま負けて死ぬのか。


　さくらは思わず悲観して、そう諦あきらめそうになった。


　けれど。





「さくらちゃん！」





　声が響ひびいた。


　さくらにとって、それは地じ獄ごくの底に救いの手を差しのべてくれる天使の福ふく音いんだった。


　顔をあげると、硝子壁シヨーケースの向こう──突とつ発ぱつ的な戦せん闘とうに興奮して騒いでいる出資者スポンサーたちに揉もみくちゃにされながら、それでも必死にこちらを見据え、手を伸のばしている豊臣秀影がいた。


『鴉』の覆ふく面めんをかぶり、外套マントを羽織っていて怪あやしい見た目だが、さくらには光り輝かがやいて見えた。


「どういう状じよう況きようなのこれ!?　身体測定とかじゃなかったの!?」


　間の抜けたことを言っている彼が眩まぶしくて、思わず目を細め──さくらは、息を吹ふきかえした。あられもない下着姿のまま、桜色の髪かみの毛を舞まい踊おどらせて。


　全身が熱くなる。


　彼がいる。すぐそばにいる。ならば──。


「格好悪いところ、見せられないじゃないですかぁ！」


　制服の下に手を伸ばし、新たに武器を摑つかみとる。それを、間近で十文字槍をぐるぐる振ふりまわしていた少女の腹部に向けた。


　それは刀ではなく、……たっぷり弾丸の詰つまった、ごく平へい凡ぼんな火ひ縄なわ銃じゆう（拳けん銃じゆう）だった。


「……!?」


『百手姫』は四本の刀を操る、その前情報が有名であればあるほど、この新しい武器には対応できない──絶句する槍使いに、さくらは弾丸を連打した。


　火薬の臭においが弾はじけ、鉛なまり玉が亜あ音速で滑かつ空くうし、敵を後ろ向きに吹っ飛ばした。


　ぐったり倒たおれ伏ふした彼女に、ぶるぶる震ふるえ始めた両手に拳銃を構えたまま、さくらは。


「序列十位以上のものは、重火器および火薬兵器の使用が許可される──」


　仲間をやられ、色めきたつ刺し客かくたちを見み据すえ、さくらは怒ど鳴なる。


「──いつまでも、昔のわたしじゃないんです!!」


　そんな彼女の勇ましい立ち姿に、硝子壁シヨーケースに顔を押しつけ熱ねつ狂きようしている出資者スポンサーたちが「『百手姫』があんなこと言ってるぞ！」「大だい丈じよう夫ぶだ同志よ！　戦闘の腕うで前まえはあがっても胸とか背せ丈たけは成長しない！」「いつまでも膨ふくらみかけの『百手姫』だ！」などと騒さわいでいる。


「…………」


　そんな阿あ呆ほうな連中につっこむ気力もないほど、さくらは限界だった。


　おでこには脂あぶら汗あせがにじみ、両手両足はちぎれたかのように感覚が薄うすれている。拳銃も勢いよく連射したので弾たま切れだ。ありていに言って危機ピンチだった。


　けれど。


「お待たせ！」


　後方から駆かけ寄ってきた『水蛇』が、ふらつくさくらの肩かたを支える。そのまま、口に含ふくんだ水を体液操作の能力で噴ふん出しゆつさせる。


　吹雪を操っていた少女の周りに大量の水分子が舞い、それらは自身の能力によって見る間に氷結して、濃のう厚こうな真っ白い煙えん幕まくとなった。


「後は頼たのんだわよ、『銀狼』!!」


『水蛇』の呼び声に、濃のう霧むのなか狩しゆ猟りようする野生動物のように、小こ柄がらな『銀狼』が目にも留まらぬ速度で動く。突とつ然ぜん何も見えなくなって棒立ちになっている突風使いに肉にく薄はくして。


「いらいら　して　いる　……　やつあた　る！」


　ぐっと拳こぶしを握にぎると、ある程度は手加減してぶん殴なぐった。


　体重つまり質量を自在に変化させられる『銀狼』の拳は、超ちよう重い鉄球並みの破は壊かい力だ。突風使いの少女は鮮あざやかに吹っ飛び、硝子壁シヨーケースに激げき突とつしてめりこんだ。


　失神している。


「くそっ……！」


　吹雪使いの少女がそんな『銀狼』に全身が凍こおりつくような冷気と、氷のつぶを機き関かん銃じゆうのように解き放つ。だがまるで意に介かいさずに、『銀狼』は悠ゆう々ゆうとそちらへと向かった。


　動きが鈍にぶることすらなく、もちろん傷ひとつ受けることなく。


「その　ていど　では　とめられぬ」


　吹雪使いの少女のもとに辿たどりつき、呆ぼう然ぜんとしている彼女をぎゅうっと抱だきよせた。


　べき。ばき。ぼき。びき。


　超大な質量をもつ『銀狼』に抱きしめられるということは、圧あつ搾さく機にかけられるようなものである。全身の骨を砕くだかれ、吹雪ふぶき使いの少女はだらりと脱だつ力りよくして白目を剝むいた。


　そんな彼女を放ほうりだし、『銀狼』は振り向くと「ぶいっ」と指を立てる。


「やっつけた　ぞ」


「まだです、姐ねえさん！　狙そ撃げき手がいます！」


　さくらの声と同時に、どこからともなく弾だん丸がんが飛来し、『銀狼』の頭部に直ちよく撃げきした。『銀狼』は当然、かるく首を傾かしげただけで無傷だが、面めん倒どうくさそうに。


「むこう　か　……」


　あらぬ方向を、睨にらみすえた。


　それは本来なら特権をもつ序列上位のものにしか行けぬ、硝子壁シヨーケースの向こうだ。無数にいる出資者スポンサーの真後ろ、かなり離はなれた位置に狙撃手らしきおおきな機き銃じゆうを構えた少女がいる。


　おそらく弾丸の軌き道どうを自在に操あやつれる能力なのだろう、硝子壁シヨーケースのいちぶに不自然にあいたちいさな穴から弾丸が飛びこんできて、こちらを狙ねらってくる。


『銀狼』は仲間たちを見やった。


「ねらえる　か　さくら　『みずち』」


「無理ね。出資者スポンサーが邪じや魔まだわ。あたしの水の弾丸なら精密射しや撃げきで穴をとおして狙えるけど、万が一にでも事故って出資者スポンサーに当てたらやばいかも」


「わたしの植物でも、成長させて向こうに届かせる前に逃にげられると思います──体力的にも、ちょっと難しいです」


「ぜひ　も　なし」


『銀狼』が硝子壁シヨーケースまで歩くと、拳を握りしめて。


「ぶちやぶる」


　ぐぐっと拳げん骨こつにちからをこめて、硝子壁シヨーケースを粉ふん砕さいしようとした──そんな『銀狼』の頭上を、『何か』がものすごい勢いで通過していった。
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「………!?」


　目を見開いた『銀狼』の真上を、獲え物ものに襲おそいかかる肉にく食しよく獣じゆうのように通過していったのは、鎖くさりで繫つながれた鉄球だった。獅し子しの頭部を模したその鉄球は硝子壁シヨーケースに直撃──するかと思ったがなぜか分厚い硝子壁シヨーケースを抵てい抗こうなく通過し、さらには居並ぶ出資者スポンサーたちの身体からだも幽ゆう霊れいのように素す通どおりすると、狙撃手に嚙かみついた。


「あぎゃあ!?」


　ありえない現象に、咄とつ嗟さに対応できず狙撃手は回かい避ひできなかった。そのまま、それこそ獅子のように狙撃手に食くらいついたまま、鉄球は鎖によって引き戻もどされてくる。


　狙撃手が、釣つりあげられるようにしてこっちに吹ふっ飛んでくる。やはり出資者スポンサーや硝子壁シヨーケースにぶつかることなく、丸ごと貫かん通つうするようにして──一直線に。


「うわ、わぁっ──あぁあああ!?　ああああああああ!?」


　激痛と、理解できない現象に対する恐きよう怖ふの悲鳴をあげながら、狙撃手が引きずられて『銀狼』の手前を通過し、さくらや『水蛇』の真横も素通りして、さらに奥へ……。


「子供の喧けん嘩かに親がでるのもどうかと思ったけどな」


　黄金きん色の女の足あし下もとで、停止した。


　金ぴかの制服をまとったその少女──『金獅子』は、鉄球に嚙みつかれた狙撃手を眺ながめて。


「もともと、狙いは私のようだったし。おまえの序列では硝子壁シヨーケースの向こうにでることも、狙そ撃げき銃じゆうを用いることも許可されておらんだろ。くだらん規則とはいえ、教師として見過ごせんな。……お仕置き☆」


　語りながら、その手刀を狙撃手の頭部に潜もぐりこませた。


　やはりその手のひらは抵抗感なく貫通し、かといって傷つけることなく一ひと滴しずくの血もでることなく、けれど狙撃手は白目を剝いて気絶した。


　機械の電源を落とすかのようだった。


　何が起きたのかすら理解できないまま、立ち尽つくすさくらたちに──。


『金獅子』は「ぱちんっ☆」と片目を瞑つぶってから、表情を一変させ、体育館の入口方面へと凶きよう悪あくな眼光を向けた。


　そこに、いつのまにか闇やみがわだかまっていた。


　否いな、それは少女である。陰いん鬱うつで後ろ向きな黒を基調とした衣い装しようをまとい、片目を蜘蛛くもの模様がついた眼帯で覆おおっている。編みあげられた手て袋ぶくろでつまらなそうに自らの頰ほおを撫なで、その少女──豊臣将軍の正妻であり『大奥』序列一位、つまり最強の女である『絲あら妃くね』はこちらを見み据すえていた。


『絲妃』……。『絲妃』だ……。


　ざわざわと、畏い怖ふの混じった声で、出資者スポンサーたちがざわめいている。


　黒衣の、骨こつ董とう品じみた少女『絲妃』のかたわらには。


　真しん紅くの外套マントを羽織り、水着めいたちいさな布面積のみで豊満な肢し体たいを隠かくしている異国人──『大奥』序列二位にして『絲妃』の妹である『赫あか竜とんぼ』も寄り添そっている。そばかすの浮うかんだ、どちらかというと素そ朴ぼくな顔立ちなのに、正気を失ったように焦しよう点てんのおかしな目つきで周りを睨みつけて。


「何見テンノ・ヨォ？　豚ぶたノクセニ。……焼クワ・ヨォ──生焼キレア？　程良クミデイアム？」


『大奥』最大の破は壊かい力をもつ『赫竜』の眼光に、誰だれもが目を逸そらした。


　唯ゆい一いつ、真っ直すぐに彼女らを睨にらむのは、照明を反射しきらきら輝かがやく『金獅子』だ。


「あの程度の刺し客かくで、この私を倒たおせると思っていたのか」


「何を言うてるんかわからんわァ？」


『絲妃』は嫌いやな笑えみを浮かべると、『赫竜』をともないこちらに歩いてきながら。


　ぞっとするほど兇きよう悪あくな、冷たい声で。


「被ひ害がい妄もう想そうやなァ、まったく──こいつらも、くだらん騒さわぎを起こしよってなァ」


　倒れ伏ふした少女たちを遠えん慮りよなく足あし蹴げにして、踏ふみにじり、悲鳴をあげさせて。


「まぁ、安心しとき。あんたに迷めい惑わくをかけたお馬鹿ちゃんたちには、きちんと罪を償つぐなってもらうからなァ──『大奥』におられんようにしたるから、覚かく悟ごしとれよ」


　恐怖に震ふるえる少女たちは、そんな『絲妃』に一言も返せなかった。


『金獅子』は腕うで組ぐみし、間近で見るとびっくりするほどちいさな『絲妃』を、見下ろす。


「相変わらず、人間ひとを人間とも思わぬやりくちだな──反吐へどがでるよ、『絲妃』。おまえは昔から何も変わっておらん」


「こっちの台詞せりふやで、『金獅子』。きらきら光って目め障ざわりなんよ」


「何か言ったか、ちびすけ。おまえの背せ丈たけが低すぎて、ここまで声が届かんぞ」


「あぁごめんなァ、胸にばっかり栄養がいっとる脳みそスカスカ女には、人間様の言葉は難しゅうてよう理解でけへんのやなァ？」


　一いつ触しよく即そく発はつの空気のなか、最初に爆ばく発はつしたのは『金獅子』でも『絲妃』でもなかった。


「姉様ヲ侮ぶ辱じよくスルンジャナイワ・ヨォ──」


　拳こぶしに炎ほのおをまとわせて、『赫竜』が『金獅子』の顔面に殴なぐりかかった。


　あわや激げき突とつ、と思われたが──その拳を、がっしりと横合いから伸のばされた『銀狼』の手のひらが受けとめていた。


　硬こう度どをあげた『銀狼』の手のひらが、炙あぶられ焦こがされて肉色の煙けむりをあげている。


　だが痛みに眉まゆをひそめることすらなく、『銀狼』が『赫竜』を睨みつける。


「こぶし　を　ひけ　ばかもの　……　でんちゅう　で　ござる」


「オォー、オチビチャン。久シブリ・ネ、マダ生キテタ・ノォ？」


『赫竜』が両目を見開き、その瞳どう孔こうをきゅっと縮めて肉食性の爬は虫ちゆう類るいのような目つきになる。


　全身から炎を噴ふき、舌なめずりして。


「ツイデニ殺ス・ゾォ？……子犬チャンパピー」


「おぬし　の　ほのお　は　せっしゃ　に　つうじぬ」


「試シテミルゥ？　前カラアンタトハ決着ツケナキャッテ思ッテタノ・ヨォ？」


「きょうみ　なし　で　ござるよ」


　くるりと『赫竜』に背中を向けると、『銀狼』は成りゆきを興味深そうに見守っていた『金獅子』を無表情に見あげた。


「ごぶじ　ですか　……　おかあさま」


「ふん。余計な真似まねをすんなと言いたいけど、ありがとね『銀狼』──わははは、私はいつもおまえに守られてるよ？」


　ちいさな『銀狼』の頭を、ぐしゃぐしゃっと撫でた。


　それを呆ぼう然ぜんと見守っているさくらたちに、ようやく硝子壁シヨーケースの最前列まででてきた『鴉』──秀影が、不思議そうに。


「いま『おかあさま』って言ったよね？　もしかして、あの金ぴかのひとって──」


「ええ」


　さくらは溜ため息いき混じりに。


「現政権を裏から支える毒婦『絲妃』、その最大の対たい抗こう勢力である『大奥』最年長にして序列四位、最強の家臣団レギオン『ライオンキングダム』を率いる『金獅子』──わたしたちが必ず味方につけたいあの強大な女性は、『銀狼』姐ねえさんの母親なんです」




　第二幕　姫様御遊興　おひめさまだっこ
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　もう十年以上も前のことになるのか。


　そのころ『大奥』の序列一位だった『金獅子』は──当時から正直、歪ゆがんだ幕府も『大奥』という存在そのものも好みではなかった。親の意向で女学院に在ざい籍せきし、故郷のために堪たえ忍しのんでその立場に甘んじていたが、自分には他ほかにすべきことがあるのではないかと思っていた。


　ゆえに、彼女は誰だれよりも将軍の寵ちよう愛あいを受け、最強のちからを持ちながらも──序列一位の特権を用いて『大奥』の外をうろつき、あまり帰ろうとしなかった。


　全国を行あん脚ぎやし、徹てつ底てい的な刀狩がりによって自分を守るすべをもたない無力な人々を、颯さつ爽そうと助けてまわった。


　民たみ草くさの生活を脅おびやかすものはたくさんいた──野や獣じゆう、違い法ほうに武器を所持する夜や盗とうなどの犯罪者のたぐい、突とつ発ぱつ的に発生しては周囲に深刻な被ひ害がいを与あたえる新人類ミユータント。それらを狩かり、ときには保護するために、『金獅子』は情報を集め休む間もなく戦いつづけた。


　もちろん己おのれの我が儘ままでしている行こう為いだから、自分ひとりでやるつもりだった。けれど、そんな『金獅子』の行動に共感あるいは憧あこがれを抱いだき、ひとりまたひとりと『お手伝いをさせてください』と寄り添そってくる生徒が増えた。


　彼らはなかば勝手に『ライオンキングダム』という『金獅子』を援えん護ごする集団をつくり、これが後に家臣団レギオンと呼ばれる『大奥』内の小集団の見本となっていくのだが──。


「危険です、『金獅子』さま！」


　村の外れ。放ほう棄きされた家屋がちらほらと散在する、山奥へと繫つながる一本道を、『金獅子』が悠ゆう々ゆうと歩いている。やや遅おくれて、髪かみも衣い装しようも純白の穢けがれなき少女──頭部から細長い角を生やした当時の序列五位『一本角ゆにこおん』が、やや生き真面目まじめそうに告げてくる。


　たいていの生徒は『金獅子』の特権によって外出の許可を得ていたのだが、この『一本角』は己の権利で堂々と外にでていた。


『大奥』には珍めずらしく治ち療りようのちからに特化した姫で、己の身を削けずって他人を強化したり、治療したりする優ゆう秀しゆうな薬くす師しだった。


「わはははは」


『金獅子』は豪ごう快かいに笑いつつ、心配する『一本角』を置き去りにしそうな速度で進む。


「危険なものか。心配いらんぞ、私を誰だと思っている。むしろ、おまえらこそ危ないから『大奥』へ帰れ。これは私が勝手にやってることだ、付きあって命を危険に晒さらすことはない」


「た、たしかに我らは『金獅子』さまに比べて弱くて愚おろか、足手まといでしかないことは重々承知しておりますが！　それでも『金獅子』さまのそばに寄り添いたいのでございます！」


「『一本角』はいつも真面目だなぁ重たいなぁ──嫌きらいじゃないぞ！　わはははは！」


　どんどん森の奥へ奥へと突つっこんでいく『金獅子』を、『一本角』を筆頭にして『大奥』の制服姿の少女たちが慌あわててついていく。地域住民は避ひ難なんしており、そろそろ民家も見えなくなってきたので誰もいない。


『金獅子』の善意が空回るように、いまだ彼女らのような新人類ミユータントは忌き避ひされ恐おそれられ、怪かい物ぶつ扱あつかいで、どれだけ民たみのために戦おうとも誰も感謝などしない。


　それでもよかった。


　もしも、この世に生まれてきた意味があったとしたら──。


　こんな身体からだを天から与えられた意義が、あったとしたら……。


「止まれ」


『金獅子』が片手を挙げ、野生動物のように周りを見回した。


　すっかり森の奥深くだ。違い和わ感かんを辿たどってここまできたが──周囲は、奇き妙みような地形だった。


「これは……」


『一本角』がはっと目を見開き、鋭するどい声をあげた。


「『金獅子』さま、あれを！」


　太い樹木が薙なぎ倒たおされ、地面は抉えぐられ、亀き裂れつが走り、大怪かい獣じゆうでも暴れたみたいだ。大岩は砕くだかれ、かたちあるものはすべて壊こわされていた。


　この世の終わりのような風景のなか。


　瓦が礫れきに腰こしかけ、ちいさな女の子がこちらを見ていた。


　かなり幼い。普ふ通つうなら、運悪く森の奥に入ってしまった迷子だと判断する。けれど、どこか様子がおかしかった。獣けもののような金色の瞳ひとみ。ざんばらに伸のばされた銀色の髪。ぼろ切れのようなものしか身につけておらず、ほとんど全ぜん裸らだ。


　身体中、ひどく汚よごれている。


「気をつけろ、『一本角』。強いぞ、かなり」


　本能的に相手の力量を察して、『金獅子』はむしろ嬉うれしそうに腕うで組ぐみする。


「まさか、あの子が──こんな？」


『一本角』は理解できない、という表情で呻うめいた。近きん隣りん住民が通報してきた情報は、近所の山に怪かい物ぶつが棲すんでいるから退治してくれ、だった。よもや、こんな幼い少女とは。


　誰もが驚おどろいた、間かん隙げきをつくように。


「ううう──がぁああああ!!」


　少女は獣の雄お叫たけびをあげると、真っ直すぐに跳とびかかってきた。でたらめに両りよう腕うでをふるい、『金獅子』の顔面を狙ねらう。


「『金獅子』さま！」


　周りの生徒たちが悲鳴をあげたが、『金獅子』は微び動どうだにせず、少女を正面から迎むかえうった。激しい衝しよう突とつ音が響ひびき、少女の拳こぶしが『金獅子』のかざした片かた腕うでに食いこむ。


　地面に、ありえない裂さけ目が生まれる。


「とんだご挨あい拶さつだな」


『金獅子』は頭痛を堪こらえるように、目を細めて。


「悪い子ちゃん。さぁ私と人間社会について、おまえの未来について語りあおう」


　両手を広げ、むしろ野や獣じゆうが威い嚇かくするような笑え顔がおを浮うかべると、少女は「びくっ」と何かを感じたのか怯おびえるように反応し、慌ててくるくる回転すると着地。


　そのまま、木立の向こうに走り去ってしまう。


「む、逃にげた」


「追え！　みんな追え！」


『一本角』が手を振ふり、他ほかの生徒たちが各おの々おのの武器を取りだしたが、『金獅子』が「待て」とそれを制した。


「私だけで追う」


「わ、わたくしたちは足手まといだと言うのですか！」


「今回にかぎっては、そうだ」


『金獅子』は平然とした口調を、やや乱して。


「これを見るがいい」


　先ほど少女の打だ撃げきを防いだ、己おのれの片腕を示した。


　血まみれであった。


『大奥』の制服は肩かたから襟えりのあたりまで無む惨ざんに引き裂かれ、骨が覗のぞくほどに肉が抉られている。だくだくと鮮せん血けつが零こぼれ、ほとんど千切れてしまいそうだ。『一本角』は薬くす師しの知識から、それが深刻な怪け我がだと理解したのだろう。


「こ、こんな──『金獅子』さま！」


「そんな声をだすな、この程度では死なんよ。しかし、おまえらがいると私の能力は限定されてしまう。あいつは強い、だからこそこれまで誰だれも叱しかってやらなかった。私にしかそれはできない、だから──私は行かねばならん」


　せめて治ち療りようを、と手を伸ばした『一本角』の頭を、優やさしく撫なでて。


　聖母のように、『金獅子』は微笑ほほえんだ。


「勘かん違ちがいするなよ、『足手まとい』なんかじゃない。私は、いつもおまえらに助けられているよ。おまえらのおかげで戦える、それは噓うそじゃない──では、な」


　くちびるを結び、『金獅子』は変わらぬ歩調で少女の消えた森の奥へ。他の生徒たちは寂さびしそうに、無力感を嚙かみしめて立ち尽つくす。彼女らを振り切るように、ひたすら前へ。


　少女の残した足あし跡あとを辿り、やがて『金獅子』は人間など誰も近づかないような、急きゆう斜しや面めんの半ばにある洞どう窟くつに辿たどりついた。


　無理やり掘くつ削さくしたかのような、不自然な横穴である。


「ふむ」


　しばし、やや高い位置にあるその洞窟を眺ながめていたが──『金獅子』はあっさりと近づくことに決め、空中を踏んだ。そのまま、見えない階段があるかのようにとんとんとんと足音をたてて宙を登っていく。


　洞窟の入口に辿りつき、なかを覗きこんで──。


　すべてを理解した。


　噎むせるほどの血臭と、生き物が腐くさった臭におい。薄うす暗ぐらい洞窟の奥、差しこむわずかな太陽の光に照らされて、巨きよ大だいな狼おおかみの亡なき骸がらが横たわっていた。ありえないほどの巨きよ体たいだ、おそらく『時空間爆ばく弾だん』による汚お染せんが生んだ突とつ然ぜん変へん異いだろう。


　あの爆弾が影えい響きようを与あたえたのは、人間だけではない。地形、動植物のすべてにその不気味な後こう遺い症しようは波は及きゆうしている。


　そんな巨大狼の、もはや乾かわいて固まったお腹なかのあたりに、まるで乳を求める赤ん坊ぼうのように──先ほどの少女が寄り添そっている。


　哀かなしげに、こちらを見ている。


『金獅子』は推測する。先ほどの一いち撃げきから考えて、この少女は新人類ミユータントだ。強大すぎる能力を持て余した親は彼女を放ほう棄きし、そんな哀あわれな捨て子はこの巨大な狼に拾われた。


　狼に育てられた少女。


　けれど、そんな彼女の育ての親は──おそらく危険視され、怪かい物ぶつだと判断されて密造銃じゆうか何かで撃うち殺された。その毛皮に滲にじむ血けつ痕こんの奥、傷口を眺めて『金獅子』はそんな物語を想像した。


　もちろん間ま違ちがっているかもしれないが、それが事実なら、『金獅子』はこの少女を放ほうってはおけなかった。


　受けた依い頼らいは怪物の討とう伐ばつだ、でもたぶんそれはこの巨大な狼のことで──実の親から捨てられ、育ての親を銃じゆう殺さつされた、このちいさな少女を踏み殺すことではないはずだ。


「おまえのお母さんか？　残念だが、もう死んでる──お墓をつくるか？　手伝うぞ？」


　一歩ずつ近づいて、『金獅子』が問うと、少女は「ううう！」と唸うなった。人間の言葉を知らないのだ。そっと、少女のそばにしゃがんで笑いかけると、拳が迫せまった。おそらく地を割り、岩を砕くだく、見た目からは想像もつかない破は壊かい力を秘ひめた一撃だ。


　けれど、その腕うでは『金獅子』の身体からだがまるで幻まぼろしであるかのように、素す通どおりした。


「………!?」


　少女は目を見開き、ぶんぶん腕をふるう。だが手て応ごたえなく、すべては空から振ぶりだ。『金獅子』は微び笑しようをたたえたまま、そんな少女の頭に手を置いた。


「おまえの能力の性質は読めた、己の質量を操あやつれるのだな──強いちからだ、けれど私には通じんよ。その能力は制せい御ぎよできる。私といっしょに方法を考えてみよう」


「ううーっ！　うがーっ！」


　怯おびえるように、少女が両目に涙なみだを浮うかべ──やたら腕を、足を振ふりまわした。嵐あらしのような打撃のなか、『金獅子』は恐おそれもせずに、少女をそっと抱だきよせた。


「だいじょうぶだ。わははは」


　迫はく害がいされ、誰からも顧かえりみられなかった哀れな子供──自分だけは、愛してみよう。


　もしも、生まれてきた意味があったとしたら。


「野や獣じゆうのような、狼の娘むすめよ。美しい銀ぎん髪ぱつの娘よ。おまえは今日から『銀狼』と名乗るがいい。もう泣くな、怖こわがらなくていい」


　ちからが脱けて、きょとん、とこちらを見あげる今日から『銀狼』となる少女に。


『金獅子』は、頰ほおをすり寄せて。


「私が、おまえのお母さんになってやる」


　ぎゅっと抱きよせて、その日から、ふたりは母娘おやこになったのだ。
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「こら」


　おでこを、こつんっ、と指先でつつかれた。


　ぼうっとして過去を回想していた『銀狼』は、何だか無む性しように誰だれかに甘えたい気分で、寝ね惚ぼけたように「むう　おかあさま　…」と目の前の相手に抱きついた。


「ちょっ、何よ」


　驚おどろいたのは、抱きつかれた相手──『水蛇』である。彼女はたいそう立派な胸むな元もとに顔を押しつけてくるちいさな『銀狼』に、呆あきれながらも抵てい抗こうはせずに。


「失礼ね、まだ『お母さん』ってほどの年ねん齢れいじゃないにょろ」


　慌あわてたせいで飛びでた長い舌を、指先で口元に押しこんでいると、『銀狼』が両目をぱちくりとさせた。


「む　『みずち』　…」


「そうよ、今ごろ気づいたの──何なのよあんた、今日はいつになく元気ないけど？」


「すまぬ　…」


　しょぼんとして、『銀狼』はでもまだ名残なごり惜おしそうに『水蛇』の乳ち房ぶさに顔を埋うずめており、甘えん坊さん。


　ちなみに『銀狼』は半ば自動的、無意識的に身体を硬こう化かさせるため不意打ちされても傷ひとつ負わず、だからこそ危機意識が薄うすい。危険な『大奥』のなかをひとりでふらふら歩きまわるし、今のようにぼうっとしている場合も多い。


　強すぎる大型肉にく食しよく獣じゆうのように、外敵がいないからこそ、のんびりしている。


「それにしたって油断しすぎよ、大事な時期なのに」


『水蛇』は心配そうに、『銀狼』の頭をもふもふと撫なでた。


　ふたりがいるのは『銀狼長屋』──『大奥』における彼女らの住居の一室である。とはいえこの建物は『銀狼』が以前、犯おかした罪により与あたえられていた借宿で、さくらの昇しよう進しんとともに新しい住み処かを購こう入にゆうし、いまは引っ越こしの準備中だ。


　この場所は『大奥』の隅すみっこのため不便だし、敵の多い『銀狼』たちにとって防衛面において不安が残る物件なのだ。人数が少ないぶん資金が余ってるから、もっと衣食住の住にお金をまわそうという判断である。


　先ほどまでは見た目より力持ちな『銀狼』がおおきな荷物──家具などをひょいひょいと荷車にのせ、その横で『水蛇』とさくらがちいさな荷物──本や雑貨などを丁てい寧ねいに梱こん包ぽうしていた。


「すこしは、この場所にも愛着がでてきたんですけどね」


　慣らしリハビリがてら、革帯ベルトを外してゆっくり作業しているさくらが、自らの頰に手を添そえて。


「ここは、秀影さまと再会できた場所ですし……きゃっ♪」


　最近さくらはこんなふうにイラッとする言動が多いが、まぁ落ちこまれるよりはいい、と『水蛇』と『銀狼』は思って無視スルーした。


　ともあれ、しばらくこの長屋では生活していたので（それこそ、『銀狼』たちがまとめて『銀狼長屋』と渾名あだなされるぐらいに）荷物が多く、なかなか作業は捗はかどらない。


　男手があると楽なのだが、ここは『大奥』である。


『鴉』は何やら本業のほうが忙いそがしいようだし、そもそも硝子壁シヨーケースに隔へだてられている彼は、この場にいても応おう援えんすること以外は何もできない。


「疲つかれてるんじゃないの、ちょっと休きゆう憩けいしましょ──ほら、お茶ちや菓が子しもあるのよ」


『水蛇』が「じゃーん☆」と部屋の隅っこから和菓子の風ふ呂ろ敷しき包づつみを取りだすので、腹ぺこだった『銀狼』は両目を輝かがやかせ、いっそう強くこの気き遣づかいができる薬くす師しに抱きついた。


「『みずち』　せっしゃ　『みずち』　が　だいすき」


「そんな安い好意は要いらんわよ」


　ぼやきながらも、『水蛇』もまんざらじゃないみたいで、照れたように長い三つ編みをしごいていた。


　そして、小声で囁ささやく。


「昨日、『金獅子』に呼びだされてたみたいだけど──何かあったの？」


　あの身しん体たい検査での騒そう動どうのあと、『銀狼』は母親である『金獅子』に別室へ呼びだされていた。しばらく帰ってこなかったので、『水蛇』はやきもきしていたのだが……。


　こちらを襲おそってきたのはあの正体不明の刺し客かくたちのほうだし、公式にお咎めペナルテイはなかった。ゆえに、予定どおりにこうして引っ越しもできるわけなのだけど。


「おかあさま　は　…」


『銀狼』がきゅっと身を縮ませ、語ったところによると。


　彼女は母親に、思いの丈たけをなるべく正直に語ったのだという。ちょうど、『金獅子』には相談をしたいと思っていたから、呼びだされたのは都合がよかった。


　腐ふ敗はいした幕府を打だ倒とうするためには、あの毒婦『絲妃』や無敵の『赫竜』に唯ゆい一いつ対たい抗こうできる『金獅子』を味方につける必要があった。


　親子なのだし、心から頼たのめばせめて敵にはならないはずだった。


「ふむ、とりあえず『銀狼長屋』と『ライオンキングダム』が同盟を結ぶかたちになんのね、あたしらの住み処はあいつらの勢力内に移動──あたしたちに危険なことがあったら『ライオンキングダム』の生徒が守護してくれる、って条件よすぎじゃないの？」


　ほぼ無条件で守ってくれることになる。『ライオンキングダム』には、『銀狼長屋』という不ふ穏おん分ぶん子しを抱かかえることに得はないのに。


「その　かわり　おせっきょう　された　で　ござる」


『銀狼』は思いだす。


　母は──『金獅子』は、いつものように余よ裕ゆうのある態度で、でも哀かなしそうに。


　──私はね、できればおまえには『大奥』にきてほしくなかった。


　──むしろ、今からでも遅おそくはないから、故郷に帰ってもらいたいぐらいだ。


　──ここはね『銀狼』、人間らしく生きられる場所じゃないんだ。


「おかあさま　は　いつまでも　せっしゃ　を　こどもあつかい　する　…」


　不満そうにくちびるを尖とがらせる『銀狼』に、『水蛇』は「それが嫌いやなら、お菓か子しぐらい口元を汚よごさずに食べなさいよ」と布ふ巾きんで両手に饅まん頭じゆうを抱えた『銀狼』のプニプニしたほっぺを拭ぬぐってあげた。


「むぎゅう」


　嫌そうに顔をよじってから、『銀狼』は思いだしたように。


「あと　そういえば──てすと　の　てんすう　わるすぎる　とも　いわれた」


『銀狼』が着流しの懐ふところから取りだしたのは、わりと悲ひ惨さんな点数が並んだこないだ行われた試験の答案用紙。


　実力だけなら『大奥』最強とすら謳うたわれる『銀狼』の、意外な弱点であった。


「このまま　では　『おおおく』　から　おいだされる　かも？」


　その試験結果を見て、黙もく々もくと作業していたさくらが青ざめる。


「うわっ……『銀狼』姐ねえさん、その点数はやばすぎます、このままじゃ革命クーデターどころの話じゃなくて強制的に退学になりますよ阿あ呆ほすぎて！」


「あほ　じゃ　ない　もん　…」


　弟で子しに酷ひどいことを言われて、不満そうな『銀狼』である。


　もちろん『大奥』の生徒は将軍様に可愛かわいがっていただくために全国から集められたお姫ひめ様だ、頭の中身がちょっと残念でも見み目め麗うるわしければよく、もっと言えば強くさえあれば生き残ることはできる。


　けれども仮にも教育機関だ、定期考査の点数があまりにも低ければ退学の危険があった。


　しょぼ～ん、と尻しつ尾ぽに見える髪かみの房ふさを垂らしている『銀狼』に、『水蛇』が手帳をぺらぺらとめくって。


「追試は将軍御前試合の直前よ、だいじょうぶ？　すこしは勉強しておいたほうがいいわよ？」


「『銀狼』姐さん、あの、勉強を教えましょうか？　わたし、そういうの得意なんです──もう引っ越こしの準備は終わりましたし、今からでも……」


　優等生のさくらが手を挙げたが、『水蛇』が半泣きの『銀狼』を「よしよし」しながら。


「いいわ、あたしが教えるから──あんたには他ほかにやってもらいたいことがあんのよ」


　その言葉に、さくらは「………？」と小首を傾かしげる。





　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





　豊臣幕府内務監かん察さつ局通つう称しよう『腐肉食堂ハゲタカ』は、その名のとおりいわゆる検察のような、幕府内部の腐敗を糺ただすための特権を与あたえられた集団である。他人の秘密を暴あばき、痛い腹を探さぐるその仕事は忌いみ嫌きらわれ、幕府との仲はたいへん悪い。


　おまけに先日、『腐肉食堂ハゲタカ』は身内に不ふ祥しよう事じを起こさせてしまった──『腐肉食堂ハゲタカ』に所属していた『阿呆鳥』が職権濫らん用ようし、幕府の秘中の秘である『大奥』にて不ふ穏おんな行動をしてしまったのだ。


　彼女の相棒だった豊臣秀影こと『鴉』はその事後処理に追われ、またそれらが一段落した今となっても、新しい相棒もつけられず宙ぶらりんな立場にいた。


「とはいえ」


『腐肉食堂ハゲタカ』の詰つめ所、その最上階──事務所というより祭さい壇だんのような、神こう々ごうしくも簡素な板張りの間である。怪あやしげな香こうが焚たきしめられ、薄うす暗ぐらく視界は悪い。


　なぜか無数の仏像が並ぶなか、その中央に座する人物が静かな声で語る。


「どんだけ無能とはいえ局員を遊ばせておく余裕はうちにはねぇんだよな。おまえを出資者スポンサーにするために安くはない金は払はらったし、せっかく『大奥』の内部に侵入はいりこめたんだ──てめぇには今後も『大奥』での調査活動を命じるが、異論はねぇな『鴉』よぉ」


　奇き妙みような外見の女性である。長身の『鴉』と同じぐらいの背せ丈たけで、背筋を伸のばしてきちんと正座している。お偉えらいさんのはずなのになぜか質素な侍女メイド服をまとっており、何も知らない新入り局員によく生意気な口を叩たたかれる。


『腐肉食堂ハゲタカ』の恒こう例れいに従い、頭部は鮮あざやかな色の仮面で隠かくされている。


　彼女の名は『冥土鳥ほととぎす』、『腐肉食堂ハゲタカ』の局長である。


　目が見えないらしく、あまり局長室から動くことはないが──その残ざん酷こくともいえる采さい配はいと情報収集能力から一目置かれている。


「こうなったら徹てつ底てい的に『大奥』の内部を洗う。あの場所は名前のとおりに幕府の最さい奥おうに位置する禁断の領域だ、だからこそ腐ふ敗はいの温おん床しようになってる。あたしら『腐肉食堂ハゲタカ』は腐ふ臭しゆうを見み逃のがさない。貪むさぼり喰くいにいけ『鴉』、骨の一本も残すな」


　挑ちよう発はつ的な口調だが、この人物は珍ちん妙みような見た目とは裏腹にこの国の未来を見み据すえる、しっかりとした価値観をもっているひとだ。『鴉』──秀影はそれを信じる。


　いまの時代、圧あつ倒とう的権力をもつ幕府に逆らわず、唯い々い諾だく々だくと従って権益を得るほうが楽ちんなのだ。それなのにあえて現状を批判し、抵てい抗こうしている、尊敬できるひとだ。


　父に虐ぎやく待たいのような教育を受け、抜ぬけ殻がらになっていた『鴉』が歩んでこられたのは、『阿呆鳥』が姉のように支え、この『冥土鳥』が母のように導いてくれたおかげだ。


「もちろん、敵を間ま違ちがえちゃあいけない。場合によっては『大奥』のお姫様たちと仲良くなる必要があるだろ、むしろ積極的に推すい奨しようしたいぐらいだ──だが、彼女らも『大奥』という仕組みに無理やり組みこまれた被ひ害がい者しやともいえるし、おまえもそういうのは嫌いだろ？」


　秀影が何か言う前に、すべてを見通すように、その内心までも踏ふまえて『冥土鳥』は語る。


「おまえは将軍家の息子むすこだが、同時にあたしたち『腐肉食堂ハゲタカ』の一員であり、それ以前にひとりの男でもある。どの自分を優先すんのか、よぉく考えろ。それができなくて、自分を見失って、『阿呆鳥』は潰つぶれた──優ゆう秀しゆうだったのに、馬ば鹿かめ。おまえは、あいつと同じ失敗をすんじゃねぇぞ」


　彼女は秀影が豊臣将軍の一人息子だと知っている。どうやら『冥土鳥』は古くに断絶したと言われているある高貴な家いえ柄がらの落としだねらしく、政界の裏事情に詳くわしい。似たような立場の秀影を、息子のように思ってあれこれ融ゆう通ずうをきかせてくれている。


「そうそう、そういえば『大奥』のほうから打だ診しんがあってな──」


　感謝の気持ちを嚙かみしめている秀影に、『冥土鳥』はあっさり語調をゆるめると、何やら書類が収まった封ふう筒とうを手て渡わたしてくれる。


「おまえも次から次へと忙いそがしいねぇ、まぁ──無様でもいい、小器用に生きのびろよ」


　言うと、煙管キセルを取りだして、仮面で隠れていない口元に運んだ。
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　そのあと。


　秀影は上司『冥土鳥』の命令どおりに、指定された待ちあわせ場所にて突つっ立っていた。渡わたされた封筒の中身を確かく認にんしてきたものの、『逆らうと処しよ罰ばつしますよ』みたいな脅おどしなどしか書いておらず、何で自分が呼びだされたのかさっぱりわからない。


　とりあえず『腐肉食堂ハゲタカ』を通したということはいちど『冥土鳥』が確認し、内容に問題なしと判断したということ、危険度は少ないが──油断禁物、不意打ちなどに備える。


「……ふあ」


　けれど緊きん張ちよう感かんが持続しない秀影は、仮面の奥で欠伸あくびをしながら、現代のいびつな風景を眺ながめる。最近導入された鉄筋コンクリートのビルの隙すき間まに、古風な長屋がいくつもつらなり、道行くひとも携けい帯たい電でん話わをいじっていたと思えば、その足あし下もとは草鞋わらじだったりする。電信柱が並んだ舗ほ装そうされた道路を、牛車ぎつしやが通過していく。


　大阪城から下か賜しされた技術は、いまだごくわずかにしか世間に膾かい炙しやしておらず、持て余しているものも多い。時代に適応できたものとそうでないものの差異が、悪目立ちして、ひどく不安げな風景をつくりあげている。


　果たして自分はどうだろう、『大奥』は──さくらたちは、時代に翻ほん弄ろうされているばかりで、適応できていないのではないだろうか。


　などと暇ひまなのでどうでもいいことを考えつつ、秀影は時計を確認してから、待ちあわせ場所の目印となっている、台座にのった戦せん闘とう機を眺めた。


　異国から流れついたものである。日本全土を取り囲む凍てついた霧インセクト・ケージは長なが崎さきなど、いちぶ薄うすい場所があり、そこから漂ひよう流りゆう物やごくわずかな交易によって異国のものがもたらされる。


　説明書きによると異国の船ということだが、こんな脆もろそうなもので海を渡れるのだろうか──ほほう、空を飛ぶのか、異国の技術はすごいなぁと秀影が呑のん気きに感心していると。


「秀影さま」


　鈴すずの音のように可か憐れんな声が耳じ朶だをうち、びくん、と秀影は全身を震ふるわせる。


　まさか……。


「外でも、その不気味な仮面をつけてるんですか？」


　楽しそうにくすくすと、笑い声を響ひびかせながら、誰だれかが歩み寄ってくる。道行く人々が一いつ瞬しゆん、見とれるような──『時空間爆ばく弾だん』の後こう遺い症しようである鮮やかな桜色の長ちよう髪はつ。外ではえらく目立つ、『大奥』女学院の制服。ぎちぎちに巻きつけられた革帯ベルト。


　こちらを見あげ、どこか得意げな彼女──さくらに、いまだ現実感をもてずに。


　秀影はぽかんとしたまま、とりあえず。


「君こそ、その革帯ベルトは目立つよ」


「仕方ないじゃないですか、これないと倒たおれちゃうかもしれませんし。いちおう、名目上は廃はい刀とう令れいがでてますから、日本刀は置いてきたんですけどね」


『大奥』の姫ひめは賊ぞくなどに辱はずかしめられそうになったとき自ら命を絶つため、という名目で武器の所有が許可されているが、その事実は世間において広く認知されているわけではない。


　というか。


「な、何で外に？」


　ようやく根本的な疑問が口にでた。


　基本的に『大奥』の生徒たちは将軍様の大事な宝であり、大阪城の最さい奥おう──『大奥』に厳重に保管され、外にはでられない。いちぶの出資者スポンサーのみが、あくまで硝子壁シヨーケース越ごしに観賞できるのみである、国宝のような扱あつかいなのだ。


「お忘れですか？　わたしは先日、『女王蜂』を倒して序列十位になったんです──外にでる権利が与あたえられたんです、ってわたしも『水蛇』に言われるまで気づかなかったんですけどね」


　何だか機き嫌げんがよさげに、えへん、とさくらは胸を張った。


「とはいえ手続きが必要ですし、やや手間取ってしまいましたが──遅ち刻こくしてすみません。とりあえず、引っ越しに必要なものを揃そろえるための買いだしという名目ですので、よろしくお願いします。あなたは、わたしの荷物持ちです」


　そういう建前らしい。


　それこそ買いだしなどは『大奥』のものはすべて業者に任せ、自分では行わない──彼女らはまがりなりにもお姫様なのだ。けれど、とりあえず理由をでっちあげたのだろう。


「はぁ、疲つかれました──」


　さくらは困ったように、硬こう直ちよくしている秀影のそばに歩み寄ると、肩かたを叩たたいた。近い、体温がすぐそばにある、否いな、手を伸のばせば触ふれられるのだ……。


「ほんと、閉へい鎖さされた『大奥』に長くいると、常識を忘れちゃって困ります──実際、この大阪の町は初めてですし、迷子になりそうでしたよ」


　こちらを見あげて、えへ～☆　とだらしなく笑うと。


「ですから秀影さま、道案内──よろしくお願いしますね」


　もう我が慢まんできなかった。


　彼女が愛いとしすぎる。


「さくらちゃん……！」


　ぎゅうっと、秀影は手を伸ばし、ちからいっぱい彼女を抱だきよせた。壊こわれてしまいそうに華きや奢しやで、怖こわくて、ちからをゆるめる。さくらは驚おどろいたように目を見開き「あっ、いけません秀影さま──」と呻うめいたが、抵てい抗こうせずに、やがて自らも手をのばして抱ほう擁ようしてきた。


　お互たがいの鼓こ動どうが、混じりあう。


　彼女の吐と息いきが、胸むな元もとで熱を孕はらむ。


[image: ]


　周りの目も気にせずに、ふたりはそのまま、長い間動かなかった。
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「えへへ～☆」


　さくらは上じよう機き嫌げんだった。


　見たことのない笑え顔がおで、物もの珍めずらしそうに周りをきょろきょろ、子こ鹿じかのように飛び跳はねながら町歩きを楽しんでいた。


『大奥』で再会したころは強こわばった、重苦しい表情ばかりしていた彼女だから、そんな初めて会ったころの彼女を彷ほう彿ふつとさせる元気な姿は、秀影を安心させてくれた。


　彼女は、根本的なところで変わっていない。


　うつくしく咲さき誇ほこるような女の子だ。


　ともあれ、建前上の目的である引っ越しに必要なものの買いだしは午前中のうちに終わってしまい、郵送で『大奥』まで配達してもらうことに。


　そのため、手ぶらのまま午後は自由に遊興デートできる──という流れになったのだけど、どこで何をするのか決めるために、昼飯がてら秀影の行きつけの軽食店に入る。


「ごめんね～」


　秀影は『鴉』の服装のまま、ぼろっちい店内にさくらを案内する。あちこちに手書きのメニューが貼はりつけられているが、たまに日本語が間ま違ちがっている、いかにも怪あやしげな店だ。お昼時なのに他ほかに誰だれもおらず、薄うす暗ぐらくて、とてもお洒落しやれではない。


「俺たち『腐肉食堂ハゲタカ』の構成員がふつうのお店に入ると『あの店、やばいらしいよ』とか噂うわさになって迷めい惑わくかけちゃうから。ここは顔なじみでね、そういう遠えん慮りよをすると逆に包丁を振ふりまわして追いかけられたりする、人情味の溢あふれるお店なんだ」


　そのため、先ほどまでの買いだしでも店のそばまで案内し、実際の購こう入にゆう手続きはさくらがやる、という事態になった。憎にくまれ役の常とはいえ、『鴉』は寂さびしかった。


　比ひ較かく的に窓まど際ぎわで明るく、小こ綺ぎ麗れいな座席にさくらを導き、『鴉』は頭をさげる。


「お姫ひめ様の口にあうかはわからないし──ごめんね、どこか行きたいお店とかあったかもしれないけど……」


「あ、いえっ、そんなことは全然！」


　手をぶんぶん振って、さくら。


「お姫様といえども所しよ詮せんは没ぼつ落らくした家いえ柄がらですし──というか、それを言うなら将軍の跡あと継つぎである秀影さまのほうがっ。それにその、いいのです。目星はつけていましたけど予約していたわけではありませんし、こういうお店も初めてで興味深いですしっ」


　付ふ箋せんのいっぱいついた大阪城近辺の観光案内を背後に隠かくし、さくらは慌あわてる。どうも、真面目まじめな彼女はたっぷり予習してきたらしく、道を歩くときにも迷いはないどころかあちこちで「この石せき碑ひの由来は～」などと解説までしてくれて、むしろ秀影より詳くわしかったぐらいだ。


「たぶん行きたい場所がたくさんあると思うけど、そういうわけだから、俺といっしょに廻まわれる場所はかぎられてるよ。大阪から離はなれれば『腐肉食堂ハゲタカ』の悪名もさほど滲しん透とうしてないけど、遠出する時間はないしねぇ……」


『鴉』は店員さんにてきとうに注文したり、さくらと「さいぱん料理ですか……。わたしにはほとんど日本食に思えますが……」「凍てついた霧インセクト・ケージの濃のう度どが薄うすい長崎とかで交易があるみたい、ここの店長さんはずっと日本で暮らしてるみたいだし」とか会話しつつ。


「だから、どっか見たい場所があるなら、俺は外で待ってるからさくらちゃんだけで行ってきてもいいんだよ」


「まさか、そんな──とんでもない」


　さくらもたっぷり迷ってから注文し、微笑ほほえむ。


「いいのです、わたしの予定など。せっかく、ふたりきりなんですもの。どこで何をしていても──閉鎖された『大奥』で暮らす一万年よりも、この一時が幸せです」


　嬉うれしいことを言ってくれる彼女と「さくらちゃん……♪」「秀影さま……♪」とひしと手を握にぎりあって見つめあっていると、呆あきれたような顔の肉厚で色黒の店主が、どんっ、と無ぶ愛あい想そうに注文された料理を机に置いた。


「わっ、ありがとうございます」


　深々と生き真面目にお辞じ儀ぎをしているさくらに苦く笑しようしつつ（やっぱり、お姫様だ）、秀影は「？」と小首を傾かしげる。


「さくらちゃん、それで足りるの？」


「え、あのっ、いえ──」


　さくらの目の前の小皿には、『◎』のかたちをした揚あげ菓が子しが置かれている。


「わたし、能力に栄養を多く使うので大おお食ぐらいなほうだと思うのですけど。どおなつとは、斯か様ようにちいさいものなのですか。写真で見た印象と異なります」


　手のひらに載のりそうなおおきさなのだ。


「何だかんだでお菓か子し類は贅ぜい沢たく品ひんなんだよね、上質な糖分の生産＆加工方法はまだ大阪城が独どく占せんしてるし。地方のお姫様のなかには甘いもの食べたさに『大奥』に輿こし入いれする女の子までいるんだって？」


「さすがに、そんな理由はありえないと──あ、いえ、『銀狼』姐ねえさんとか見るかぎり確信はもてませんけど。そういえば『大奥』はやたら甘いものが多いなぁ……」


「さくらちゃん、それで足りる？　俺の塩らあめんを食べるかい？」


「らあめん、初めて見ます。どういった食べ物なのでしょう、好こう奇き心しんがあります」


　目を輝かがやかせるさくらに、秀影は割わり箸ばしで麵めんをつまみ、さくらの口元に運ぶ。


「これも外国からもたらされた料理らしい、小麦を練って塩しお辛からい汁しるにひたしたものだ」


「お蕎そ麦ばとはちがうのですか？　あの、食べさせていただくなんて子供みたいで──」


「誰も見てやしないさ。はい、あ～ん♪」


「は、はいっ、では失礼してっ」


　口をお上品に開いたさくらが、幸せそうに麵を口に運ぼうとした瞬しゆん間かんだった。


「あ、ちょっと待って」


　秀影が手元に箸はしを戻もどし、食べ損そこねたさくらが「がちっ」と歯を嚙かみあわせて痛そうに口元を押さえる。


「な、何てことを……恥はずかしいっ──」


「ごめん、熱いかなと思ってね。ふうふう、してからね」


　仮面をかぶっている秀影はできないので、さくらに「ふうふう」と息を吐はかせて、冷ましてからあらためて「あ～ん♪」してあげる。


「どうぞ」


「んもう、秀影さまったらいつも間が悪いです──いただきます、ちゅるりっ」


　文句を言いながらも、ようやく食べ物にありつけたさくらは、麵を静かにすすると、「おお!?」という顔をして口元を押さえた。


　しばし動かない。


「ど、どうしたの？」


　心配になって問うと、さくらは額に汗あせのつぶを浮うかべて。


「すごい、えっと──何というか、初めて食べる感じの、その、人工的なお味ですね？」


「合成調味料というものがあるんだ、誰だれがつくってもそれさえ添てん加かすれば同じ味になるという代しろ物ものでね？」


「舌がひりひりします」


　嫌いやがるというよりは物もの珍めずらしそうに、さくらは目を丸くしつつ。


「秀影さまも、どうぞわたしに構わず召めしあがってください──って、そういえば仮面をつけたままで、どうやって食べるんですか？」


「ここが開くんだ、ほら」


　頰ほおのあたりに手を添そえると、くちばしの部分が「ぱかっ、ぱかっ」と開閉する。素す顔がおが見えない程度に。


「あはは、可愛かわいらしいです」


「もっと追加で注文するかい、足りないだろう？」


「いいえ、朝食を多めにいただいてきたので大だい丈じよう夫ぶです。……大食いのはしたない女だと思われたくないですし」


　小声でつぶやいてから、天てん真しん爛らん漫まんに笑った。


「それに、わたしは秀影さまといるだけでお腹なかいっぱいです」


　手をとりあって、また「さくらちゃん……♪」「秀影さま……♪」とやり始めてしまったので、気づいたら麵がすっかり伸のびてしまっていたのだった。


　そこまでは、それなりに幸せな感じだったのだけど。
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　昼食を仲良く終えて、退店し町中へ。


　午後の大阪城界かい隈わいは、人ひと混ごみで溢あふれんばかりだった。道なりに並んだちいさな店のあちこちに人々が出入りし、語らい、物売りが大声で呼び子をしている。絹織物や外来品の大おお店だなの前に輿こしが乗りつけ、いかにも成金ふうの奥様たちがお供を鈴すずなりにしておなりになる。


　圧あつ倒とう的な人、人、人……の物量に、さくらは口をあんぐり開いて驚おどろいていた。


「おお──」


　警けい戒かいする子こ猫ねこのように、習性でかいつも刀をぶらさげている腰こしのあたりを手で引っ搔かきながら、周りをびくびくと眺ながめている。


「ずいぶんと、そのう、騒そう々ぞうしいのですね。今日はお祭りなのでしょうか……？」


「いつもこんなもんだよ、朝の通勤時とお昼時はね──いちおう、この国の首都だし。いろいろ便利だから買いだしにくるひとや観光客も多いんだ」


　秀影は手を伸ばし、さくらの指先を守るように覆おおった。


「はぐれないように気をつけてね」


「わっ」


　触ふれただけで、互たがいに電流が走ったようになる。


　真っ赤になるさくらに、秀影は慌あわてて。


「ご、ごめん、失礼な行こう為いだったかもしれない」


「いえ、……いいえ！」


　ぶんぶん首をふって、たいせつそうに、さくらは両手で秀影の指先を包む。


「秀影さまは、わたしを見つけてくれた。こうして、ともに歩いてくださいます。でも、いつも『大奥』の硝子壁シヨーケースに隔へだたれて、手も繫つなげもしなかった、寂さびしかったです。怖こわかった、秀影さまは『将軍様の所有物』になったわたしを軽けい蔑べつしているかもしれない、触れてもくれないかもしれない、って──」


「君が誰のものになろうとも、俺は必ず君を自分のものにする。たとえ父と争うことになっても、君の肉と体温は俺のものだ」


「心も、です。未来も……わたしの、さくらのすべて、あなたのものです」


　じっと見つめあい、通行人が邪じや魔まそうに仮面をつけた奇き妙みような男と珍めずらしい桜色の髪かみの少女を眺め、何かの見せ物かと注目し始めたので、さくらが気づいて慌てて移動を始める。


「と、とりあえずどこかへ向かいましょう秀影さま──たった一日だけなんです、今日このときの幸せを得るために、『銀狼』姐ねえさんや『水蛇』をどれだけ説得したことか……。えぇっとですね、こっちに日本最大級の植物園が──」


　手を繫いだまま、片手で何度も読み直したのだろう、擦すりきれた観光案内を握にぎりしめて歩きだそうとした、さくら。


「あ、さくらちゃん、前を見て歩かないと……」


　そう秀影が注意した、直後だった。


　人混みのなかにさくらが突とつ入にゆうしてしまい、繫いだ手のひらを中心に、ふたりの距きよ離りがおおきく開いた。長く腕うでが伸ばされ、強ごう引いんな人々の流れに引きちぎられそうになって、でも互いにしっかりと指を絡からめあって──。


　秀影の手のひらから、さくらの体重が消えた。


　見えたのは、ゆっくりと前方に倒たおれていく最愛の少女の姿だった。


「えっ……？」


　理解できないまま、秀影が呆ぼう然ぜんとするなか、さくらは顔面から地面にすっ転んだ。


「わぶっ!?」


　変な声をあげ「痛たた……」と起きあがろうとして、なぜか失敗し、再び転てん倒とう。不可思議な動きをしている彼女と、秀影は手を繫いだままだ。


　なのに、彼女は倒れた。つまり──。


　恐おそる恐る秀影が見ると、その手のひらに、根本から引っこ抜ぬけたさくらの革帯ベルトだらけの腕のみが残っていた。


「さ、さくらちゃん、腕が!?」


　慌てて呼びかけると、さくらが「え？」と驚いた顔をあげ、自分の右みぎ肩かたから先が消失しているのを知って、愕がく然ぜんとする。


　青ざめて、理解できない、という表情で彼女は震ふるえる。


　周りで「腕だ……」「きゃああ!?」「何、何かの事故!?」と騒さわぎが起きてきたので、秀影は腕を懐ふところのなかに抱かかえこみ、そっと外套マントを広げてさくらの姿を隠かくした。そのまま、彼女をかき抱いだくようにして、立ちあがらせると人ひと気けのないほうへ導く。


「そんな、取れるなんて……どうして、ありえない、何で──」


「さくらちゃん、落ちついて」


　ぶつぶつと譫うわ言ごとを漏もらし、悪夢から醒さめたみたいに涙なみだ目めになって俯うつむいているさくらを、秀影は励はげまそうとした。彼女は顔をあげ、ちいさな子供のように嗚お咽えつをあげると。


「う、うっ──腕ぐらい、腕ぐらいなくても。支障はありません、だから秀影さま……」


　その勇気を、あるいは自棄やけっぱちな開き直りを踏ふみにじるように、彼女の肉体がまた裏切った──今度は足だ、左足だった。


　根本から、これまでくっついて動いていたのが不思議なぐらい呆あつ気けなく、出血もなく左足が太ふと股ももから引っこ抜ける。さくらは反応できず、またも顔面から倒れそうになった。咄とつ嗟さに、秀影が抱だきとめる。


　彼女の体温と、あまりにもか細い身体からだが、儚はかない。


　壊こわれた人形みたいに、片手片足を失いながらも、さくらは残された左の指先で秀影の胸むな元もとを引っ搔かいた。歯がゆそうに。


「ちがいます、こんな──こんなことって、あっちゃいけないんです。だって、もしかしたら最後かもしれない、秀影さまとふたりきりの……。だから、だから秀影さま、植物園に参りましょう。帰りは夜景を、肩かたを寄せあって将来の話を──」


「さくらちゃん、無理に動いちゃだめだ」


　彼女を軽々と、いわゆるお姫ひめ様抱っこをして、腕と足もともに抱えこむ。


「手当てをしないと──何がどうなってるのかわからないけど、とりあえず俺んちにでも移動しよう。ここは目立ちすぎる、植物園はまた今度でいいじゃないか」


　また今度、という言葉に、さくらは悲痛な顔をする。


「やだ」


　吐はきだされたのは、赤ん坊ぼうみたいな拒きよ絶ぜつだった。


　ぶんぶん首をふり、いやいや、というように秀影の胸元に顔を擦りつける。懇こん願がんしてくる、気高いさくらが、恥はじも外聞もかなぐり捨てて。


「さくらちゃん、言うことを聞いて。今日はもう、無理だよ」


　さくらが心配でそう言ったのに、彼女は秀影の言葉を、死し刑けい宣告のように聞いていた。青ざめ、両目を涙でいっぱいにして、同じことを繰くりかえす。


「やぁぁだぁぁ……」


　駄だ々だをこねる。


「今日は、せっかくの──何年ぶりかもわからない、ふたりきりの時間です。もしかしたら、最後になる、二度と触ふれあえることのない……。お、おうっ、おうおうっ──何でですかぁ、何で腕が、足が、こんなときにっ、こんな手足、嫌いやです。酷ひどいです……」


「君の手足が不自由なのは、俺のせいだ」


　父、吉よし刳くるの奇き妙みような教育のせいで、彼女の両手両足は奪うばわれた。


　だから、怨うらまれるなら自分だと秀影は思う。彼女が泣くことはなかった。


「ごめんね、さくらちゃん」


　胸元に彼女をより強く抱きこみ、仮面越ごしに顔を寄せる。ちいさくて華きや奢しやな、お姫様。彼女は壊れそうな表情で、こちらを見あげている。


「ちがいます、謝らないで──あなたは悪くない、不ふ甲斐がいないのはわたし。楽しい一日になるはずでした、なのにこんな有様で……」


「俺は気にしちゃいない、いいから手当てをしよう、こんなのおかしい──君が心配だ」


「わた、わたしのせいで、こんな、わたしが普通の女の子だったら……」


　ふたりは愛しあっている。


　初はつ恋こいで、純愛で、心のなかには絆きずながある。


　けれど、無視し得ない重苦しい罪悪感が、いつだって、ふたりの恋こい路じに立ちふさがる。さくらが両手両足と故郷を奪われ、いまも血まみれで戦いつづけているのは秀影が彼女を愛したせいだ。さくらは、自身を『将軍様の所有物』に貶おとしめ、硝子壁シヨーケース越ごしにしか触れあえない己おのれの立場を醜みにくいものだと思いこんでいる、裏切りだと──。


　何のためらいもなく、ふたりが笑いあえる日は遠い。


　それを忘れ、互たがいに触れあえる喜びから、何もかも忘れたように遊興デートを楽しんでいたのに。呆気なくそれは終わり、歪ゆがみが、痛みがさくらの欠落した両手両足の根本から噴ふん出しゆつしているようだった。


「見ないで、ください──こんな、の」


　さくらが、涙でぐちゃぐちゃになった声で、呻うめいた。


「馬ば鹿かみたい、です。たっぷり、準備して。駆かけずり回って、特権を行使して、余よ暇かを得て。姐ねえさんや『水蛇』を説得して、おめかしして、昨晩はどきどきして眠ねむれなくて。なのに、何でこんな、こんな……」


　泣きじゃくる彼女に、かける言葉が見つからずに、秀影は立ち尽つくすしかなかったけど。


　そんなふたりに、伝わる声があった。


「もう、何してんの──気が抜ぬけるぐらい仲良しなのが、あんたらの長所でしょ？」


　驚おどろいて、秀影は周りを見回す。けれど、往来の人々は忙いそがしそうに行き交かうか、あるいは怪け訝げんそうにこちらを見ているだけ。


「こっち、こっち」


　視線を上に向けると、電信柱に横向きに立つ、奇妙な人ひと影かげを見つけた。


　ひっつめた髪かみと、看護師の制服。麗うるわしい顔がん貌ぼうを露あらわにした、それは『阿呆鳥』だ。彼女はぺたりぺたりと、重力を無視したように電信柱を歩いて降りてくると。


　動けぬふたりに、肩をすくめて。


「さっき、お遣つかいの途と中ちゆうであんたたちを見つけてさ──何かむかつくから妨ぼう害がいしてやろうかとも思ったんだけど、あたしが何かする必要もなさそうだね？」


「あなた……」


　さくらが驚いたように、かつて相対した宿敵の顔を凝ぎよう視しする。


　秀影は溜ため息いきをついて。


「『阿呆鳥』、治ち療りよう以外に能力は使っちゃだめって──」


「いいじゃん、近道ぐらい。この人ひと混ごみだしさぁ、上を歩いたほうが早いんだよ」


　どうでもいい会話をして、『阿呆鳥』は素す直なおに微笑ほほえんだ。


「あんたたち、うちの診しん療りよう所じよにきなよ。その義ぎ肢し、『水蛇』姐ねえさんがつくったやつでしょ──あのひとほどは巧うまくできないけど、同じ能力をもつあたしなら応急処置ぐらいできるから」
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「男は立ち入り禁止」


　と『阿呆鳥』に言われて、診療所の、治療のために用いられる一室の扉とびらが閉じられる。秀影は待合室に取り残され、ぽつねんと待った。


　かたわらには、『阿呆鳥』を預かってくれた『腐肉食堂ハゲタカ』も大恩のある町医者のおじいさんがいて、暇ひまそうに茶などをすすっている。近所にでかい病院があるので、この診療所はよっぽどの急きゆう患かんか、法ほう廷ていで裁く前に治療が必要な犯罪者などを診みることが多い。


『鴉』も何度かお世話になったことがあるし、顔のいまだ消えない火傷やけどの痕あとを治療するため、定期的に通っていてこの老医師とも面識がある。


「しばらく経たちますけど、どうですか──『阿呆鳥』は、ちゃんとやってます？」


　問うと、老医師は「ケッ」と可愛かわいくない反応をして。


「すげぇ役に立ってるよバカヤロォ、いきなり雇やとえとか言われたときはマジむかついたけど──やっぱ能力ってのはすげぇな、こっちが何十年もかけて身につけた技術でも不可能なことを、あっさりと実現しちまう。正直、助かってンよ」


　茶をすする。


「言動は軽いけど仕事ぶりは真面目まじめだしな、ふつうの看護師百人雇うよりよっぽどいいや──ほんとは医師免めん許きよがないから、こうして治療しちゃいけないんだが。俺にはできないことも、あいつにはできるし。働かなくていいなら楽でいいや」


　やる気なさそうだが、たぶん城下町ではいちばんの名医である。腕うでは確かだ、そんな彼が保証するのだから、『阿呆鳥』はうまくやっているのだろう。


　彼女をここに紹しよう介かいしてよかった、心配していた『水蛇』もきっと喜ぶ、と秀影は胸をなでおろす。


「つか、体液を薬に変化させる能力マジ便利。稀き少しような薬物も無料で生産してくれるし、大助かりなんだよ、おもに経営面で。あとお尻しりとかおっぱいとかムチムチだし、見てて楽しい。たまに『おぉっと、手が滑すべったぁ！』とか言って触さわったりできるし。うへへへへ」


「あんまり調子こいてると惨ざん殺さつされますよ」


　関ヶ原の合戦から四百年、すっかり平和ぼけした男たちとちがって、いまだ戦国の渦か中ちゆうにいる『大奥』の女たちは怖こわい。そこから身を退ひいたとはいえ、『阿呆鳥』はそんな修羅場でずっと生きのびてきたのだから。


　みたいな会話をしていると、奥の扉が開いた。


「お待たせ～」


　剽ひよう軽きんな声とともに、ちょっと疲つかれた顔をした『阿呆鳥』が顔を見せる。


「ほら、おいで」


　後ろを見て声をかけると、おずおずと、さくらが顔をだした。


「はい──」


　多少、動作がぎこちないが、手足はくっついたようである。不安そうに、また取れないかと肩かたや太ふと股ももを自ら触りながら、歩いてくる。


　秀影は駆かけ寄って抱だきしめたい衝しよう動どうにかられたが、それでまた手足が壊こわれたりしたら本ほん末まつ転てん倒とうすぎる。声をかけるだけに留とどめた。


「さくらちゃん、だいじょうぶ？」


「は、はい。だいぶいいです──激しい運動さえしなければ、たぶん」


　自信なげなさくらを一いち瞥べつし、『阿呆鳥』がぼやく。


「何かね～、腕も足も内部がぼろぼろで、白しろ蟻ありに食べられたみたいになってたんだよ。むしろ、よくあんなので動いてたなって感じ。念のため調べたけど、取れてなかったほうの手足も酷ひどくてさ、いちおう手当てしといたけど。あ、義肢じゃない肉体のほうはぜんぜん健康、この年代にしては胸がひらべったい以外は問題ないよ～」


「おおきなお世話です、成長期なんですっ」


　胸むな元もとを手で抱かかえて、さくらは真っ赤になる。


「でも、おかしいです──義肢は定期的に交こう換かんしていますし、直前に『水蛇』に検査してもらいました。そのときは問題なかったんですよ」


「う～ん、『水蛇』姐さんが診たなら間ま違ちがいないと思うんだけどなぁ……」


　同じ能力ながら治ち療りように特化した薬くす師しの『水蛇』を、妹分だった『阿呆鳥』は尊敬しているらしい、その腕を疑ってはいないようだ。


「原因は不明だけど、気をつけたほうがいいかも。今日はまだいいけど、これが試合中とかだったら悲ひ惨さんだよ。動けなくなってるうちに嬲なぶり殺しにされちゃうよ～？」


「ええ、帰ったらいちど『水蛇』に再検査をお願いしてみます」


「姐さんは元気？」


『阿呆鳥』が、べつに興味ないけど～、みたいな表情を取りつくろって尋たずねると。


　さくらは微笑む。


「ええ、しばらく落ちこんでいたんですけど。あなたが社会復帰したのを秀影さまから聞いてからは、だいぶ持ち直してきましたね。いまは、いつもどおりの『水蛇』ですよ」


「んもう、心配性しようだなぁ姐さんは。いつも冷静って顔してさ、意外とそういうとこ危なっかしいんだよなぁ──」


　つんと顔を背そむけて、でも面おも映はゆそうな『阿呆鳥』だ。


　そんな彼女を見て、さくらは──しみじみと。


「あなた、変わりましたね『阿呆鳥』さん」


「誰だれかさんたちのおかげでね」


　真面目な話が苦手なのか、舌をだすと、『阿呆鳥』は手をぴらぴらと振ふった。


「あたしのことは、どうでもいいんだよ──ほら、健全な若者たちは診しん療りよう所じよから出てった出てった。あたしの気が変わらないうちに、遊興デートでもなんでも楽しめばいいんだよ」


「ありがとう、恩に着ます」


　さくらは深々と頭をさげ、秀影が示した手のひらを握にぎりしめると、ふたり仲良く去っていった。振り向きもせず、彼女らの幸福のなかに。


「まったく、あたしもお人ひと好よしだね」


　残された『阿呆鳥』は、それなりに満足そうにつぶやくと。


「あ、そういえば──あの子はどうしてるのかな」


　仲良く町を遊び歩いている秀影とさくらを見たら、確実に一ひと悶もん着ちやく起こしそうな、ちいさくて喧やかましいお姫ひめ様のことを思いだした……。
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　その黒姫は、彼女の『大奥』での呼こ称しようである『腐死蝶ういるす』の格好──単眼の覆ふく面めん＋黒くろ装しよう束ぞくの正体不明の戦士──にて、気け怠だるげに突つっ立っていた。


　救いがあるとすれば、今日、敬愛する兄と恋こい敵がたきであるさくらが仲良く買い物なんぞをしているとはついぞ知らず、それなりに心が穏おだやかだったことだろうか。


　──これが終われば、また兄者上と会える。


　そう思えることが、唯ゆい一いつ、黒姫の心を支えていた。


　けれど、安あん穏のんとしてはいられない。


　なぜなら、今日の対戦相手は……。


【血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばん順位戦】


【主賓チヤンピオン／序列二位『赫竜』】


【来賓チヤレンジヤー／序列三位『腐死蝶』】


　悪夢のようなその文字列を、黒姫はじっと見み据すえる。


『大奥』に所属する姫たちは、定期的に試合をしなければいけない。だが上位者たちは下位のものからの挑ちよう戦せんを拒きよ否ひし、てきとうに必ず勝てそうな相手を指名して叩たたきつぶす～を繰くりかえしていれば、地位を守れてしまう。


　それゆえに、上位者同士の対戦は──極きわめて異例のことである。


　だが注目度はさして高くない。なぜなら、序列二位『赫竜』はこれまで序列三位になったものを指名し、必ず焼き殺しつづけていたからだ。


　それゆえ、これまで序列三位は地獄の第三位と呼ばれ、その座に就つこうとするものはしばらく現れなかった。


　今回もまた、哀あわれな被ひ害がい者しやがひとりでるだけ……。


「オ待タセ」


　試合場──悪あく趣しゆ味みなことに学校の教室を模された死し聴ちよう覚かく室の扉とびらが開き、『赫竜』が姿を見せる。今日も怪かい談だんじみた真しん紅くの外套マントと、魔ま女じよの尖とがり帽ぼう子し。


　異人ゆえにか、かなり背が高く、威い圧あつ感かんがある。


　彼女の能力は破は壊かい力が高いため、観客を守る硝子壁シヨーケースを易やす々やすと貫かん通つうして被ひ害がいをもたらすこともある。そのため、物好きな数人以外はこの試合を見ることもなく、静かなものだ。


「ア～ァ、面めん倒どうネ──マァ、退たい屈くつシノギニナレバイイ・ケドォ」


　圧あつ倒とう的な暴力の気配を漂ただよわせながら、真っ赤な魔女は微笑ほほえんだ。


「ワカッテルト思ウケド、コレハアンタノ訓練──アンタハ能力ヲ完全ニ活用デキテナイ・ワァ。『大奥』最強ノ姉様ノ娘むすめ、ソノ血統ガアルカラニハ、アンタハ強クナレル。ウウン、強クナラナキャ駄だ目め。姉様ノ娘、最強ノ娘トシテノ、ソレハ義務ヨォ」


　勝手な論ろん旨しを押しつけて、『赫竜』は首くび斬きりの仕草をする。


「デモマァ訓練トハイエ、アンタハ全力デヤリナ──アタシ、手加減ガ苦手ナノ・ヨォ。本気デヤラナイト死ンジャウ・ゾォ？　アタシノ寝ね首くびヲ搔クツモリデ、本気デカカッテキナサイ、マァドッチガ死ンデモ事故ッテコトデ処理サレルミタイダカラ・サァ？」


　その言葉に、黒姫はもちろん安心などしない──むしろ絶望的な気分だ。


　気まぐれで、とても理性的とはいえない『赫竜』は、それこそ些さ細さいな理由でもって黒姫を惨ざん殺さつするだろう。命いのち懸がけだ、獅し子しが我が子を千せん尋じんの谷に放ほうり捨てるような、これはあの悪意に満ちた母親の教育なのだ。


　黒姫と『赫竜』の序列の差は、たった一位ぶんだが。本来の黒姫は序列七位であり、ある特例から三位になっているだけで、『赫竜』との実力の差は埋うめがたい。


　破壊力だけなら『大奥』最強と謳うたわれる、大量破壊兵器のような女──『赫竜』は、黒姫から見ると歩いて喋しやべるだけの災害だった。


「マズハ、防ぼう御ぎよニ徹てつシナサイ。アンタノ実力、試シテアゲル」


　血の気を失っている黒姫とは対照的に、のほほんとした様子で、『赫竜』が片手をあげる。その指先をぐっと握りこみ、毒々しい装そう飾しよくで覆おおわれた爪つめで手のひらを傷つける。


　血の玉が浮うかび、瞬しゆん時じに引火──。


「呆ボウットシテタラ、焼ケ死ヌ・ゾォ？」


　猛もう火かが、黒姫を目がけて噴ふん出しゆつしてくる。死聴覚室の半分を埋め尽つくすほどの火か炎えん量だ、黒姫は咄とつ嗟さに振ふり袖そでから影かげ絵えのように真っ黒な両りよう腕うでをだした。


　そのまま指先が、腕うでが、肩かたの付け根までがぐにゃりと融ゆう解かいして──広がる。それは盾たてのように黒姫の前面に立ちふさがり、『赫竜』の灼しやく熱ねつを遮さえぎった。


「ワンストライク！　ツーストライク！　スリーストライク──バッターアウト！」


　つづけざまに、今度は火の玉が黒姫の盾をぶん殴なぐってくる。激しい衝しよう撃げきに盾に罅ひびが入り、砕くだけ散った。黒い破は片へんが消し炭のようにふわふわと宙を舞まう。


「──ム!?」


　目を見開いたのは『赫竜』だ。黒姫の姿がない。まさか焼き尽くしてしまったかと、「ぺろっ」と舌をだしてちょっと反省。その足あし下もとが膨ふくれあがった。


「ううううあああああああ!!」


　床ゆかをぶち破り、恐きよう怖ふを咆ほう哮こうにかえて黒姫が突とつ貫かんする。その前方を取り巻く黒い何かは円えん錐すい状に変形しており、それを高速回転させることで掘くつ削さく機とし、床の下を移動したのだ。


「攻こう撃げきは最大の防御じゃ、おばさま!!」


「イイ・ワァ、スゴクイイ！」


　大爆ばく発はつ。


『赫竜』は避よけようともせず、抉えぐりこんでくる黒姫に向けて火炎のかたまりを放った。直ちよく撃げきし、黒姫が吹ふっ飛ぶ。同時に爆ばく風ふうで『赫竜』自身も宙に舞いあがり、外套マントをぶわりと広げて滞たい空くうする。攻撃は最大の防御、を実じつ践せんしたのは『赫竜』だった。
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「今ノハトテモ良カッタ・ワァ、姪チャンハニー！　今度ハ、モウチョイ強メニイク・ワヨォ!?」


　火炎が凝ぎよう縮しゆくされ、一本の槍やり状になる。


　それを、『赫竜』は獰どう猛もうな勢いでぶん投げた。


「我が神・我が神・どうして私を見捨てなさったのですか（EloiEloi lama sabachthani）！」


　聖者を貫つらぬく処しよ刑けい道具のように、炎ほのおの槍が黒姫に迫せまる。一方、黒姫はようやく立ちあがりかけたところで、迫りくる恐おそろしい攻撃に咄嗟に盾を展開した。


　呆あつ気けなく貫通される。


「うっ──あぁうっ!?」


　何とか身をかがめて直撃は避けたが、炎の槍がまきちらす衝撃で黒姫は床をごろごろ転がった。下位の相手には指先すらも触ふれさせなかった黒姫の、豪ごう華かな振り袖は乱れ、覆ふく面めんも擦すりきれ破れて素す顔がおが覗のぞいている。


　涙なみだすら浮かべている黒姫に、『赫竜』は溜ため息いきをつきながら。


「オットット、ウッカリ殺シチャウトコロダッタ──マダマダ、強度モ柔じゆう軟なん性モ、姉様トハ比ベモノニナラナイ・ワネェ。ソレジャ、コノ『大奥』ヲ勝チ抜ぬイチャイケナイ・ヨォ？」


「く、黒は、黒はべつに戦いたくなど……」


　弱音を吐はいた黒姫に、瞬時に、目にも留まらぬ速度で『赫竜』が接近していた。両目を見開き、血走った三白眼で黒姫を睨にらみつけ、そのお腹なかを蹴けりあげる。


「ぎゃっ!?」


　悲鳴をあげ、真上に浮かんだ黒姫を宙で「むんず」とつまみあげ、『赫竜』は凄すごんだ。


「オイHey、甘エンジャナイ・ワヨォ──アンタハ、戦イ、殺シ、強クナラナクチャイケナイ・ノォ。アンタハ、最強ノ姉様ノ、ソノ全テヲ受ケ継つグ器うつわナンダカラ」


「あ、あの女──」


　呻うめいて、『赫竜』の眼力が恐ろしくて、黒姫は言い直す。


「お母まあさまが、何を企たくらんでるのかはわからぬ。何でこんなことをするのか、ちっとも、わからぬっ。理解できぬ、黒は、黒はもうたくさんじゃっ」


　涙を零こぼし「助けて、兄者上ぇ……」と泣きはじめた黒姫に、『赫竜』は舌打ちする。


「姉様ガ何ヲ考エテルカナンテ、アタシニモ理解不能・ヨォ──アタシハ、姉様ノ命令ドオリニアンタヲ鍛きたエルダケ。ツイデニ将軍御ご前ぜん試合デ『銀狼』トソノ一味ヲ皆みな殺ごろシニスル」


　舌なめずりをして、性的快感をおぼえているみたいに、肩を震ふるわせると。


「楽シミ・ネェ、『銀狼』、『百手姫』、『水蛇』──ドイツモ高位ノ、アルイハ熟練サレタ精せい鋭えいタチ。ドウイウ順番デ、方法デ焼キ殺シテイクカ、想像スルダケデ胸ガ熱クナル・ワァ」


　独り言みたいに。


「ホントニ、退たい屈くつシテタノヨ。ダカラネ、最近ハ機き嫌げんガイイ・ノォ。モシカシタラ、『銀狼』ヲ狙エバソノ母親ノ『金獅子』モ出テクルカモシレナイ。姉様ガ唯ゆい一いつ、手出シガデキナイデイル女──アイツヲ倒たおセバ、姉様ハタクサン褒ほメテクレル・カシラァ？」


「お、おばさまは、なぜそこまでお母まあさまに尽くせるのじゃ？」


　母である『絲妃』と『赫竜』には血の繫つながりがないようだが、姉妹の結束は強固である。黒姫も、腹はら違ちがいの兄を敬愛しているのだから、むしろ共感はできるけど。


　あの『絲妃』は、人間的に尊敬できるところがまったくない、暴君である。


　なぜ、そんな彼女についていける？　愛してすらいられる？


「どうしてWhy？」


『赫竜』はきょとんとした。


「考エタコトモナイワ──アノネ、姉様ハ安心ナノ」


　陶とう酔すいするように、幼い少女みたいに。


「コノ国ガ、ウウン惑わく星せいガドウナロウト、姉様ハイツダッテ最強──揺ゆルギナイ、絶対悪。アタシハ、ソンナ姉様ヲ照ラス灯あかリニナルノ、ソレダケデイイノ……姉様ニ逆ラウ飛ンデ火ニ入ル夏ノ虫ドモハ、ダカラ、アタシガ残ラズ焼キ尽クスノ・ヨォ？」


　太陽を一心に見つめる向日葵ひまわりみたいな、満面の笑え顔がおで。


「ワカラナイデショ、凍てついた霧インセクト・ケージデ永久ニ鎖さ国こくサレタコノ日本デ──アタシノヨウナ異人ガドンナフウニ生キテルカ、所しよ詮せんハオ姫様デシカナイアンタニワカル？　泥どろト悪意シカナイ祖国デ、沈ちん没ぼつシタ貿易船デ、長崎ノ出島デ、見セ物小屋デ、姉様ニ出会ウマデノアタシガドンナ生活ヲシテイタカワカル？」


「あのひとは、お母まあさまは──」


　黒姫は、何だか切なくなって、呻くように。


「あなたを、愛してなどおらぬ。便利そうだから、拾っただけじゃ。利用されておるだけじゃ、あなたの気持ちも何もかも……」


「ワカッテル」


『赫竜』は真しん摯しにつぶやいた。


「アタシモ、モウ姉様ニ出会ッタコロノ子供ジャナイ。姉様ノ心ノ奥ニアルモノガ、誰だれモ触ふレラレナイ腐ッタ闇やみダッテワカッテル、ダケドネ──」


　自分の意思で、己おのれの人生を選せん択たくした、おとなの表情だった。


「誰モガ鼻ヲツマンデ目ヲ背ケルヨウナ虫ケラダッタアタシヲ、見イダシテクレタノハ、抱だキシメテクレタノハ姉様ダケナノ。ダカラ、世界中ノ誰モガアノヒトノコトヲ憎にくンデモ、アタシダケハ姉様ヲ愛シテル」


　確固とした口調で断言すると、似合わないことを言った、みたいに俯うつむいて。


「無む駄だ話ガデキルホド元気ナラ、訓練ヲツヅケルワヨォ──」


　黒姫を死し聴ちよう覚かく室のはじっこまで投げ飛ばし、『赫竜』が全身に炎ほのおの渦うずをまとわせる。


「災いがきた・災いがきた・力強き都バビロンよ（Woe! Woe O great city O Babylon city of power）！」


　地じ獄ごくの業ごう火かが迫せまるなか、黒姫は歯を嚙かみしめて、奮起し立ちあがる。


『赫竜』が姉へ命いのち懸がけの忠誠を誓ちかったように、黒姫も、捨て去れぬ想おもいがあるのだ。


　いびつな女と、打ちのめされた少女は、煉れん獄ごくのなかで踊おどりつづける。




　第三幕　聖母金獅子　らいおんきんぐだむ
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　むかし、恋こいをしていた。


　現代でこそ『大奥』最悪の暴君として振ふる舞まっている序列一位『絲妃』にも、触ふれるものすべてに傷つけられ、蹲うずくまって暮らしている少女時代があったのだ。そのころの『大奥』はいまほど血なまぐさくはなく、全国から集められた選えりすぐりのお姫ひめ様たちの宝物庫、純じゆん粋すいな後宮ハーレムとして機能していた。


　今と同じく賊ぞくに辱はずかしめを受けたとき、自決するために刃やいばの所持がゆるされていたが、持ち歩くものはおらず──ちいさな匕あい首くちなどをそっと枕まくら元もとに忍しのばせている程度だった。


　人数もいまほど大規模ではなく、せいぜい数百人といったところだっただろうか。広い敷しき地ちを持て余すようにしながら、少女たちは肩かたを寄せあい、同じ屋や敷しきで寝ね泊とまりし、同じ校舎で礼れい儀ぎ作法を学んでいた。


「うう……」


　当時、十代だった『絲妃』は、どこか陰かげがあるものの可愛かわいらしい少女だった。


　後に『金獅子』との戦せん闘とうによって失う片目もこのころはまだあって、つぶらな双そう眸ぼうに涙なみだをいっぱい溜ためて、現代の黒姫と同じように袖そでを縫ぬいとめた和服姿で歩いている。髪かみの毛は複眼のようなおおきなお団子にし、蜘蛛くもの巣をかたどった簪かんざしを挿さしている。


　見た目の年ねん齢れいは、ほとんど成長がない現代とまったく変わらないが、仕草は自信なげで──よろよろしており、危なっかしい。


「重い……」


『絲妃』はその両りよう袖そでに隠かくれた手のひらに、たくさんの寝具リネン類を積み重ね、運んでいた。下働きのものすら立ち入れない『大奥』では、身の回りのことはおもに自分たちでやらねばならず、『絲妃』は心ない他ほかのお姫様たちに仕事を押しつけられていた。


　現代でこそ世話役の少女を同どう伴はんし生活の一いつ切さいの面めん倒どうを見てもらうのが当たり前になったが──当時はほんとうにお姫様しかおらず、甘やかされて育った『絲妃』には何をどうしていいかわからず、失敗つづきだった。


　嫌いやだった、何もできない自分が。


　荷物を運ぶだけの単純労働すら、満足にこなせない、不自由な両りよう腕うでが。


「も、もう、あかん……」


　どれだけ矯きよう正せいしようとしても、ちっとも消えない訛なまりが。


　ひょい、と歩いている『絲妃』を、誰かが足で引っかけた。寝具リネン類で前が見えていなかった『絲妃』は避よけることもできず「ひう!?」と悲鳴をあげて前方に転んだ。


　運悪く（むしろ、意地悪をした誰だれかはそこまで計算していたのだろう）、『絲妃』は転んだ拍ひよう子しに縁えん側がわから庭に落下し、寝具リネン類ごと池のなかへと水すい没ぼつした。


「ふあっ、うあああっ」


　溺おぼれそうになりながら、必死の思いで這はいあがってきた『絲妃』を、豪ごう華か絢けん爛らんな衣い装しようをまとった他のお姫様が何人か、にやにや笑いながら眺ながめていた。


「あら、だいじょうぶ──『絲妃』さん？」


「だめじゃない、寝具リネン類を台無しにしちゃって。ほんと、何もできないのね」


「糸を織るしか能のない、蜘蛛みたいな女！」


「出て行けよ、『大奥』から。あんたみたいなの、目め障ざわりなんだよ」


　浴びせられる理り不ふ尽じんな悪意と罵ば倒とうに、『絲妃』は反論ひとつ口にできない。じっと唇くちびるを嚙みしめ、ずぶ濡ぬれのまま、涙を零こぼすことしかできない。


『大奥』では、将軍様のご寵ちよう愛あいを受けるために、苛か烈れつな生存競争が行われている。


　単純な殺しあいを伴ともなっていないだけで、それは現代と何も変わらなかった。


「何を泣いてんの、あたしらが苛いじめてるみたいじゃん」


「オエッ、気持ち悪い──じめじめした女！」


「死ねよ、匕首ぐらいもってるんでしょ？　切腹とかして死んじゃえばぁ？」


　あははははは、と響ひびく笑い声のなか。





「──何をしているっ!!」





　すべてを照らしあげる陽光のように、鮮せん烈れつな声が響いた。


　お姫様たちがびくりとして、互たがいに肩を寄せあい、ひとつの方向を見た。『絲妃』も、つづけてそちらへ視線を向ける。


　そこに、きらきらと輝かがやく少女がいた。


　比ひ喩ゆではなく光っている。黄金きん色の『大奥』の制服をまとった、『絲妃』よりもわずかに年上というぐらいの、つまり十代前半の少女である。同性でも見とれるような美び貌ぼうには、前向きなうつくしさが宿っている。


　黄金色の髪の毛は頭の横で結ゆわえられ、同年代のものに比べてたいそう立派な身体からだつきは、神様から愛されている証明のようだった。


　聖女、天使、そんな言葉が浮うかぶ、後光が差すような──彼女の名前は『金獅子』。


　腰こしに手を当て仁に王おう立だちしている彼女に寄り添そい、不安そうな顔をしていたのは、当時から将軍だった──豊臣吉刳だった。


　今でこそ異形じみた面めん貌ぼうの彼だが、かつてはまるで少女のような、白はく皙せきの美少年だった。やや気弱そうだが優やさしそうな雰ふん囲い気きで、豪ごう放ほう磊らい落らくな『金獅子』を愛し、彼女の行動を微笑ほほえみながら見守っている、おとなしい征せい夷い大たい将しよう軍ぐんだった。


『金獅子』は彼からの寵愛を一身に受けている、正妻であり、最愛の恋こい人びとであり、いちばんの友達だった。彼女は当時、『大奥』の頂点で燦さん然ぜんと輝く太陽だった。


　日ひ陰かげの女だった、『絲妃』との接点があるわけもなかった。


「おい、おまえら」


『金獅子』はずかずか大おお股またで歩いてくると、青ざめ、震ふるえているお姫ひめ様たちを真っ直すぐに見つめた。同じ『大奥』の生徒とはいえ、序列がちがえば単純に幕府から与あたえられる位階も異なってくる、身分がちがう。怯おびえ、ひれ伏ふしているものまでいる。


「元気が有り余ってるみたいだな、なら──この台無しになった寝具リネン類を洗せん濯たくしろ」


　水みず飛沫しぶきがあがり、池に落下したはずの寝具リネン類が、いつのまにか『金獅子』が手にしていた獅子球つきの鎖くさりに引きずりあげられていた。それらがお姫様たちの前に投げだされ、汚お水すいを浴びまいと、彼女らは一歩後ずさる。


「あの、わたしたちはその──」


　必死で言い訳しようとする彼女らに、『金獅子』は何だか疲つかれたような顔をすると。


「いいから、もう行け──つまらんから、こういうことは二度とするな。洗濯をしろ、うん、とても気持ちがいいぞ。くだらんものを吉く……将軍さまに見せるな」


「は、はいぃっ！」「申し訳ありません『金獅子』さま！」


　脱だつ兎とのごとく、お姫様たちは寝具リネン類をそれぞれ抱かかえると、あっという間に逃にげ去っていった。『金獅子』は溜ため息いきをつくと、気合いをいれなおすように「わはははは」と笑った。


　そして、あっという間にこの場をおさめてしまった『金獅子』に、曰いわく形容しがたい視線を向けていた『絲妃』に手を差しのべて。


「だいじょうぶか？」


　立ちあがらせてくれる。


　自分のような醜みにくい日陰の女に、彼女が触ふれてくれる。


　それどころか──。


「酷ひどいことをするやつらだな──気にするな、『大奥』ではよくあること……」


『金獅子』が、そっと『絲妃』を抱だきよせてくれる。


「……！……!?」


　いじめられていたのが恥はずかしくて、声もだせなかった『絲妃』は、手足をばたつかせて動どう揺ようする。『金獅子』の熱い体温……。ふんわりした、お日様の匂におい……！


「きっ、きんっ、『金獅子』しゃまっ!?」


　舌を嚙かみそうになりながら、『絲妃』が慌あわてていると。


「うん、これでいい」


　微笑んで、『金獅子』が離はなれる。「あ……」と名残なごり惜おしくて指で宙を搔かいた『絲妃』は、同時に目を見開いて驚おどろく。全身ずぶ濡ぬれだったはずなのに、服も肌はだも乾かわいていた。汚よごれのひとつも残っていない。


　代わりに、『金獅子』がびしょびしょに濡れそぼっていた。


　意味がわからない。


「これ、は──？」


「私の能力だ、この程度のことしかできん」


　自じ嘲ちようするようにつぶやくと、彼女は肩かたをすくめて、『絲妃』を真っ直ぐ覗のぞきこむ。


「けれど、おまえの能力は──無限の可能性を秘ひめている、とても強力なものだ。そのちからで、どうかこの国を守ってくれ、おまえは日陰の女なんかじゃあない」


　濡れたくちびるで、こちらのおでこに、ちょこんとくちづけをして。


「『絲妃』──おまえはとっても、きれいだよ」


　片目を瞑つぶり、にっこり笑って、将軍もそんな彼女を優しく見守っている。誇ほこらしそうに。


　彼女は、この国の正妻。光り輝く、『大奥』の聖女。


　彼らは寄り添い、去っていく。その背中を、『絲妃』はじっと見み据すえていた。


　みじめだった。


　彼女に比べて、自分は何だ。いじめられ、抵てい抗こうもできず、あっさり助けられ──期待までされた。さらには、きれいだなんて……。


　何よりも。


「う、うう──ううう！」


『絲妃』という、自分のつまらない名前を『金獅子』が覚えてくれていた、それを嬉うれしくすら思っているのが……！
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　現代。


「うふふふふふふ」


　さくらが気持ち悪かった。


　満面の笑え顔がおで、頰ほおに手を当て「いやんいやん」みたいにしながら、虚こ空くうに向かって延々とお惚のろ気けを振ふりまいている。


「それからですね、秀影さまったら気を遣つかって人力車を借りてくれて、わたしを座席にのせて自分で引っぱって大阪中を案内してくれたんですよ～♪　通つう天てん閣かくにのぼるときは抱だっこしてくれて、周りのみんなが見てくるのも気にしないで──空気読めない秀影さまっ、ほんとにお姫様扱あつかいで、うふふふ、うふふふふふ♪♪」


「…………」「…………」


　朝から何百回も同じような話を繰くりかえし聞かされているので、いいかげん『銀狼』も『水蛇』も無視していた。正直、すごくどうでもいい。


　場所は大奥女学院の中央、『大奥』の敷しき地ち内ならどこからでも見えるようなひときわ高い時計台の天てつ辺ぺんである。正確にいえば最上階の展望台で、『大奥』に初めてきたお姫ひめ様などはここに登って大喜びするものだが、慣れてくると階段でここまであがってくるのが大変でふつう誰だれも近寄らない。


『大奥』は大阪城の後方、切り立った巨きよ大だいな要害を背景にして秘ひ匿とくされるように存在しており、周囲はぐるりと巨大な塀へいで囲まれている。それでも閉へい塞そく感かんがあまりないのは、透とう明めいな天てん井じようで太陽が見えているおかげか。


　とはいえ、閉へい鎖さされた環かん境きようであることは間ま違ちがいなく、夏も近づき徐じよ々じよに蒸むし暑くなってきている。本格的に暑くなってくれば冷れい房ぼうが入るのだが──。


　ちなみに『銀狼長屋』の三人娘むすめは、さくらが請うけおってくれた買いだしのおかげで引っ越こしの準備も完かん了りようし、あとは本人たちが移動するだけ──という段である。


　すでに大荷物は郵送しており、貴重品が詰つまった鞄かばんを手荷物として提さげている。


　いまは集合場所に指定されたこの時計台で、引っ越し先の家主（今回は、人様の居住区に住み処かを借りる、いわば賃ちん貸たい契けい約やくである）が迎むかえにくるのを待っている。


　その家主は『ライオンキングダム』の盟主、『銀狼』の母である『金獅子』なのだが、ぜんぜん姿を見せないので待ちぼうけ──。


「まぁ、元気そうで何よりだわ」


　棒読みでつぶやくと、『水蛇』がぼんやり景色を眺ながめながら。


「でも浮うかれすぎよ、『百手姫』。これから、あたしたちはこの国に革命クーデターを起こす──生半可なことじゃない、四百年つづいた時代を終わらせなくちゃいけないのよ？」


「わかってます」


　そのために、さくらは他ほかのふたりを説得し、『大奥』から外出するという無む茶ちやを押しとおして秀影と会ったのだ。これから、さくらたちはかつて経験したことのない過か酷こくな戦いに向かう。だから、最後の思い出づくり──になるかもしれないから。


「もう二度と失わないために、あのひととまた笑顔で会うために、わたしは負けません」


「その意気よ、うん」


「手足の理由がわからない不調は、すこし心配なのですけど」


　指先を握にぎりこみ、さくらは動作を確かく認にんする。今のところ違い和わ感かんなどはないが──遊興デートの最中に手足がもげて、倒たおれてしまったのは記き憶おくに新しい。


『阿呆鳥』のおかげでその後は問題なく動いたのだが、いちおう『水蛇』にも手当てと検査を頼たのんだ。だが今のところ、なぜあんな事態になったのかは不明のままだ。


「ごめんね」


「え、あ──いいんですよ、『水蛇』のせいじゃありません」


　薬くす師しとして面めん目ぼくないのか、項うな垂だれている『水蛇』に、さくらは焦あせって言い添そえた。


「怪あやしいのはあのときですよね、身しん体たい検査のとき──あのときは手足が革帯ベルトに守られていませんでしたし、あの刺し客かくとか、あるいは『金獅子』とかに何か仕込まれたのかも」


「おかあさま　は　…」


　眠ねむってるように静かにしていた『銀狼』が、ぽつりと。


「そのような　ひれつな　まね　は　せぬ」


「まぁ、たしかに──そんな性質タイプじゃありませんね」


　直情径行を絵に描かいたような『金獅子』を思いだしたが、さくらは疑いを消せない。


「だとしたら、いったい何者が？　どうやって？」


「まぁ、せいぜい気をつけることね──手足に爆ばく弾だん抱かかえてるんじゃ、こっちも危なっかしくてあんたを使えないんだから」


「ええ、注意して行動しますよ」


「本当にわかってんの？」


「ど、どうしたんですか『水蛇』？　今日はなんだか……」


　うまく言えなくて、でも何だか嫌いやで、さくらは『水蛇』を──頼たよれる仲間を見る。


　はっとして、『水蛇』は苦笑いすると。


「いや、ごめんね──延々と恋こいバナ聞かされてさ、ちょっと苛いらついてたみたい」


　ぺろっと長い舌をだして、彼女は。


「いいなぁ、あんたは──あたしも恋とかしてみたいわ」


「『水蛇』は、故郷に良いひとなどはいなかったのですか？」


『大奥』はあくまでも女学院だし、すべてのお姫様は建前上、将軍様の所有物なので──出入りする業者や出資者スポンサーも必要以上に近づいてはこない、お手つきがばれたら打ち首だ。


　だから、恋も知らない箱はこ入いり娘たちは、そのまま将軍様のもとに産地直送されてくる。


「あたしの故郷はド田舎いなかだしね、あたし兄弟多かったのよ──ちびの弟に妹のお世話でそれどころじゃなかったわ」


『水蛇』は遠い目をして語る。彼女がわりと世話焼きなのは、そんな生おい立ちだからか。


「あたしんちの能力ってわりと便利でさ、破は壊かい力はないから『大奥』じゃあ勝ち進められないけど、生活に役に立つわけよ。稀き少しような薬液や液状金属の産出、工業用水、その他もろもろを生産できる、この国の産業になくてはならないちからなの」


　能力は土地と血統に因よる、便利な能力をもつ家いえ柄がらは子供をたくさんつくり、彼らを産業の主しゆ軸じくにおいて国を発展させる。


　さくらも、故郷では植物操作の能力を第一次産業、つまり農業にあてて働いていた。


「でも体液操作の能力は、いちどの行使に限界がある。あくまで体液でしかないから、身体の容量以上には生産できない。だから数を増やすわけよ、おかげで誰だれが誰だかわかんないぐらいの大家族でさ」


　三つ編みをしごきながら、『水蛇』は懐なつかしそうに。


「でも、あたしはそんなふうに家族の世話をして、一生、ただ体液を搾しぼられるだけの生活に我が慢まんができなかった──んで、両親説得して『大奥』にきたの。また故郷に戻もどされたらたまんないから、地道にやってるけどさ、戦せん闘とうに特化した能力じゃないから汲きゆう々きゆうとして色いろ恋こい沙ざ汰たどころじゃないってわけよ」


「ふふ、だいじょうぶです。いつか『水蛇』もすてきな恋ができますよ♪」


「うわ、何かむかつく──調子こきすぎよ『百手姫』、いいけどさ……」


　鬱うつ陶とうしそうに手を振ふって、『水蛇』はかたわらの『銀狼』を横目で見る。


「それより、迎むかえってのはまだこないの？」


「しらん　ここで　まて　と　いわれた　のみ」


『銀狼』はいつもどおり泰たい然ぜんとしているが、さくらは不安そうに四本の刀を指でなぞっている。『金獅子』には刺客を押しつけられたりしたし、あまり良い印象をもっていない。


「騙だまされてるんじゃありませんか、気がついたら周りに『ライオンキングダム』の刺客が山盛り、なんて御ご免めんですよ。『金獅子』ひとりでも手に余るのに、その部下たちも高位の序列をもつ、けして侮あなどれない強つわ者ものだらけですし」


「おかあさま　は」


『銀狼』は揺ゆるぎなく、母に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているみたいだ。


「だまし　うち　など　せぬ」


「本人じゃなくても、『ライオンキングダム』と『銀狼長屋』の同盟に反対する彼女の部下とかがいるかもしれませんよ──そいつらが暴走して襲おそってきたらどうします？　だいたい、わたしあの『金獅子』ってひと胡う散さん臭くさくて信用できないんですよね……」


「さくら　おかあさま　が　きらい　か？」


『銀狼』が哀かなしそうに見つめてくる。うるうると、両目が潤うるんでいる。


「おかあさま　は　すばらしい　おひと　で　ござる」


「いや、好き嫌きらいとかじゃなくてですね──わたしあのひとのことよく知りませんし、同盟を結べたとはいえ完全に仲間とは思えませんし、だからその……あぁもう、『銀狼』姐ねえさんそんなうるうるした目で見つめないで！　すごく罪悪感が!?」


「──ふたりとも！　あれ見て、何かくるわよ!?」


『水蛇』の声で、さくらは可愛かわいらしい師し匠しようを「ぎゅうっ♪」と抱だきしめて良い子良い子するのをやめて、はっと顔をあげる。


　見ると、展望台の窓の向こう、悠ゆう久きゆうの空を貫つらぬいて何かがこちらに飛来してくる。弾だん丸がんだろうか──否いな、それは獅し子しの頭を模した、見み間ま違ちがいようがない『金獅子』の武器たる奇き妙みような鉄球だった。


　合計で三本、鎖くさりつきの鉄球が迫せまってくる。ものすごい速度だ。


「あれは『金獅子』の──攻こう撃げき!?　やっぱり闘やるつもりですか!?」


　思わず刀を抜ぬきかけたさくらを、『銀狼』が制した。


「かまえるな　さくら　あれは　こうげき　ではない」


　瞬しゆん間かん、鉄球は不自然に展望台の硝子ガラスを貫かん通つうし、何の抵てい抗こうもなくさくらと『水蛇』の身体からだに絡からみついた。『銀狼』ひとりのみが鉄球を避よけて、その鎖をがっしり握にぎりしめる。


「なっ、動けなっ──うひゃっ!?」


　鎖はすぐに引きあげられ、猛もう烈れつに飛来してきたほうへ向けて戻っていく。釣つり竿ざおじみていた。三人そろってあっさり硝子を貫通し、宙へ放ほうりだされる。


「な、何なのよもうっ!?」


　さくらとちがって引っかかる部分が多い身体つきをした『水蛇』は、苦しそうに身をよじっているが、『銀狼』が静かに諫いさめる。


「あばれるな　『みずち』　おちたら　いたいぞ」


「いや『痛い』で済むのはあんただけだから！　あたしは死ぬから！」


　展望台がそもそも、かなりの高さだ。さらに、鎖に引っぱられて空高く牽けん引いんされていく。高度がぐんぐんあがっていく。さくらは、『大奥』を真下に見下ろす。おもちゃ箱みたいな、ちっぽけな建物の群れ。生徒たちなど豆まめ粒つぶのようだ。


　あんな狭せま苦くるしい、ちいさな場所で、自分たちは殺しあいをしてきた。


　そんな感かん慨がいに耽ふけるのも束つかの間──。


「きゃあっ!?」


　悲鳴をあげ、さくらが鎖から解き放たれ、硬かたい床ゆかに転がされる。進行方向を見ていなかったので反応が遅おくれたが、どこかに辿たどりついたようだ。だが、こんな上空にいったい何が──。


　揉もみくちゃになって倒たおれた三人娘むすめが、同時に顔をあげると。





「ようこそ、『ライオンキングダム』が居住区──通つう称しよう『獅し子し宮きゆう』へ」





　そこに、酒池肉林の宴うたげの風景があった。


　広々とした、豪ごう奢しやな空間だ。金色と真しん紅くで彩いろどられていて目に痛いほど眩まぶしい。どこかの成金趣しゆ味みの貴族が贅ぜいをこらしたかのような趣おもむきだ。毛足の長い絨じゆう毯たんにあちこちにおかれた絵画や彫ちよう像ぞう、どことなく洋風だが、知識のないさくらにはどこの国の何という様式なのかはわからない、ひたすら派手だなぁ、としか。


　そんな綺き羅ら綺き羅らしい空間の、いちばん奥──すこし高い位置に、玉座があった。玉座、という名前のとおりに宝石が鏤ちりばめられたその座席に、『金獅子』が座っている。


　今日も威い風ふう堂どう々どうとした、実じつ年ねん齢れいのわからない、さくらと同年代に見える少女じみた風ふう貌ぼう。黄金きん色の髪かみの毛は王おう冠かん形の髪かみ飾かざりを貫通し、優ゆう雅がに揺れている。ほとんど全ぜん裸らみたいな私服姿だが、本人に恥はじらいがまったくないせいか、いやらしい感じはしない──むしろ、野生の動物のようだ。


　百ひやく獣じゆうの王だ。


　周りにはたくさんの果物などをお盆ぼんにのせた少女たちが取り巻き、くすくす笑いながらこっちを眺ながめている。『ライオンキングダム』の制服なのだろう、みんなが黄金色の衣い装しようをまとい、獅子をかたどったブローチをつけている。


　あまり『大奥』では見慣れない衣装だが──そう、『ライオンキングダム』は最強の家臣団レギオンと謳うたわれているが、あまり『大奥』の内情に関かかわってこないことで有名だ。


「わはははは」


『金獅子』はいつもの笑い声を響ひびかせると、気さくに語る。


「ここは空にあるものの、実際は宙に浮うかんでるわけではなく、私の能力で『大奥』の天てん井じように貼はりついてる。偽ぎ装そうも施ほどこしてあるから、地上からは見ることもできん。私がこうして招かなければ足を踏ふみいれることもできんから、まぁ、刺し客かくに襲われたりすることも滅めつ多たにないぞ」


　いまだ当とう惑わくしているさくらたちに、一方的に。


「まずは同盟締てい結けつに乾かん杯ぱいだ、『銀狼長屋』の諸君──あぁ、安心しろ、おまえら専用の敷しき地ちを用意した、そこでは好きに振ふる舞まってもらって構わん。住居もいちおう長屋のかたちにしておいたから、『銀狼長屋』という名前も残るぞ」


「おかあさま」


『金獅子』の理り不ふ尽じんさに慣れているのか、ひとり我を取り戻もどした『銀狼』が、すっくと立ちあがって深々と頭をさげた。


「このたび　は　われら　の　ぶしつけ　な　もうしで　を──」


「あぁ、いいって──そういうのは。何でおまえそう堅かた苦くるしく育っちゃったかなぁ。ていうか、おまえが言いださなかったら無理やりにでもここに招待するつもりだったし。あんな無防備な場所に住居構えて、何考えてるんだ、あんまり親を心配させるな『銀狼』」


　溜ため息いきをついてから、『金獅子』はいまだ床に転がっているさくらと『水蛇』を眺めた。


「娘が世話になってる。自己紹しよう介かいが遅れたな、私が『金獅子』だ。『大奥』序列四位で『ライオンキングダム』の盟主、特例で教師もやっている。おまえには、先日は迷めい惑わくをかけたな。娘の仲間たちの実力を知りたいという親心だった、ということにしといてくれ」


　さくらに軽く謝罪し、『金獅子』はでも悪びれずに笑え顔がおだ。


　べつに彼女は威い圧あつしてるわけでもないのに、さくらは気け圧おされて声もでない。貫かん禄ろくのちがい、でもあるし──『金獅子』は桁けた違ちがいだが、その周りでくすくす笑っている『ライオンキングダム』の少女たちも、あきらかに只ただ者ものではない。


「あれは序列十一位の……、あれも……」


　さくらは生なま唾つばをのみ、蛇に睨にらまれた蛙かえるのように射いすくめられる。先日相対した『ＷＢＳワーカー・ビー・シスターズ』だって『大奥』のなかでは大勢力といっていい集団だったが、比べものにならない。構成員の人数、実力、どれをとっても一級品だ。


『大奥』最強の集団……。


　彼女らの協力が得られるなら──。


『銀狼』もそう考えたのか、表情こそ変わらないが、声に痛切な気持ちをこめて。


「おかあさま」


　誇ほこり高い彼女が、その場に平へい伏ふくし、真しん摯しに告げた。


「ふして　おねがい　もうしあげます」


　拳こぶしを床に叩たたきつけるように置いて、真っ直すぐに強大なる母を見つめたまま。


「ゆがんだ　とよとみばくふ　ぜせい　のため──どくふ『あらくね』だとう　のため　しいたげられた　すべての『おおおく』の　おんな　の　ために」


　直じき訴そした。


「おかあさま　とも　に　て　を　とり　たたかって　くださいませ！」


　ふだん声を荒あらげることなどない『銀狼』が、必死にそう叫さけんだのだ。聞いているだけのさくらすら、胸に響いた。けれど『金獅子』は、うんざりしたように。


「何度目だ、『銀狼』──その言葉は聞き飽あきた、分からず屋は嫌きらいだよ。何度頼たのみこんでも、私の答えは変わらぬ。おまえを落らく胆たんさせたくないのに」


　彼女らしく、単刀直入。


「断る」


　切って捨てた。


「幕府と敵対するつもりはない、『絲妃』は憎にくたらしいが彼女とは戦えない──いつもどおりの答えになってしまった。ついでに、おまえのやろうとしていることには反対だ。時じ期き尚しよう早そうすぎる、おまえは無む惨ざんに死ぬ。おまえの仲間たちも死ぬ。そして『大奥』は何も変わらない、親として教師として、それは看過できん」


　全否定である、だが『銀狼』は納なつ得とくできないのか、全身を震ふるわせて。


「なぜ　…」


『金獅子』を、母を敬愛しているからこその、阻そ喪そうであった。


「おかあさま　は　せいぎ　の　ひと──なぜ　あのような　きょあく　を　みのがす？」


「『銀狼』、私は正義などではない」


　哀かなしそうに、『金獅子』は顔を伏ふせる。


「私はおまえが思っているような人間ではないんだ。ずっと汚きたなく、暗く、醜みにくいよ──おまえが、眩まぶしく見える」


　急に老いたように、彼女の全身から活力が消え、前向きな輝かがやきが失うせたようにすら。


「とにかく、私は協力できない。むしろ、おまえを止めたい。いいか、幕府には逆らうな。彼らがこの国の中心でいるかぎり、たとえ誰だれかが踏ふみつけられ涙なみだを流そうとも、彼らこそが正義なのだ」


「なぜ　おかあさま　なぜ　…」


「理由は話せん、個人的な事情が絡からむ。おまえを巻きこみたくない」


「それ　は　せっしゃ　が」


『銀狼』の声が掠かすれて、その両目から、おおつぶの涙がいっぱい零こぼれた。





「せっしゃ　が　おかあさま　の　ほんと　の　むすめ　では　ないから　…？」





「『銀狼』!!」


『金獅子』が叫んだ。


　怒ど鳴なったというより、それは愛であった。


『金獅子』は誰も、さくらすら視し認にんできない速度で玉座から跳ちよう躍やくすると、まるで襲おそいかかるように『銀狼』を抱だきよせた。ちからいっぱいに。ちいさな『銀狼』を身体からだですべて隠かくすような、守るような、全力の抱ほう擁ようであった。


「『銀狼』、『銀狼』、『銀狼』、私の『銀狼』──」


　涙でべしょべしょになった『銀狼』のほっぺたに自らのそれを寄せて、たっぷりほおずりをし、足りぬというように熱ねつ烈れつにくちづけ、『金獅子』はどうしたら己おのれの愛が伝わるのかわからないというように、途と方ほうに暮れた顔をした。


「愛してるよ、誰よりも。私の娘むすめはおまえだけ、おまえだけ……。私は能力のせいで子供が産めぬ、最強の能力をもちながらそれを後世に伝えられない、だから志だけでも。魂たましいだけでもおまえに……、なのに『銀狼』、おまえに私の愛を疑わせてしまった！」


　母娘おやこは、滂ぼう沱だと涙を零こぼし、周りの誰もそれを邪じや魔まできない。


『銀狼』は震える指先で、怯おびえるように、母の背中をそっと撫なでる。自らも抱きかえし、小刻みに震えている。冒ぼう瀆とく的な言葉を口にした敬けい虔けんな信徒のように。


「おかあさ　…　ま　…」


「抱だきしめてくれ、『銀狼』。もっとだ、もっと強く！　背骨が折れるほどに！　おまえに疑われてしまった、私への罰ばつだ！　痛めつけてくれ、私をもっと！」


「おかあさま　…　！」


『銀狼』が我が慢まんせずに抱きついた。質量操作の能力をもつ『銀狼』の抱擁は、実際、圧あつ搾さく機そのものだ。だが『金獅子』は筋力だけで、身体の頑がん健けんさだけで、あるいは母の愛情だけで耐たえた。


　全身の血管がちぎれ、夢中で抱きつく子供の頰が返り血で汚よごれても、幸福そのものの笑え顔がおでそれを見ていた。


　潰つぶされていく『金獅子』を見て、『ライオンキングダム』のものたちが色めきたつ。


「『金獅子』さまぁっ!?」「貴様、何をする!?」「やめろっ、それ以上の蛮ばん行こうは──」


　手に手に武器をもち、殺気をこめて『銀狼』に襲いかかろうとした彼女らを、『金獅子』が大声で制した。


「邪魔をするな!!」


　獅し子し吼くである。


「母と娘の抱擁を妨ぼう害がいする権利など誰にもない!!」


　その、誇ほこり高い、我が身を飢うえた子供に食くらわせるような『金獅子』の姿に、さくらは、すこし自らの親のことを思いだした。病弱ゆえに早そう世せいした、勉強好きの優やさしい母。元気で喧やかましくて、善良だった父。


　故郷のひとびと──。


　ぽろりと、さくらの頰に涙が伝った。


　はっと気づいたように、『銀狼』がちからをゆるめ、母を支える。『金獅子』はふらつきながらも、醜しゆう態たいは晒さらせない、というように凜りんと背筋をのばす。


　しばし沈ちん黙もくし、先に口を開いたのは『金獅子』だった。


「なぜ待てない、早すぎるのだ──いまのおまえらでは犬死にするだけだ！」


「きけませぬ」


『銀狼』は耳に手を添そえて、いまだ涙の残る双そう眸ぼうで、母を見み据すえる。


「おかあさま　が　ほんとう　の　こと　を　おっしゃるまで　ひとことだって『ぎんろう』は　ききませぬ！」


「馬ば鹿か！　『銀狼』！　頑がん固こなところだけ私に似てどうする！」


　話しあいは平行線で、ひとつも進展はなく、互たがいに傷つけあうだけだ。


　見ていられなくて、顔を伏ふせたさくらに。


『水蛇』が肩かたをちょんちょんと叩たたいて、顔の前で手をあわせた。


「ごめん、『百手姫』。呼びだしがかかっちゃった」


　携けい帯たい電でん話わを見せてくる。たしかに、『水蛇』宛てに『大奥』の役所から出頭命令がでていた。身体検査の件で報告したいことが云うん々ぬん。


「ど、どうしたんですか『水蛇』、検査で何か──どこか悪いんですか？」


「馬鹿ね、あたしは薬くす師しよ。医者の不養生なんて洒落しやれにもならない、体調は万ばん全ぜんよ。ま、安心しなさい。何でもないから」


　その手首に、いつのまにか水でできた荒あら縄なわが巻きつけられている。それは延々とのびて、はるか真下──おそらくこの『獅子宮』と時計台を結んでいる。


「これを辿たどって戻もどるわ。いちいち『金獅子』に運んでもらうのは不便だしね──何かあったら携帯電話で呼びだして、お願い……ね」


「あ、『水蛇』っ」


　何か言う間もなく、『水蛇』はひらりと宙に身を躍おどらせ、この場から去っていった。


　取り残されたさくらは、いまだ侃かん々かん諤がく々がくに言い争っている『銀狼』と『金獅子』を見て、何だか頭を抱かかえたくなってしまう。


「わたしは、どうすればいいのでしょう──秀影さま……」
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　大阪城だ。


　衛兵の執しつ拗ような身体検査と質疑応答ののち、通行手形となる腕うで輪わ形の認証票をつけて城内を歩く。しんと静まりかえっていて、廃はい墟きよじみている。あるいは、観光客向けにきれいに掃そう除じされ整えられた、華か美びだが寂さびしい、古城のようだ。


「息が詰つまるわね」


『水蛇』はつぶやくと、動く階段エスカレーターで指定された場所まで移動し、扉とびらを開くごとに通行手形で認にん証しようを行い、その煩はん雑ざつさにうんざりする。


　とはいえ城内は空調がきいており、照明も眩まぶしいほどで、快適だ。移動も最さい先せん端たんの技術でかんたんに行えるので、さすが、大阪城はいまだに最先端の科学力をおおく隠かくしている。草鞋わらじを履はき牛車ぎつしやで移動する民衆も多いのに、床ゆかは動くわ空を飛ぶわで、時空を越こえて遠い未来に迷いこんだみたいだ。


　つるつるとした、材質のよくわからない床を歩いていると、前方にぼうっとした人ひと影かげが現れた。幽ゆう霊れいのような、死に装しよう束ぞく。血の気はないがはかなげな美び貌ぼうの、『水蛇』と同年代の女性である。『大奥』では古株にあたるだろう、あるいは教師かもしれない。


　髪かみも睫毛まつげも真っ白で、おでこから象ぞう牙げのような一本の角が生えている。


「あんた──」


　その人物を知っていた『水蛇』は、声をあげて驚おどろく。


　相手は静かに歩み寄ってくると、死んだような無表情のまま、ゆるく頭をさげた。


「お初にお目にかかります──『水蛇』さまで間ま違ちがいございませんね、わたくしは大阪城の案内役を務めさせていただきます、『一本角』と申しますわ」


　亀き裂れつが走ったみたいに、その口元が不気味に笑えみのかたちをつくる。


「序列は五位。あなたさまの親分である『銀狼』よりも序列は上──おかしなことは考えないことです、生きてこの大阪城から帰りたいならね」


『銀狼』が序列をあげないのは、五位以上になると将軍に可愛かわいがっていただく義務が発生するからなのだが、あえてそれを言ってこいつを挑ちよう発はつしても仕方がない。


　序列二千位ぐらいをふらふらしている『水蛇』にとっては、絶対に勝てない相手だ、元より闘やりあうつもりはないし──それ以上に。


「伝説の薬師『一本角』、お会いできて光栄よ」


「わたくしをご存知？」


『水蛇』の言葉に、『一本角』は悲痛な表情を浮うかべた。赤ん坊ぼうを、臍へその緒おごともぎりとられたような。


　その表情に違い和わ感かんをおぼえながらも、『水蛇』は心から告げる。


「あたし、あなたに憧あこがれてた──尊敬してたの、ずっと。あ、あたしも薬師なんだけど。だからこそ、仕事をするごとに古株の生徒にはよく比ひ較かくされて、悔くやしく思ってた。どんな病も怪け我がもたちまち治した伝説の薬師にして医師、奇き跡せきの女『一本角』──あなたには、勝てない。ぜんぜん及およばない、だから努力してあんたに少しでも近づこうって……」


「やめて！」


『一本角』はぶるぶる震ふるえると、冷然としていた表情を苦く渋じゆうに歪ゆがめ、怒ど鳴なった。


「わたくしは、尊敬されるようなものでは──わたくし、わたくしは穢けがれた、卑ひ屈くつな、愚おろかな……き、『金獅子』さま！　わたくしは、わたくしは『金獅子』さまを……！」


　譫うわ言ごとを漏もらした彼女が、びくん、と引きつる。


　その全身が、糸を引っぱられた操あやつり人形みたいに、真上にのびあがって硬こう直ちよくする。白目を剝むき、痙けい攣れんして、声なき悲鳴をあげつづける。


　尋じん常じような様子ではなかった。


　医い療りように関してある程度の知識をもつと自負する『水蛇』にも、何が起きているのかわからない。引きつけに似ている、つまり脳が……？


「ちょっと、『一本角』!?」


　声をかけると、『一本角』は口元を押さえ、首を左右におおきく振ふると──やがて落ちつきを取り戻して、荒あらく呼気を吐はきだしていた。


　しばし俯うつむき、ゆっくりと顔をあげて「失礼」と『一本角』は儚はかなく微笑ほほえんだ。


「こちらへ……」


　死病に取り憑つかれたように、急激に老ふけこんだような顔つきをして、『一本角』がゆらりと『水蛇』を誘いざない廊ろう下かを歩く。


『水蛇』は尊敬する薬師の、どう見てもまともではない様子が心配だったが、それどころではない。やがて辿りついた、不気味な襖ふすま。飛び散った返り血みたいな真しん紅くの文字で『女じよ郎ろう蜘蛛ぐもの間』とある。


　今から、自分は悪あく魔まと面会する。


『水蛇』は作法どおりに襖の前に座し、その横で『一本角』が恐きよう怖ふに染まった声をあげる。


「あ、『絲妃』さま──『水蛇』が参上いたしました」


　直後、目の前の襖が自動的に開いた。からくり仕じ掛かけなのか、きりきりと糸が巻かれる音がした。ゆっくりと移動し、入室して──またもひれ伏ふす。背後で襖が閉まった。


　不気味な部屋である。


　まず、暗い。照明がなく、一いつ切さいの光が入ってこないように窓は塞ふさがれ、襖や壁かべは真っ黒な鉄板で裏打ちされているらしい。かろうじて室内の輪りん郭かくをぼんやりと浮かばせているのは、宙を頼たよりなく飛び回っている、髑髏どくろのような模様のついた奇き形けいの蛍ほたるたちだ。


　生なま臭ぐさい、あきらかに血と腐ふ敗はいの臭においが鼻につく。


　室内には濃のう厚こうな闇やみがとぐろを巻いていて──否いな、それはよく見れば縦じゆう横おう無む尽じんに張り巡めぐらされた蜘蛛くもの巣だ。真っ黒な糸でつくられているので、薄うす暗ぐらい部屋では視認しにくい。


「あ……がっ……」


　悪夢のような室内の様子に、『水蛇』が声もだせないでいると、真横で『一本角』が苦鳴をあげた。喉のどのあたりを引っ搔かき、あきらかに呼吸困難の症しよう状じようを示している。


『水蛇』は薬くす師しとしての本能から咄とつ嗟さに診みようとしたが、『一本角』が必死に手をあげ「動いてはいけない」というように制する。


「ど、どうしたの──『一本角』!?」


「う、ああ……どうして、ちゃんと案内を、ちゃんどやっだどに──あぁああああ!?」


　口から泡あわを吹ふき、胸むな元もとを抱かかえて『一本角』はびくんびくんと身体からだを跳はねさせ、前のめりに倒たおれ伏した。両目が裏返り、血の涙なみだを流している。


『水蛇』は動けなかった。どうしたらいいかわからなかった、何だこの症状は──何が起きている？　同時に、名状しがたい恐おそろしい感覚があった。この室内で、そいつの許可なく勝手な行動をすれば、死ぬ、そんな確信だ。


「だァいじょうぶ、『一本角』ちゃんは丈じよう夫ぶやから死なへん死なへん……きょひひっ」


　不意に声がした。


　驚おどろいて『水蛇』が顔をあげると、ようやく闇になれてきた両目が、部屋のいちばん奥に悠ゆう然ぜんと腰こしかけた少女の姿を認にん識しきした。


　蛍の緑色をした光に照らされ、漆しつ黒こくの衣い装しようをまとったその少女の肌はだのみが浮かびあがり、亡ぼう霊れいじみている。編みあげられた手て袋ぶくろと靴くつ、蜘蛛の柄がらの眼帯。見た目は幼い少女だが、可愛げなどない。目元には隈くま、くちびるは黒の口紅、爪つめにも黒の着色。


　どこまでも後ろ向きな印象の、それは『大奥』序列一位『絲妃』であった。


「あんたら薬師は人体の専門家──己おのれの病や怪我もかんたんに治してまう。それこそ本能的に、恒こう常じよう的に、己を治ち療りようしつづけて、死ねない。拷ごう問もんのしがいがある。全身の痛覚神経をいじくりまわし、泣いて糞ふん尿にようを漏らしながら屈くつ服ぷくするまでいじめるのは、とても楽しい。最後はその女、自分の敬愛する『金獅子』を罵ののしる言葉を百も二百も並べよったで」


　これも糸で編まれた、天てん井じようから吊つりさげられた揺ゆりかごじみた座席にゆったりと腰かけて、『大奥』最強の女は独り言のように。


「愛など脆もろい、口先だけの愛など……。悪こそが至高、至高ゆえに孤こ独どく、孤独ゆえに無敵──あたしは『絲妃』。糸使い。この国の女王」


　名乗りをあげて、ついでのように。


「ようこそ『水蛇』、ご機き嫌げんよう？　お持てなしは、裏切りの蜜みつの味やねェ？」


「何で……？」


　我が慢まんできずに、『水蛇』は『一本角』に寄り添そい、治療を試ためした。だが彼女を診しん断だんしても、正常なまま壊こわれている、という曰いわく形容しがたい感覚があるだけだった。


　なぜ、『一本角』にこんなことをする。彼女が何をしたというのだ──『一本角』は己の骨を削けずり、それを万病に効く薬にできる能力の持ち主だ。我が身を削り他人に尽つくした、『大奥』の聖女だ。彼女に救われた生徒はたくさんいる。


　こんな辱はずかしめを、痛みを与あたえられるなんてこと──。


「そいつは『金獅子』の熱心な協力者やった、群れることに興味をもたない『金獅子』を祀まつりあげて『ライオンキングダム』をつくり、実質切り盛りしとった──目め障ざわりやったんでな、壊したったねん」


　ちいさな子供が、虫の翅はねをむしる残ざん酷こくな行こう為いを親に自じ慢まんするみたいに。


「『金獅子』にはあたしの能力が通じにくい、でも周りのものはそうじゃない。だからそこを狙う。録音した『一本角』の『金獅子』への罵ば倒とう語を聞かせてやったときのあいつの顔は見物やったよォ、きょひひひひ」


　獅子身中の虫、強大な『金獅子』の身内を切り崩くずすことで、『絲妃』は宿敵である彼女を弱らせているのだ。


「でもあいつの周りからどれだけむしりとっても、また次から次へとあいつを慕したうものは現れる──いまや『ライオンキングダム』は一大勢力で、つまり、あたしの玩具おもちやはなくならない。きょひひ、『金獅子』がいるかぎりあたしは退たい屈くつしなくて済む……」


『水蛇』はぞっとする。


　こいつは、他ほかに表現のしようがないぐらい、邪じや悪あくだ。


『阿呆鳥』が可愛かわいく見える。彼女は悩なやみ苦しみ、弱い己を自覚して、それを埋うめるために陰いん謀ぼうに手を染めた。必死だっただけだ。けれど『絲妃』は、強いのに──この国でいちばん強いのに！　弱者を弄もてあそび、生皮を一枚ずつ剝はぐように、嘲あざ笑わらいながらいたぶるのだ。


　こいつと戦おうって？　倒そうって……？


『水蛇』は虚きよ脱だつ感に襲おそわれてしまう。だめだ、『銀狼』じゃあ──彼女は強い、でも優やさしすぎる。母親の『金獅子』と同じだ。『銀狼』はいちど敵対した、つまらない小悪党だった『水蛇』すらゆるした、かんぜんに信じて友達みたいに振ふる舞まってくれる。


　その甘さは、弱さだ。『銀狼』の弱点だ。


　この悪意が人間のかたちをとったような『絲妃』が、そこを狙わないわけがない。


「きょひひひ」


『絲妃』は眼帯で隠かくされていない片目を見開き、にっこりと笑った。


「よぉきたね──『水蛇』、歓かん迎げいしたる。ただし、ちょっと頭が高いのォ？」


　瞬しゆん間かんだった。


『一本角』を診みるために腰を浮うかせていた『水蛇』の全身が、真横に倒れた。喜劇的に。その全身に、いつのまにか糸が食いこんでいた。『水蛇』の肉感的な身体が、糸であちこち陥かん没ぼつし、痛々しい。


　ぎりぎりぎりと締しめあげられ、呼吸すらうまくできなくなる。


「おっと、こんぐらいか」


『絲妃』が指先を動かすような仕草をした。


「あんたの能力は体液操作やったねェ──出血するほど強くしたらあかんね。んふふ、あたしは臆おく病びようやねんよォ。あらゆる危険を潰つぶしてからでないと、怖こわくてひとと会うこともできない。せやから、巣を張り、囮おとりをばらまき、獲え物ものが罠わなにかかるのをじぃっと待つ」


　両手を開いて、中指のみをくいっと折り曲げる。


「あたしは『絲妃』。糸使い。この国のあちこちに巣を張り巡めぐらせとる──たとえば」


　またも、『一本角』の全身が跳はねた。『絲妃』の指に呼応するみたいに、床ゆかを跳ね回り、苦く悶もんし、絶ぜつ叫きようをあげている。その身体からだから血液が噴ふきだし、死に装しよう束ぞくが真っ赤に染まる。


　何で。何でこんなことをする。


『水蛇』は『一本角』を助けたかった、だが糸で緊きん縛ばくされ動けない。悔くやしかったが、顔をあげることもできない。『絲妃』は指先だけで『一本角』を痛めつけながら。


「きょひひ、助けたいけど動けない、あんたみたいな偽ぎ善ぜん者にはこういうのがいちばんつらい──そいつが苦痛のあまり息絶えるまで、そこで見とき」


　愉たのしそうに。


「どうして物語で正義が悪に勝つ話ばかりもてはやされるのか、それは現実において正義が悪に勝てたためしがないから。悪こそ強者、正義も優しさも愛も地べたを這はいつくばれ──弱いから群れる、脆いから支えあう、あんたら……そんな、あんたらが、本気であたしをどうにかできると思ってた？」


『絲妃』は「あはははは」と耐たえきれない、というように声をあげて笑った。


「あはははははははははははははははははははははははははは!!」


　膝ひざを叩たたき、腹を抱かかえて、顔の半分が口になるぐらい大口をあけて。


「あはははははははははははははははははははははははははははははははあはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははああああはははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」


　怖かった。


『水蛇』は、ほんとうに、心の底からその『絲妃』の笑い声が怖かった……。


「あたしの糸はあらゆる場所に繫つながっている、たとえば──これは」


　まだ笑いの残ざん滓しを口元にへばりつかせたまま、『絲妃』が小指を動かした。同時に、ぶつり、という音が耳元で響ひびき、『水蛇』の髪かみ飾かざりが砕くだけ、いつも三つ編みにまとめている髪かみの毛がばらりと解けた。


「さて問題やで、これは何に繫がってるでしょう？」


　左手に、『絲妃』は大量の糸を抱えていた。荒あら縄なわほどの太さにまとめられた、無数の糸──それは闇やみの奥にのびていて、行く先は見えない。


「たとえば人間は脳の神経を一本引き抜ぬくだけで死ぬ。心臓の血管をひとつ切断するだけで死ぬ。これは、そういったたぐいの糸──誰だれかの命と地じ獄ごくを繫ぐ蜘蛛くもの糸」


　まさか。


　でも『水蛇』にはもうわかっていた、『絲妃』は、そのことを明示して今回、自分を呼びだしたのだ。『水蛇』が無視できない、脅きよう迫はく──それは。


「もちろん、あんたの故郷にいる、あんたの家族たちに繫がっている」


　体液を搾しぼりとられるだけの人生は嫌いやだ、そう我が儘ままを言って故郷を飛びだした。


　それは、自分が拒きよ絶ぜつした仕事を、家族に負わせて──自分だけが逃にげるってこと。なのに、みんな笑って送りだしてくれた。成果をだせず、低位をさまよっている『水蛇』に、落らく胆たんもせずに毎年応おう援えんの手紙をくれる。


　みんな、みんな……。


「噓うそやと思う？　あんたの故郷から大阪城までは離はなれすぎてて、糸で繫がってるわけがない？　試ためしてみる？　誰から死ぬんがえぇのんか、選ばせたげよっかァ？」


『大奥』にきて、過か酷こくなその生活に何度も涙なみだを呑のんだ。


　死にかけたこともたくさんある、屈くつ辱じよく的なことをさせられたことも──でも、そのたびに耐えてきた。自分が勝てば、故郷に利益が還かん元げんされる。貧しく、みんなの下働きで、体液を奪うばわれながら、それでも健けな気げに生きているみんなに少しでも……。


　そのみんなの命を秤はかりにのせられたら、『水蛇』は、屈くつ服ぷくするしかない。


　頰ほおに、熱いものが伝った。


　操作することもできない、たましいが零こぼした涙だった。


「良い子やね、『水蛇』」


『絲妃』は微笑ほほえみ、うつろな表情になった『水蛇』を愛めでるように眺ながめる。


「『百手姫』は故郷も家族もいない、秀影くんとは恋こい人びとやけど──大事な将軍の跡あと継つぎや、手はだしにくい。『銀狼』は『金獅子』が保護しとる、それにもともと拾われた子供で天てん涯がい孤こ独どくや、人ひと質じちをとる相手がおらん。せやから、あんたや『水蛇』──あんたが『銀狼長屋』の弱点や」


　そうだ。


　だから、自分は──。


「実験も成功したみたいやし、本番でもよろしくな？　せやな、今度の将軍御ご前ぜん試合がいい。そこで、『百手姫』の両手両足をもいだれ、そんで公衆の面前であいつは惨ざん殺さつされる」


　さくらは、ずっと秀影の遊興デートを楽しみにしていた。


　それを台無しにしたのは、『水蛇』だ──『絲妃』に言われ、義ぎ肢しに細工をした。まさかさくらも、義肢をつくった張本人がその故障の原因とは夢にも思うまい。


　そして、義肢がなければ、さくらは両手両足を失ったふつうの女の子だ。


　誰かに狙ねらわれたら、抵てい抗こうできない。彼女は死ぬ──。


「『百手姫』のぐちゃぐちゃになった屍し体たいを、『銀狼』の目の前に放ほうりこんだろ。そんで、動どう揺ようした『銀狼』をあたしが殺す。そしたら、今度は『銀狼』の屍体を母親の『金獅子』の目の前で、せやな、特とく殊しゆな趣しゆ味みの出資者スポンサーたちの前で嬲なぶりものにしたろっか？」


　他人を殺す計画を、こんなに愉しそうに語れる『絲妃』が、理解できない。


「そんときの、あいつのォ──『金獅子』の顔が見物やねェ？　あはははははは！」


　そして『絲妃』は、にこやかに。


「安心せい、『水蛇』。上手にできたら、あんただけは命を助けたる。でも逆らったら、あんたも──あんたの故郷も潰つぶす。えぇやろ、もともとあんたは『銀狼長屋』の一員とちゃう、たまたまいっしょにおるだけや、義理なんかないもんな？」


　そのとおりだ。


　最初は敵だった、かんたんに負けて無理やり従わされた。でも、脅迫されたわけじゃなかった。毎日のように寝しん食しよくをともにし、放っておけない彼女らに世話を焼いて、いつのまにかそれが当たり前になって。


　ぜんぶ、お終しまいだ。


　自分は、彼女らを裏切る。最悪のかたちで。


「わか、り……ました」


『水蛇』の身体からだから糸が解けていき、喉のどを圧あつ迫ぱくしていたものが消えて、声がでた。


「あなた、に──従い、ます、『絲妃』さま……」


　自分でも驚おどろくぐらいに、汚きたならしい声だった。


『絲妃』はにっこり笑うと、ぱんぱん、と手を叩たたいた。


「ほんなら、今日はもう行ってえぇよ──『水蛇』、あんた賢かしこい選せん択たくをしたよ？」


　背後で自動的に襖ふすまが開き、『水蛇』は、ふらつきながらそこから飛びでる。『一本角』は倒たおれ伏ふしたまま動かない。死んだかもしれない。見殺しにしたようなものだ……。だがそれ以上に、この場にいたくなくて、『水蛇』は荒あら々あらしく立ちあがると一目散に逃げた。どこをどう走ったのか。自分でもわからない。何度も手足を壁かべにぶつけ、いつのまにか全身痛くて、途と中ちゆうで我が慢まんできなくなって見かけた化け粧しよう室に飛びこんだ。


「うぐっ──」


　胃い袋ぶくろが痛い、喉がひりひりする。


「うううううげぇえええええ!!」


　洗面台に突つっ伏ぷし、『水蛇』は胃液を吐はいた。体液操作が能力なのに、ちっとも制せい御ぎよできない。無数の虫が身体のなかを這はい回るような嫌けん悪お感かんに、嘔おう吐とと涙がとまらない。


「うあああああ！　うううううあああああああ!!」


　頭を抱かかえ、ほどけたままの髪かみの毛を振ふり乱して、『水蛇』は吼ほえた。


　心のなかに、さっき自分が裏切った、仲間たちがよぎった。


　──わたしは他人を疑って苦しみながら暮らすよりも、信じて騙だまされたいと思います。


『水蛇』を姉のように慕したってくれた、優等生で、でも危あやういところのあるさくら。


　──『みずち』　せっしゃ　『みずち』　が　だいすき。


　かつては宿敵で、いまは可愛かわいらしい妹のような、放っておけない『銀狼』。


「あああ……」


　彼女らは死ぬ。無む惨ざんに。これから、『水蛇』のせいで肥だめに叩き落とされる。


「うあああああ、ごめん、ごめんよぉおお、みんなぁあああ──」


　絶ぜつ叫きようし、鏡に映る自分が不快で頭を叩きつけ、血まみれになって慟どう哭こくした。


　不意に、こつんっ、と足音が響ひびいた。


　騒さわがしいのに気づいて衛兵が見にきたのだろうか──『水蛇』は思いながら、振り向こうとして、いきなり跳とびかかってきたその人物に口元を塞ふさがれる。


　そのまま洗面台に背中をぶつけ、のしかかられて、動けなくなる。


「……むーっ!?」


　怖こわくなって手足を暴れさせる『水蛇』に、「静かに！」と小声でその人物は叱しつ責せきする。年ねん齢れいも性別もわからない、頭から外套マントをかぶった怪あやしい人物だ。声からして、たぶん男だろう、どう見ても衛兵などではない──。


「お願いだ、騒がないでほしい。乱暴な真似まねをしてすまない、でも……」


　暴漢は挙動不ふ審しんに周りを見回しながら、必死に告げてくる。


「君にしか頼たのめない、お願いだ──話を聞いてくれ、この国を助けてくれ……！」
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　様々な思おも惑わくを孕はらみながらも、学院生活は比ひ較かく的てきのんびりつづいた。


　さくらは『獅子宮』敷しき地ち内に移った『銀狼長屋』にも慣れてきていた。間取りは同じだし、生活物資など必要なものは郵送で届く──不便はないのだ。


　授業時間には『金獅子』に送そう迎げいしてもらわねばならないのが手間だが、睡すい眠みん中に外敵に襲おそわれたりすることがないだけで安心できる。


　先日に行われた定期試験の結果も上々で、故郷では礼れい儀ぎ作法などにうとかったためそっち方面の試験は自信がなかったのだが、問題なかったようだ。実際、いまの『大奥』には戦せん闘とう能力ばかりが際きわ立だち、他ほかをおろそかにしているものが多いわけで──。


　そんなふうに難易度が低く設定された試験なのに、意外とお馬ば鹿かさんらしかった『銀狼』はかなりやばかったのだが、さくらと『水蛇』がつきっきりで指導して見事に追試で合格。『大奥』に留とどまることができたが、『金獅子』との関係などに悩なやんでいるらしく、あまり表情は明るくない。


『水蛇』も何だかぼんやりしていることが多く、いつもは気にして隠かくしている長い舌がだしっぱなしになってることもあって、やや心配である。


　ひとりだけ、秀影ともけっこういちゃいちゃできてたりして、幸せいっぱいでいいのだろうか──仲間たちを見て、さくらは気き鬱うつになる。


　いつも助けられて、支えられてきたのだ、今度は自分が──と思うのだけど。


「ふう……」


　大奥女学院の校舎、比較的におおきな教室が集まり講堂と呼ばれている。段々畑のように並んだ座席には数百名までの生徒が収容でき、各種音響装置スピーカーで教師の声も最後列まで届く。教師の姿や教科書の内容を拡大して表示する映写装置スクリーンまである。


　さくらは生き真面目まじめに最前列に腰こしかけ、きちんと教科書や筆記具を並べて準備万ばん端たん、その横に誰だれかが腰かけて。


「どうした『百手姫』、溜ため息いきなどついて」


「いえ、ちょっと思うところがありまして──って、あなた当たり前のように話しかけてこないでください『女王蜂』」


　横を見ると、巨きよ大だいな女がずしりと鎮ちん座ざしている。たぶん特注だろう大奥女学院の制服姿で、長い髪の毛は結ゆいあげている。全体的にでかいので子供用の座席に無理に座ってるようにしか見えないうえ、後ろのひとの視界を遮さえぎってたいへん邪じや魔まそうである。


　彼女は後ろを気にして、やや頭をさげつつ、片かた肘ひじをついてさくらを見つめてくる。


「ふふ、驚おどろいたか──いつもの姿ではなかったので、一いつ瞬しゆんわらわだと気づかなかっただろう？」


「いや、こんなデカいひと滅めつ多たにいないのですぐわかりましたけど」


「まぁ、ぶっちゃけあの十じゆう二に単ひとえ、重いしな──武器を仕込んであるからとくに」


「ほほう、じゃあ今ならあなたは丸まる腰ごしというわけですか。わたしが勝ったのは『阿呆鳥』さんであってあなたではありませんからね、ここで過去の屈くつ辱じよくを晴らしてやりましょうか」


「舐なめるなよ、重火器の装備がゆるされる序列十位にあがるまで、この『女王蜂』は拳こぶしひとつで勝ちあがってきたのである」


　睨にらみあい、互たがいに殺気を飛ばしていたが──。


　何だか馬鹿らしくなって、さくらは「くすっ」と笑った。


「やめましょう、序列が上位になった以上──あなたと争う利点はありませんし」


「うむ、できれば勘かん弁べんしてほしい。いまわらわの家臣団レギオン『ＷＢＳ』は難しい時期でな、『阿呆鳥』のやつに引っかき回された疵きず痕あとが消えず、どんどん規模を縮小しておる。すっかり残ざん虐ぎやく非道な悪党扱あつかいである、地道に慈善活動ボランテイアなどをして好感度を高めようとしておるが」


「真面目だ……。まぁ、ひとの噂うわさも七十五日といいますし、周りの言うことなど気にせず努力すればきっと報むくわれることもあるでしょう」


　自分も長い苦痛を堪たえ忍しのび、秀影とまた巡めぐり会えた。幸運と周りの仲間たちに助けられてのことだが、その事実がさくらに自信を与あたえていた。


「『百手姫』──汝なんじ、さては良いやつだな」


　豪ごう快かいな笑え顔がおを見せてから、『女王蜂』がふと不思議そうに。


「ところで、おまえんとこの『銀狼』はどうしたのである？」


　彼女が指さした先、教室の最後列では、『銀狼』が顔を突つっ伏ぷして「うう……」とか唸うなりながら死んでいる。その横には呆あきれ顔の『水蛇』がいて、甲斐かい甲斐がいしく『銀狼』の世話を焼いて「だいじょうぶ？」「あうう　…」「お水でも飲む？」「おん　に　きる　『みずち』　…」などと、仲良くしている。


　それを、羨うらやましく見つめて、さくらは苦笑い。


「姐ねえさん、追試のためにずっと徹てつ夜やしてて体調崩くずしちゃったんですよ」


「ふむ、鬼おにの霍かく乱らんというやつであるな──おまえは『銀狼』についていなくてもよいのか、仲間なのであろう？」


「いや、何か今回の授業はわたしはきちんと受けたほうがいいって『水蛇』が……」


「ふむ。『百手姫』はこの授業は初めてか？」


　大奥女学院はふつうの学校より授業時間が少なく、午前中は二時限、午後は一時限である。そのうち最初の授業のみが必修であり、おもに礼儀作法や茶さ道どう、華か道どう、舞ぶ踊ように着つけ、化け粧しようの仕方などの花はな嫁よめ修しゆ業ぎようじみたものを行う。


　残りの二時限は選せん択たく制で、自分の好みの授業を受けることになる。さくらはおもに興味のある園芸、農業、生物学、遺伝子工学などなど──。


　今回、受ける授業は珍めずらしく年ねん齢れい制限があり、さくらは先日──ようやくその年齢に達したのでこうして受講しにきた。


「どんな授業なんですか？　『銀狼』姐さんに聞いたら『いえぬ　せっしゃ　いえぬ　はずかしい　…』と真っ赤になってしまって──」


「うむ、まぁ体育だな。というか、人体についての授業である」


『女王蜂』も言葉を濁にごすので、結局何なのかわからない──さくらが怪け訝げんに思っていると。


　どかん、と講堂の扉とびらが開いた。





「わははははははは!!」





　笑い声だけで誰が登場したかわかった。


「私だよ！　すまん、遅ち刻こくした！　なぜか刺し客かく、あぁ、いや、人生に迷った生徒たちに進路指導をする羽目になってな──拳と拳でわかりあってきたところだ！」


　当然、現れたのは『金獅子』である。よく見ると例の獅子球を引きずっており、軽い運動をこなしてきたかのように清すが々すがしい表情をしている。返り血などはないけど、誰かと戦ってきた直後といったところだ。


　先日も刺客に襲おそわれていたし、誰だれか偉えらいひとの怨うらみでも買っているのだろうか……。


　いつかの身体測定のときのやりとりから考えて、たぶん相手は将軍の正妻でありすべての実権を握にぎる最悪の女──序列一位『絲妃』だろう、彼女と『金獅子』は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵のようだった。


　だからこそ、『銀狼』は母が『絲妃』と戦うのに協力してくれるはずだ、と考えていたようなのだが……。


　さくらは、先日『銀狼』と交かわした会話を思いだす。


『金獅子』に叱しかりつけられ、すんすんと泣きじゃくっていた『銀狼』を抱だっこして慰なぐさめていたときの──。





「『銀狼』姐さん、『金獅子』に協力を断られた今──わたしたちの計画は破は綻たんしかけていると言ってもいいです。成功率はかぎりなく低いですが、それでも実行するんですか？」


「やる」


「意地になってるだけではないですか、もっとよく『金獅子』と話しあって……」


「そんな　じかん　は　ない」


『銀狼』の双そう眸ぼうには、自棄やけになったところはなく、歴戦の勇士ならではの強い意志のちからがあった。


「『あらくね』　は　わな　を　はりめぐらせ　てき　を　たたかわず　して　つぶす──て　を　こまねいている　うちに　われら　は　みうごき　が　とれなくなり　じわじわ　ほうい　されて　すりつぶされる」


「決行は早いほうがいい、ということですね。『絲妃』が油断しているうちに──」


「『あらくね』　には　つねに　あの『あかとんぼ』が　ついている　『おおおく』さいきょう　の　ふたり　に　いどむ　には　こま　が　たりぬ」


「『金獅子』が協力してくれたら、『絲妃』に『金獅子』、『赫竜』に『銀狼』姐さん、とそれぞれ拮きつ抗こうする実力をもつものが挑いどむ予定でしたけどね」


「せっしゃ　のみ　で　かてぬ　とは　おもわぬ　…　けれど　『あらくね』　は　おかあさま　の　てき」


「勝手に倒たおすわけにはいかない、と──すごい自信ですね、相変わらず」


「われ　は　『ぎんろう』である」


「では、如何いかがするおつもりで？」


「ねらう　は　しょうぐん──とよとみ　よしくる」


「将軍殺し……！」


「かいさい　される『しょうぐんごぜんじあい』には　でんとうてき　に　しょうぐん　が　すがた　を　みせねばならぬ　…　けいかいしん　の　つよい　しょうぐん　を　ころす　には　そのとき　しか　ありえぬ」


「でも、そんな──可能なのですか？」


「さくら　おぬし　に　とっても　しょうぐん　は　こきょう　を　ほろぼした　かたき　…　かのう　ふかのう　ではない　やるか　やらないか　で　ござる」





　そのときの『銀狼』の凄せい惨さんな表情を思いだし、さくらは胸むな元もとに手を添そえ、ぐっと気合いをこめる。覚えている。忘れるものか。焼き払はらわれたふるさと。虫けらを駆く除じよするみたいに惨ざん殺さつされた、優やさしかった、誰だれもが顔見知りだった故郷の人々。愛してくれた父の、生首をもがれた屍し体たい。野菜みたいに切断された、己おのれの両手両足よ……！


　殺してやる。


　征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊臣吉刳。


　序列一位『絲妃』。


　序列二位『赫竜』。


　仇かたきども……。


　殺してやる……。


　全身に震ふるえが走り、けれど頭には奇き妙みような熱が充じゆう満まんする──さくらは、必死に己のなかに湧わきあがる恐おそろしい感情を堪こらえた。今は、だめだ。相手は国家の主あるじだ、用心深く強大な『絲妃』たちがこちらを軽かろんじ、甘く見ているうちに革命クーデターを決行し、あいつらに地じ獄ごくを見せてやるのだ。


　あの日、さくらが叩たたき落とされ、いまだ這はいあがれずにいる灼しやく熱ねつ地じ獄ごくのなかへ。


「わたしを──」


　心を平静に戻もどすため、信しん仰こう者のように、さくらは俯うつむいてその名を呼ぶ。


「わたしを導いてください、秀影さま」


「呼んだかい、さくらちゃん？」


　…………。


「ぬあ!?」


　変な声をあげると、さくらは仰のけ反って驚おどろく──な、何で返事が……。慌あわてて正面を見たら、教きよう壇だんで馬ば鹿か笑わらいをしている『金獅子』の横に、ごく当たり前のように『鴉』の格好をした秀影が立って「やぁ！」と空気読まずに手をふっていた。


　なぜ……。


　硝子壁シヨーケースで区切られたこちら側には、男性は入ってこられないはず──。


　さくらは、お化けを見たように彼を何度か指さして、口を開閉すると。


「な、何をなさっておいででございますかっ、ひでかっ──」


　間ま違ちがった敬語を口にしつつ、思わずその名を呼ぼうとして、自制する。彼が将軍の跡あと継つぎであることは絶対の秘密、のはずだ──先日、さくらと『阿呆鳥』の戦いにおいてこの馬鹿は「俺は豊臣秀影！　将軍の跡継ぎだ！」とか言っていたが聞いていたものはそんなにいないはずで噂うわさもべつに広まってないしそういえばあのとき何度も「愛してる」って……♪♪♪


　混乱のあまり青くなったり赤くなったりしているさくらの横で、『女王蜂』が「む、どこかで見たやつだな」と怪あやしんでいたり「ねぇ、あれって」「『百手姫』の──」「じゃあ中身は……」「きゃ～♪」とか盛りあがってるものもいる、実はけっこう『鴉』の正体はばればれだったりする……？


「わはははは、静せい粛しゆくに──黙だまるか私に殴なぐられるか選べ」


　教師『金獅子』が無む茶ちやなことを言って、気ままに授業を始める。


　ちなみに『金獅子』は生徒でありながら教師、という特とく殊しゆな立場で、おもに体育を担当している。彼女の授業を受けると翌日はたいてい筋肉痛になって地獄の苦しみを味わう。


「安心するがいい、今日の授業は座学だ──去年受講したものは繰くりかえしになってしまうが、まずは基き礎そから講義したいと思う。ちなみに、科目は『保健体育』。必要単位は四、まぁ三ヶ月ぐらい受講して試験に合格すれば単位はやる」


　ほけんたいいく、それって──。


「まぁ、ぶっちゃけると性教育だ！」


『金獅子』が無む駄だに元気よく宣言した。


「私たち大奥女学院の生徒は基本的に将軍様に可愛かわいがっていただくために存在している。だが将軍様の宝物を傷つけるわけにはいかないからと、蝶ちようよ花よと育てられ、そっち方面の知識にうとい。『可愛がっていただく』という字じ面づらだけを見て、頭を撫なで撫でしてもらうとか、抱だっこしてもらうとか、そのぐらいに思ってるものすらいる」


　え、ちがうの……？　みたいな囁ささやき声があちこちから聞こえる、何だかんだでみんな箱はこ入いり娘むすめだ、赤ん坊ぼうはコウノトリが運んでくると思っているものもいるのかも。


「まぁ、べつに男を喜ばせる手管を学べとは言わぬ、我らは娼しよう婦ふではない──だが基本的な知識すら弁わきまえていないと、いざ将軍様とねんごろになろうとしたら、相手のはだかを見て目を回して失神、なんてことが実際あった」


　なぜか昔を懐なつかしむように、『金獅子』は苦笑いする。


「じょうずに愛めでていただくため、偏へん見けんを忘れ、知識を得る。おまえらが将軍様に選ばれるかどうかはわからんが、いざそのときがきたときに失敗しないため、必要な授業だ──まぁ、過度に期待することも恐れることもない、おまえらの両親は誰だれでもやっている、ごく当たり前の行こう為いだ」


「そんな、そんな……」


　さくらは、いまだ動どう揺ようから戻ってこられない。理路整然と説明されたら、たしかに必要な授業であるとわかる。でも自分は将軍に抱だかれるつもりはぜんぜんないし、でもいつか秀影と結ばれるときに──って、何でそんな授業に秀影がいる？


「ともあれ、私は教科書というやつが嫌きらいでな──体験主義なのだ、自分が見たことしか信じない、実体験に勝まさる知識はない」


『金獅子』は堂々と胸を張り、「『こいつ』がおまえらの教科書だ」と秀影の背中を叩いた。


「彼はえっと『鴉』さんという、今回の授業のために呼んだ特別講師だ」


「よろしくお願いします」


　ぺこりと頭をさげる秀影を得意げに眺ながめ、『金獅子』がろくでもない発言をする。


「この『大奥』では珍めずらしい生きて動く男性の肉体だ──おまえら、こいつを自由に脱ぬがしたり撫でたり舐なめたりして調べ尽つくすがいい！　まずは男性の身体からだに慣れるのだ！」


　そこからは乱らん痴ち気き騒さわぎだった。


「んなっ」とさくらが理解できないで目を白黒しているうちに、生徒のなかでも興きよう味み津しん々しんなのが前に飛びだして「きゃ～！」「このひとって校内新聞に載のってた──」「きゃあ！　じゃあ将軍の……!?」「仮面をとってもらっていいですか？」


「質問には答えられない！　あと仮面には触さわってはならん！」


『金獅子』が叫さけぶが、声のでかい彼女の言葉すら遠くまで届かないほど、女の子たちが白熱して秀影に殺さつ到とうする。


「でも、硝子壁シヨーケースのこっち側にこられるってことは──」「特別な権力者！」「やっぱり将軍様の跡継ぎの……！」「ひ、ひ、秀影さま！」「きゃ～っ♪」「わ、わたし触る！」「このひとの寵ちよう愛あいを受ければ！」「あのっ、あのっ、ずっと前から好きでした！」「ずるい！　あたしだって！」「触らせて～！　触らせて～！」


　大変な事態になっている。


『金獅子』はわははははと笑ってるだけで役に立ちそうにないし、秀影も肉体的に強化されている場合が多い女の子たちを振ふり払はらえず、押し倒たおされて身動きもとれない。彼のまとっていた丈じよう夫ぶなはずの外套マントが引きちぎられ、布きれが宙に舞まって、無数の女の子の指先が秀影の大事な、大事な──。


　ぷっつん、とさくらの頭のなかで何かが切れる音がした。


「全員ッ──」


　瞬しゆん時じに四本の刀を同時に抜ばつ刀とう、背の高い『女王蜂』の肩かたの上に飛び乗って仁に王おう立だち──全身から桜さくら吹ふ雪ぶきをまきちらし、理性を失った顔で怒ど鳴なった。


「動くなぁぁああああ!!」


　ものすごい勢いで刀を投とう擲てき、教室の壁かべに次々と突つき刺さし、そこから溢あふれた蔦つた植物が秀影に群がった少女たちを薙なぎ倒した。


「うごいたらコロします」


　とても怖こわい平板な口調で宣言するさくら──『大奥』序列十位、『銀狼長屋』の実力者の本気の殺意に、みんな怯おびえてじりっと後退する。


「む、『百手姫』おぬし、わらわを踏ふみ台に……」「何か？」「ヒッ」とかつての仇きゆう敵てき『女王蜂』すらびびらせて、つまり、ふだん真面目まじめなひとほど本気で怒おこるとやばい。


　さくらは素す早ばやく跳ちよう躍やくすると、糸で繫つながった四本の刀を回収──収刀して、秀影のそばで油断なく周りを見回した。


　そして、ぎりぎりぎり、と音がしそうなカタい動きで秀影を見み据すえると。


「うふふ。秀影さま～、こんなところで何をしでかしていらっしゃるんですかコラァ？」


「わぁ、さくらちゃん──ひどい顔」


　般はん若にやみたいになってるさくらに、秀影はいつもどおり、のほほんと。


　けれど、流されやすい彼にしては珍しく、確固とした口調で。


「君の様子がおかしかったし、『これが最後の思い出』とか言ってたからね──心配だったんだよ。上司にも『大奥』の調査を正式に依い頼らいされたし、あちこち調べてたんだ」


「ひ、秀影さま……」


　思いの外に真面目な返答がきたので、さくらはやや我を取り戻もどす。


　秀影は鈍どん感かんで、だけど純じゆん粋すいで善良だ──そんな彼に心配をかけてしまった、やはり遊興デートなどするべきではなかった。


　いまの『大奥』は危険だ、そして将軍御ご前ぜん試合では、誰だれかが命を落とすかもしれない──それが自分だったら、優やさしいこのひとはたぶん耐たえられない。


　だから最後の思い出をいただいて、それを支えに、しばし遠ざかろうと……。


「さくらちゃん」


　秀影がこちらに手を伸のばして、そっと髪かみの毛に触ふれてくれる。


「お願いだから、俺を仲間はずれにしないでくれ。今度こそ失いたくない、君に傷ついてほしくない──俺に何ができるかはわからないけど、せめて君のそばにいたい、同じ痛みを共有したいんだ。わかってくれるね？」


「秀影……さま……」


　胸のなかが、きゅん、と高鳴る。


　やっぱり、このひとは──。


「とりあえず『大奥』の内実を調査することにしてね、あちこち聞きこみをしてたら意外な事実がわかって──そこの『金獅子』ってひとに面会を申しこんだら、ある頼たのみごとの代わりに授業に協力を……って、さくらちゃん？　聞いてる？」


「わたしのです」


　きゅんきゅんが止まらなくなって、さくらは何か喋しやべっていた秀影の頭をぎゅうううっ……と胸むな元もとに引きこんで抱だきしめた。


　幼児が、大事なものを独どく占せんしようとするみたいに。


「秀影さまはわたしのですーっ!!」


　顔を真っ赤にして全世界に宣言する、やっぱり理性を失ったままだったさくらである。


　だがその言葉を聞いて、周りの生徒たちは目を輝かがやかせると「やっぱり……」「新聞部の報道は事実だったんだわ……」「報むくわれない恋こい、奇き跡せきの熱愛！」「きゃあ、浪ろ漫まんちっく！」「わかってるわ『百手姫』さん」「わたしたち応おう援えんしてるのよ！」


「うむ」


　我関せずと窓からのんきに中庭を眺ながめていた『金獅子』が、また爆ばく弾だんを落とす。


「『愛しあう』とも表現されるとおりに、性せい行こう為いはただの運動ではない、互たがいに愛情があってこその神秘的な生命活動だ──ここはふたりに実際に愛しあってもらって、みんなでそれを観察して気がついたことを議論しあおう、それが私の授業だ……さぁ」


「いや、『さぁ』って言われても」


　秀影は戸と惑まどっているが、変な盛りあがりをみせている女の子たちは黄色い歓かん声せいをあげ、やがて全員で「や～れ！　や～れ！　や～れ！」という品のよろしくない大合唱。加速度的に空気が熱を孕はらむなか、秀影はきょとんとして。


「さくらちゃん、みんなが『やれ』と言っているが、何をすればいいのだろう──『金獅子』さんに授業の手伝いをしてくれとは言われたが、どうすればいいのか不明なんだ」


　そういえば、このひとのそっち方面の知識は幼児並みなのだった。


　いちばん性教育が必要なひとである。


　さくらはといえば、農園で働き、山川を遊び場として暮らしてきた野生のお姫様である──動物のそういう行こう為いを見たこともあるし、父がそういうの気にしないひとだったから意外と赤せき裸ら々らに教えられており、だいたい知っている。


　目の前には、無防備に横たわる秀影の、愛いとしいひとの身体からだ。


「ゴクリ」


　生なま唾つばをのむ。いいのか……？


　周りを見て、『金獅子』を見て、みんなの期待を一身に受けて──真面目まじめなさくらは脳内で思案する。将軍を倒たおしその後に『大奥』を勝ち進み正式に彼の妻となり結ばれる、そんな回りくどいことをしなくても今このときに合法的にみんなに応援されてるのだし秀影も協力するって言ってるし『銀狼』姐ねえさんも「かのう　ふかのう　ではない　やるか　やらないか　で　ござる」とか言ってたし……！


「ひ、秀影さま」


　さくらは両目をぐるぐるさせて、己おのれの制服に手をかけ、半脱ぬぎになりながら。


「そ、そういうことですから──そういうことですからぁ！」


「え!?　どういうこと!?」


「ですから学校の授業なんですから秀影さまも合意のうえなんですからみんな応援してくれてますしたぶん今しかないと思うんですわたしだからだからハフーハフー!!」


「さくらちゃんが壊こわれた!?」


　狂きよう乱らん騒さわぎのなか、どかん、と教室の扉とびらが派手に開いて。





「だめーっ!!」





　甲かん高だかく、可愛かわいらしい声が響ひびいた。はっと我を取り戻もどしたさくらがそちらに視線を向けると、そこに見覚えのない女の子が立っていた。制服姿ではない──真っ黒な振ふり袖そで姿だが、なぜか袖をきちんと縫ぬいあわせている。お団子頭からのびているのは長い黒くろ髪かみ。


　なぜか、顔をすっぽり隠かくすように、独眼の覆ふく面めんをかぶっている。


「き、き、貴様──黒の、黒の兄者上に何を……！」


　ぶるぶる震ふるえているその幼い少女に、『金獅子』がふつうに。


「こら。ここは十五歳以下は立ち入り禁止だ、おまえは入ってはならん」


「え、あ、ごめんなのじゃ──校内に兄者上がいると聞いてあちこち探しておって……」


「というか、授業はどうした。欠席が多すぎるぞ、おまえ。いくら将軍家とはいえ──」


「お、お説教はあとでよいわ！」


　袖をぶんぶん振って、少女は秀影に駆かけ寄ると、ひしと抱だきよせた。


　そして、慌あわてて乱れた服を着直しているさくらを、きつく睨にらみつけると。


「貴様ぁ！　何も知らぬかわゆい兄者上を色気でたぶらかそうとするなど笑しよう止し千せん万ばん、畜ちく生しようにも劣おとる所行じゃ恥はじを知れーっ！　だが、肝きもに銘めいじておくがよい──この目が黒いうちには、貴様なんぞに兄者上は渡わたさぬぞ！」


「えぇっ……っと」


　さくらは、頰ほおを搔かいて。


「すみません、その前に──どちら様だったでしょうか？」


「えぇっ!?」


　少女はびっくりした顔をして、あたふたしてから。


「こ、恋こい敵がたきどころか、認にん識しきすらされておらんかったのか……、えぇい控ひかえおろう控えおろう、黒を誰だれと心得よる！」


　覆面を脱いで、その素す顔がおを晒さらす。


　でてきたのは、愛らしいとしか表現できない幼気な風ふう貌ぼうだ。


「我が名は豊臣黒姫──征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊臣吉刳が娘むすめじゃぞ!!」


「あぁ、あのときの……」


　さくらが目を丸くしている。そういえば以前に、ふたりは顔をあわせたことがある。かなり離はなれていたうえ、さくらは秀影ばかり見ていたので記き憶おくしていなかったが。


　えっへんと胸を張っている妹を、驚おどろいて見ている秀影──ふたりは、兄妹きようだい、つまりいずれ秀影と結ばれたときこの女の子は自分の妹になるかもしれず……。


「序列十位のおぬしよりも高位じゃ、言うことを聞くがよいぞ！　よいか、兄者上は黒のものじゃ！　おぬしのような下げ劣れつな虫けら女が──」


「きゃ～ん、ちょう可愛いです～♪♪♪」


　さくらが黒姫を問答無用で抱きよせた。


　ほおずり、ほおずり。


「何ですかこの生き物ちっちゃくて黒くて髪かみの毛ぴょんぴょんしてて愛らしすぎるぅう──『銀狼』姐さんとはまたちがったわたしの好みど真ん中です～☆」


「ぎゃーっ、何じゃこらーっ!?」


　宣戦布告してたつもりなのに急に抱きしめられ、黒姫は対応できない。


「や、やめてたも！　たも！　黒は袖を縫っておるときは能力が──ンぎゃーっ!?　痛い痛いおぬし腕わん力りよく強い痛い!!　やだぁぁ兄者上助けてこいつ怖こわいのじゃぁああ!?」


「ふふ、ふたりは仲良しさんなんだなぁ、俺は自分のことのように嬉うれしいよ」


　秀影はほのぼのしているが、その眼前では黒姫がさくらに背骨を折られそうになって「みぎゃああああ!?」と悲鳴をあげている。やがて、ぐったりした。


「うむ、仲良きことは美しきこと哉かな」


『金獅子』が教きよう壇だんに手をついて、今さら。


「では冗じよう談だんはこのぐらいにして──授業を始める!!」





　それは大奥女学院で、いちばん平和な時間だったかもしれない。




　第四幕　将軍御前試合　ばとるろいやる
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『大奥』は女たちの戦国である。


　四百年前に終わったはずの戦乱が、いまだ渦うず巻まく狂きよう乱らんの学び舎やである。


　この国の中心である将軍に愛されるため、互たがいに蹴け落おとしあう女と女──愛されればそのぶん故郷に利益が還かん元げんされ、この国での立場が向上する。それは兵を動員し、刃やいばで火花を散らし、弓や銃じゆうをぶちまけあう闘とう争そうと何がちがう。


　そんな『大奥』の性質を利用し、暴君として一いつ切さいの権力を掌しよう握あくした序列一位『絲妃』は、『赫竜』や『水蛇』を陰かげから操あやつり目め障ざわりな『銀狼長屋』の面々を討とう滅めつしたい。


　そうして狙ねらわれていることも知らず、『銀狼長屋』のものたちは『金獅子』の協力を取りつけられないまま、将軍暗殺の一手によって腐ふ敗はいした豊臣政権を打だ倒とうしたい。


　互いの喉のど笛ぶえに狙いを定めたまま、よだれを垂らした猟りよう犬けんと狂きよう犬けんが睨にらみあう。


　決戦の舞ぶ台たいは『大奥』最大の行事イベント、将軍御前試合──。
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　将軍御前試合は正式名めい称しようではなく、正しくは聖誕祭バースデーである。


　名前のとおり将軍の誕生日を祝う式典であり、何もかもが将軍を賛美し彼に奉ほう仕しするために用意された（あくまで建前上は）『大奥』にとって当然全力をもって取り組むべき大大大行事イベントなのだ。


　ふだんは財政的に参勤交代が難しいような遠方の外と様ざま大名も、このときばかりはいざ鎌かま倉くらとばかりに馳はせ参じ、将軍様おめでとうございますと挨あい拶さつをせねばならぬ。そしてあらためて将軍への忠誠を奏上したうえで、ありったけの貢みつぎ物を献けん上じようするのだ。


　そんな、ふだんよりも大勢の賓ひん客きやくたちを楽しませるため、『大奥』は一時的に門戸を開かれる。そして、ふだんは限定された空間でしか行われない対戦が、『大奥』すべてで解禁される。


　さらに、『大奥』のあらゆる場所で序列を無視した対戦が行われるのだ。


　誰と戦ってもいいバトルロイヤルである。


　とりあえず規則としては『大奥』の生徒すべてが将軍家の家か紋もんが入った腕わん章しようをつけ、それを奪うばいあう、ということになっている。


　上位のものの腕章ほど高得点であり、奪った腕章の合計によって将軍御前試合終しゆう了りよう後、様々な報ほう酬しゆうや懲ちよう罰ばつ、そして序列の上下がある。


　ふだんは様々な制約から、自分に近しい序列の相手としか戦えず、もちろん上位のものには挑いどめもしない下位のお姫ひめ様たちにとって、これは一発逆転の好機である。何をしようが無礼講──今日はハレの日めでたい日、将軍様のお誕生日♪


　だが腕章を奪う最もかんたんな方法は相手を殺すことなので、当然、毎年すさまじい血の雨が降る結果となっている……。


　一発逆転を狙いこの日のために特訓を積んでくる下位のもの、自らの家臣団レギオンを周りに固めてじっと本ほん拠きよ地ちで動かぬ上位のもの、逃にげまどうもの、手当たり次し第だいに喧けん嘩かをうるもの、行事イベントなんだし楽しんじゃえって気分のもの、十人十色である。


　とまれ、この行事イベントの最大の特とく徴ちようは将軍御前試合の名のとおりに、ふだんは厳重に警護され大阪城からでることすらない将軍が、『大奥』へ姿を見せるという一点だ。


　自分のために花を散らし争いあう少女たちを愛めでるため、そして集まった全国の大名たちとともにこの刺し激げき的な行事イベントを観賞するため、将軍は姿を現さねばならない決まりだ。


　当然、暗殺などを警けい戒かいし、将軍はいつごろどこに出現するかわからない──だが、この日を逃のがせばまた彼は引きこもってしまい、将軍暗殺という難事はとうてい不可能になるだろう。
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　将軍御前試合は朝の八時から午後の八時までの十二時間で行われる。


　作戦は綿密に練り、将軍暗殺のための計画はこれ以上ないほど緻ち密みつに組みたてられた──それでも必ず成功するという保証はまったくなかったが、やるしかない。『銀狼長屋』の面々は最さい後ごの晩ばん餐さんかもと思いながらきちんと朝食をとり、互いの手をとりあってしばし動かず、凜り々りしい顔をあげて『獅子宮』から出発した。


　これは攻せめの姿勢である。


　基本的に空を飛べる能力者でもないかぎり手出しができない『獅子宮』に閉じこもっていれば、身の危険はないのに。躊ちゆう躇ちよなく安全地帯から出立したうえ、全員が単独行動。


　今回の作戦の肝きもである『銀狼』は戦力を温存するため、しばし『獅子宮』のそば──時計台の天てつ辺ぺんで待機。


　序じよ盤ばんの要かなめである『水蛇』とさくらはそれぞれ『大奥』の中庭と水泳場、自分たちの得意な舞台へと降りたって、早々に戦せん闘とう態勢を調ととのえた。


　ここからは、個別の判断で最適解をだしつづけ、将軍暗殺のための歯車となる。


「いたぞ！」「『百手姫』だ、殺せーっ！」「あいつひとりか!?　狙い目だぞ！」


　声が響ひびき、あっという間にお姫様たちに取り囲まれる。


　予想はしていたことだが、早々に狙われるとは──さくらは呆あきれながらも、すぐさま大地を蹴けって走る。見た目は完全に戦闘用の姿で、大奥女学院の制服に両手両足の革帯ベルト、腰こしには四本差しの刀。桜色の髪かみの毛を舞まい踊おどらせ、跳ちよう躍やく──包囲を突とつ破ぱして逃げる。


「逃げたぞ！」「追え、追えーっ！」「殺せーっ！」


　手に手に武器をもった少女たちが、血走った目つきで追いかけてくる。さくらは無心に逃げる。その様子を、硝子壁シヨーケース越ごしに全国の大名とその重臣たちが眺ながめている。


　普ふ段だんを倍するどころか、比べものにならない人数だ。密集した男たちの好こう奇きの顔がこちらを凝ぎよう視しし、囃はやしたてているのは、ぞっとしない光景だった。


　追われながらさくらは、まるでそうした下げ卑びた視線が初めてであるかのように恥はじらいながらも、追つい跡せき者たちの視線をかわしながら素す早ばやく樹木のひとつに駆かけのぼった。


　そして、木の葉や枝の間に隠かくれ、野生動物のように息を殺した。


「どこだ!?」「人間が消えるわけがない、擬ぎ態たいしたか隠れたか──」「捜さがせ!!」


　追いついてきた少女たちはしばし周りを見回してから、そのうちのひとりがふと思いついたように、硝子壁シヨーケースにとことこ歩み寄って。


「ねぇん、おじさま～ん♪」


　制服の胸むな元もとを指で押し広げ、性的セクシーな姿勢をつくると。


「変な桜色の髪をした女の子がどこに行ったか知らない～？　教えてくれたら、将軍様にも見せたことないあたしの大事なものを見せてあ・げ・る♪♪」


　片目を瞑つぶる少女に、仮面をつけた鑑かん賞しよう者たちは己おのれを解きはなって歓かん声せいをあげる。


　困ったのはさくらで、この位置は少女たちからは死角だが硝子壁シヨーケースの向こうには丸見えである。必死で「しーっ！」とくちびるに指を当て黙だまっててくれるよう無言で訴うつたえたが。


　教えたほうが面おも白しろそうだ、と思ったのか少女の色気に負けたのか──みんなが一いつ斉せいにさくらの隠れていた位置を指さした。


「ちくしょーっ！」


　何だか敗北感をおぼえたが、さくらは焦あせる。咄とつ嗟さに選んだ隠れ場所だが、木の上というのは逃げ場がない。飛び移ろうにも他ほかの樹木は遠く、足あし下もとには少女たちが集まっている。


「もらったぁあああ!!」


　それが将軍様にも見せたことないあたしの大事なもの、とでも言うのか──先ほど鑑賞者たちを誘ゆう惑わくしていた少女が武骨な十文字槍やりを取りだし、おおきく振ふりまわしてさくらを狙ねらった。


　瞬しゆん間かんである。


　さくらに注目していた少女たちすべてを、巨きよ大だいな質量がぶん殴なぐった。冗じよう談だんみたいな巨大な資材である。壁かべを破は壊かいし、中身を引っこ抜ぬいて投げつけてきた……？


　どこから？


「うぎゃあ!?」


　悲鳴をあげ、あるいは昏こん倒とうし、死し屍し累るい々るいとなる少女たち──さくらも、何と樹木が真ん中からぶち折れて、徐じよ々じよに傾かたむく枝の上で手を振りまわして焦る。


「わわっ!?」


　咄嗟に跳躍、羽根が生えているかのように軽かろやかに舞い、一回転して着地。


　本能的に、資材が飛んできた方向を見み据すえて──。


「げっ」


　青ざめる。


　周りにいた少女たちもさくらを追い立てることを一いつ瞬しゆん忘れ、仲間たちを抱かかえあげ介かい抱ほうしながら、血の気を失い声もだせない。


「愉たのしそうな鬼おにごっこである、わらわも混ぜてくれんかね」


　中庭のおおきな入口に、頭がつっかえそうな巨きよ体たいである。


「久しぶりに、童心にかえるも心地ここちよし……くくくくくっ」


　悪名高き序列二十位──『女王蜂』だった。今日は戦いくさ装しよう束ぞく、つまり十じゆう二に単ひとえで──その隙すき間まからすでに彼女の奥の手である断裁機チエーンソーがいくつも飛びだしている。


　序列がさがって火力を失ったとはいえ、先ほど資材を投げつけてきた馬ば鹿か力ぢからがある。


　純じゆん粋すいに、でかいは強いのである。


　それを動物的に察し、萎い縮しゆくする少女たちに、『女王蜂』は悠ゆう然ぜんと歩み寄りながら。


「退どけい、木っ端ぱ侍ざむらいども──そやつは、わらわの獲え物ものである」


　一直線に、さくらを見据え、兇きよう悪あくな笑え顔がおで。


「邪じや魔まするなら、おぬしらから刻んでやってもよいのだぞ？」


　その手首に、すでにいくつもの血まみれの腕わん章しようが巻きつけられているのを見て、少女たちは「ひいいい！」「死にたくない！」「お助け～！」と一目散に逃にげていった。


　それを見送り、静かになった中庭で、『女王蜂』はふと威い圧あつ感かんを消すと。


「ふうっ」


　疲つかれたというように肩かたを揉もみ、優やさしくこちらを見下ろしてきた。


「無事か、『百手姫』──この行事イベントは、汝には災難であるな」


「は、はい。ありがとうございます、危ないところでした」


　どうも『女王蜂』には戦う意思はないようで、ほっと安あん堵どしたさくらは警けい戒かいをとき、やわらかく微笑ほほえんだ。


「あなたが登場したときはびびりましたよ、また戦わなくちゃいけないのかと」


「こんな序じよ盤ばんに同じぐらいの実力の相手と戦って消しよう耗もうしたくはない、将軍御ご前ぜん試合は長丁場であるし、弱い連中を脅おどして腕章を巻きあげたほうが効率がいい」


「相変わらず地道ですね、その腕章もそうやって集めたんですか？」


「いや、これは『天てん誅ちゆう！』とか『おまえに倒たおされた仲間の仇かたき！』とかって襲おそってきたやつらを返り討うちにしたのである──どうも、わらわを乗っ取っていた『阿呆鳥』があちこちで怨うらみをかっていたようでな」


　げんなりした表情で語る『女王蜂』は、実はそんなに戦うのは好きじゃないのかも。


「わらわは体力があるのでよいが、この行事イベントは上位のものが一発逆転を狙う下位のものに狙われやすい──とくに、汝の能力は有名になってしまったからな」


　先日の『女王蜂』に寄生していた『阿呆鳥』との戦いは、将軍の跡あと取とり息子むすこが登場したりなど注目度が高かった。おかげで曖あい昧まいだったさくらの能力は誰だれもが知るものとなった。


　能力こそが少女たちの要、そこを研究され対たい抗こう策をとられるのは、武器を失うのと同じだ。


「汝は一対一なら対戦相手にあわせて特とく殊しゆな植物を幅はば広ひろく用意できるから、じっくり準備できるふだんの対戦ならば抜ばつ群ぐんに強い。だが、己の身体からだを植物の苗なえ床どこにするため、持久力がない──このような連戦、集団戦、持久戦は苦手であろう」


　さすがは宿敵、的確に指し摘てきしてくれる。


「ゆえに集団で追いかけ回し、疲ひ弊へいさせてから討ち取る。そんな戦法が立てられる──序列十位以内の化け物たちのなかでは、汝がいちばんおいしい相手というわけだ」


「ははぁ、そういう理り屈くつでしたか。どうりで……」


　納なつ得とくして、うんうん頷うなずいていると──。


　さくらの顔面に『女王蜂』の断裁機チエーンソーが迫せまった。


「うわお!?」


　慌あわててしゃがみこんで避よけ、地面をごろごろ転がって身構える。


『女王蜂』は舌打ちして。


「ちっ、油断させて不意打ちしたというのに勘かんがよいな──さすがは我が宿敵である」


「ちょちょちょ、ちょっと何すんですかあんたーっ!?　今の当たったら死んでましたよ!?　まさか戦うつもりですか、わたしたち友達じゃなかったんですか!?」


「いつ友達になった。あと冷静に考えたら、たしかに汝は倒しやすくていいなぁって──くくくっ、さんざん追いかけ回し、疲弊させたうえで倒してやる」


「他ほかのひとと同じ思考ですよ!?」


「わらわは空中分解寸前の『ＷＢＳ』を立て直す責務がある。なるべく多く、より序列の高いものを倒して報ほう酬しゆうを得たいのである──『百手姫』よ、可哀かわい想そうだが死んでもらおう」


「ひいいいいいっ!?」


『女王蜂』の断裁機チエーンソーが唸うなりをあげ、周りの樹木をばったばったと冗じよう談だんみたいに抉えぐり倒していく。葉っぱが舞まい踊おどり、頭を抱えて転がって逃げるさくらは防戦一方。反はん撃げきすることすらできずに、内心かなり切せつ羽ぱ詰つまっていたのだが──。


　因果応報、というべきか。


　先ほど少女たちを追い散らした『女王蜂』の行動をなぞるように、無数の火球が飛来し──さくらに狙ねらいを定めていた『女王蜂』の全身に炸さく裂れつした。
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　火花がぶちあがり、『女王蜂』の巨きよ体たいがおおきく吹ふっ飛んだ。


　信じられない破は壊かい力だった。


「ぐおお!?」


『女王蜂』は断裁機チエーンソーが己おのれに当たってはたまらんと十じゆう二に単ひとえの奥に収納しながら、空中で器用に体勢を整えてどうにか着地──だが、その全身に次から次へと、機き関かん銃じゆうのように火の玉がぶつけられる。


　容よう赦しやのない、害虫駆く除じよのようなやりくちだった。


「『女王蜂』さん!?」


　また派手に飛び、『女王蜂』が壁かべに激げき突とつする。


　壁材に無数のひび割れが生じ、瓦が礫れきが落ちてくる。


「ぐっ、ぐうっ……」


　かなりの損害だったようで、壁に埋うまった『女王蜂』は呻うめき、身を起こせない。あの頑がん健けんな『女王蜂』がこんな簡単に──信じられない光景に、さくらが目を白黒とさせていると。


　悲ひ惨さんな有様になった中庭に、猛もう烈れつな熱気が弾はじけた。


　いつのまにか、彼女は中庭を照らすおおきな照明に、腰こしかけていた。


「ウフフ～♪」


　真っ赤な女だ。


　魔ま女じよのような尖とがり帽ぼう子しに、血で染めたみたいな外套マント。凹おう凸とつの目立つ胸むな元もとや尻しりを水着のような布きれでかろうじて隠かくしている。異人らしく目鼻立ちがくっきりとしていて、あどけない少女のようにそばかすが浮ういている。


　その奇き妙みような女はにんまり笑うと。


「一人目、発見……ット、ナァンダ『銀狼』ジャナイ・ノォ？　マァイイ・ワァ、久シブリニ遊ビマショ『百手姫』──」


　見覚えがある女だ。


　さくらの背筋が、名状しがたい悪お寒かんにぞくぞくと震ふるえる。


　焼け落ちた城。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく。すべてを滅ほろぼした大量破壊兵器のような女──。


「序列二位、『赫竜』……!!」


　硬こう直ちよくして動けないさくらから離はなれた位置で、『女王蜂』が立ちあがる。憤ふん怒ぬに染まった表情で、その両手にむしりとった壁材を抱かかえている。


「貴様、『百手姫』はわらわの獲え物ものであると言っておろうが──!!」


　そしてぶん投げた。砲ほう弾だんのように、巨きよ大だいな質量が『赫竜』目指して飛ぶ。


「ワァオ、馬ば鹿か力ぢから──カ弱イ『赫竜』チャンニハ真似まねデキナイ・ワァ？」


　ひらりと飛びおりて、『赫竜』が床ゆかに着地。遅おくれて壁材が照明を殴なぐり飛ばし、粉ふん砕さいし、中庭が薄うす暗ぐらくなる。まだ早朝、太陽は昇のぼり始めたばかり。今日は天気が悪い。


『女王蜂』は何かにせっつかれるように──たぶん恐きよう怖ふから、次々と壁材を投げつける。今度は『赫竜』も避よけなかった。


「鬱うつ陶とうシイ・ゾォ？」


　指をしゃぶってから、その手のひらを突つきだし──『赫竜』は吼ほえた。


「ヒャハハハハハ!!　汚お物ぶつハ消毒ヨォ!?」


　その指先から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが迸ほとばしる。濁だく流りゆうのように。その甚じん大だいな火力は飛来した壁材を呆あつ気けなく吹っ飛ばし、そのまま『女王蜂』の身体からだを襲おそう。咄とつ嗟さに、巨体には似合わぬ敏びん捷しようさでかわした『女王蜂』だが、ちからの差は歴然としていた。


「銃じゆう器きもなく準備もない今、『赫竜』とは勝負にもならぬか──『百手姫』、わらわは撤てつ退たいする！　いま死ぬわけにはいかん、汝なんじも早く逃にげろ！　そやつには勝てぬ!!」


　律りち儀ぎに忠告してから、『女王蜂』は炎に巻かれる前に十二単を一気に脱ぬぐ。重い音が響ひびき、断裁機チエーンソーごと分厚い衣い装しようがその場に捨てられる。


　水着のような下着姿になった『女王蜂』は、先ほどまでとは比べものにならない速度で即そく座ざに跳ちよう躍やく、放たれる火の玉を回かい避ひしながら中庭から去っていった。


　咄嗟に重い荷物を捨て、身軽になって逃とう亡ぼうしたのだ──歴戦の勇士らしい判断力だ。


「バイバ～イ♪」


　無む邪じや気きに手をふってから、ぐるん、と『赫竜』がこちらを見た。


　まずいことに、中庭の奥にいる『百手姫』は入口からは遠い。『女王蜂』のように壁をぶち破る腕わん力りよくもないし、伝って逃げられそうな樹木はすべてへし折られるか燃やされた。


　袋ふくろ小こう路じだ。


「ヨウヤク、二人キリニナレタワネェ、『百手姫』──」


　官能的に舌なめずりしながら、炎を背景に、真っ赤な女がこちらを見る。


「アタシガ本気ヲダシタラ、『大奥』ガ燃エ尽つキチャウ。ダカラ普ふ段だんハ戦ワセテモラエナイ、デモ今回ハ久シブリニ楽シメソウ・ヨォ？」


　両手を広げ、誇ほこらしそうに。


「姉様ノ邪じや魔まヲスルモノハ、アタシガ焼キ払はらウ。アタシガ、姉様ノ覇は道どうヲ照ラス光ニナル。愚おろカニモコノ国ノ女王ニ逆ラオウトシタ『銀狼長屋』ノオ馬ば鹿かサンタチハ、骨モ残サズ火か葬そうシテアゲル」


　また指をしゃぶってから、こちらを射いすくめるように。


「マズハ、アンタヲ血祭リニ──ウウン、火祭リニシテ、姉様ニ捧ささゲテアゲル」


　ぺらぺらとよく喋しやべる、完全に侮あなどられているのだ……。


　かつて、さくらはこの『赫竜』と対戦し、何もできずに敗走している。掠かすり傷のひとつも負わせることができず、彼女の圧あつ倒とう的な火力の前に屈くつするしかなかった。


　実力の問題ですらない、能力の相あい性しようが悪すぎるのだ。


　さくらにとって、『赫竜』は天敵だ。


「先手ヲトラセテアゲル・ワァ、ジックリ時間ヲカケテ、イチバン強イ植物ヲ出シテキナサイ。デモ、所しよ詮せんハ植物──ヨク燃エル、子供デモ知ッテル・ワァ？」


　そうだ、さくらの能力の一いつ切さいが『赫竜』に通じない、届かない。


　どんな植物を呼びだしても燃やされてお終しまいだ、むしろ相手に燃料を与あたえるようなものだ、能力を使っても意味がない。


　だが、その思いこみが『赫竜』の油断になる。


「お言葉に甘えて、先に仕し掛かけさせてもらいましょう」


　さくらは相手に気取られぬよう、自然な仕草で四本の刀を同時に抜ばつ刀とう──鞘さやごと腰から引き抜ぬいて、その場に放ほうり捨てた。


「………!?」


　目を見開く『赫竜』が、驚きよう愕がくに落ちた一いつ瞬しゆんの早はや業わざで、さくらはふだん試験管をぶらさげている太ふと股ももの革帯ベルトに、今日だけ装備していた大口径の拳けん銃じゆうを早抜き＆早撃ちクイツクドロウ＆バースト。


　硝しよう煙えんがあがり、空薬やつ莢きようが吐はきだされ、亜あ音速の弾だん丸がんが『赫竜』を狙ねらう。


「……!?　拳銃……!?」


『赫竜』は愕がく然ぜんとする。


　火ひ縄なわ銃じゆう、と俗ぞくに呼こ称しようされているものの現代の拳銃は諸外国に比べても洗練された技術の結けつ晶しようである。とくに今さくらが手にしているものは『腐肉食堂ハゲタカ』に依い頼らいし調達した、巨きよ大だいな野生動物でも一いち撃げきで殺せる象撃ち銃マグナムの最新型モデル。


「付ケ焼キ刃ばデ、銃ナンカネェ──!?」


『赫竜』は驚きよう異いの動体視力で、身をよじり、この不意打ちを避けた。だが完全に相手を侮っていたせいか、いかな彼女とはいえ無傷では済まない、轟ごう音おんをあげて通過する銃じゆう弾だんの圧力に押され、転びはしなかったがおおきく体勢を崩くずした。


　さくらは不満そうに。


「今のを避けますか」


「ドコデ銃ナンカ──タシカニ序列十位以上ニナレバ火器ヤ銃器ガ装備デキルケド、訓練モナシニソンナ化ケ物銃ヲ……!?」


「勤勉が取り柄えです」


　さくらが両手で銃を固定し、お手本どおりの射しや撃げき。乱射だ、ごおん、ごおん、ごおん、と一発ごとに除じよ夜やの鐘かねかと思うような爆ばく音おんが響き、『赫竜』を緻ち密みつに狙う。


「ウウウウウッ……！」


『赫竜』はさくらを相手に逃にげ回らなくてはいけないのが悔くやしいのか、野や蛮ばんに唸うなりつつ、いまだ樹木がいくらか残った方面へと跳ちよう躍やく。木々を盾たてにしながら避ひ難なん。それを追い、象撃ち銃マグナム弾が根っこごと引っこ抜くように樹木を粉ふん砕さいしていく。


　土つち煙けむりがあがり、中庭は戦場の様相を呈ていしてくる。


　反はん撃げきに転じたそうに手のひらに炎ほのおのかたまりを浮うかべ、だがそれを解き放つこともできず、『赫竜』はひらりひらりと旗をふるように外套マントを揺ゆらし跳躍を繰くりかえしながら。


「アリエナイ、コノ精度ハ──ソレニ、アンタハ両手両足ガ義ぎ肢しニナッテルハズ、ソンナ反動ノデカイ銃ヲ撃うテバ引ッコ抜ぬケテモオカシクナイノニ!?」


「ええ、あなたが切り落としてくれたんでしたね、『赫竜』さん」


　さくらの表情が冷えて、おそろしく迅じん速そくに弾だん薬やくの交こう換かん。途と切ぎれなく射撃する。


　こいつが、仇かたきのひとり──さくらの故郷を滅ほろぼした、張本人。


　怨おん敵てき『赫竜』、地じ獄ごくでみんなが手招きしているぞ。


「舐なメルナァァアア!!」


　我が慢まん強づよくない『赫竜』がついに切れた。自らの指先で腕うでを引っ搔かき、出血──その血液を基点として、膨ぼう大だいな爆ばく炎えんが発生する。密度と量のある広こう範はん囲いへの火か炎えんだ、一点突とつ破ぱの貫かん通つう力はこちらの銃が上だが、炎で視界が塞ふさがれ狙いがつけられない。


　おまけに、炎は粘ねん着ちやく質しつにさくらの身体からだに絡からみついてこようとする。


　桜色の髪かみの毛が焦こげ、さくらはそれを嫌いやがり、おおきく後退。


　銃じゆう撃げきが途と絶だえ、好機と見て『赫竜』が迫せまってくる。


「もはや、これまで──」


　中庭は爆破炎上し、ほとんど炎で埋うめ尽つくされた。逃げ場も限定され、狙われたらお終いだ。さくらは素す早ばやくそう判断し、射撃しながら選定していた逃とう走そう経路へ飛びこむ。炎と邪じや魔まな倒たおれた樹木などの隙すき間ま、ちいさな一本道へ。


　校舎に飛びこむ。


　遅おくれて、『赫竜』が全身に炎をまとわせ、続いてくる。


「ガァァアッ、ココマデキテ逃にゲルナァアア!!」


　その着地した跡あとが、まるで巨大な魔ま獣じゆうの爪つめ痕あとのようにおおきく抉えぐれる。怒いかれる女は全身から蒸気と炎を噴ふきだし、高熱で周囲の空間すら歪ゆがめそうだ。


　ぎりぎりぎりと歯は軋ぎしりをし、外套マントを翻ひるがえして『赫竜』はさくらを追走する。


「待テェエエエ!!」


　歩くごとに廊ろう下かが砕くだけ、壁かべが炎上し、崩ほう壊かいしていく。まるっきり恐きよう怖ふ映画の怪かい物ぶつだ。


『女王蜂』ほどではないが『赫竜』は異人らしく体格に恵めぐまれている、たっぷり走っても疲ひ労ろうはしなさそうだし、さくらとちがって能力の使用に限界が見えない──使うごとに消しよう耗もうするような能力ではないらしい。


　持久戦は、やはり不利だ──逃げきれればいいのだが、純じゆん粋すいにあっちのほうが走るのが速い。振ふり切るには、もうひとつ何かが必要だ。


「ひっ」「きゃああっ」「何あれ怪物──!?」廊下で将軍御ご前ぜん試合を楽しんでいたお姫ひめ様たちが悲鳴をあげ、逃げまどうが、構っている余よ裕ゆうはない。巻きこまれずに済めばいいなと思うが、いまの『大奥』のどこにも安全地帯などない。


　曲がり角ごとに、さくらは素早く半身になって、けれど正確に銃撃。


　それを繰りかえしていたが、『赫竜』は恐おそるべき反射神経ですべて避けたうえ、がちん、とさくらの銃が異音を響ひびかせたのを見て満面の笑えみとなる。


「弾たま切レ──補ほ充じゆうシテル暇ひまハナイデショ、ココガ終点ヨ『百手姫』!!」


「そう思ってくれるのも予想していました」


　さくらが走りながら壁をぶん殴なぐる。すると廊下の壁に隠かくされていた収納空間が引きだしのように滑すべりでてきて、そのなかに大量の銃じゆう器きが保管されている。


　そのうちの手近にあった拳けん銃じゆうふたつ、整備もされているらしく即そく座ざに使用できるものを両手に構えて、さくらが二丁拳銃で乱射した。


「ンナァ!?」


『赫竜』は驚きよう愕がくし、今度こそ被ひ弾だんしてしまう。だが外套マントが特とく殊しゆな曲面を有し、また強度が高かったため防ぼう弾だん性能を発揮し、皮ひ膚ふまでは届かない。


　それでも殴られたぐらいの衝しよう撃げきはあり、『赫竜』はたまらず元きた道を戻もどって避難する。曲がり角から顔をだし、向こうの様子を窺うかがうが──どんどん銃じゆう弾だんが飛んできて、弾だん幕まくを張られ、近づくことも難しい。


「異能力者ニ普ふ通つうニ銃撃ナンテ……!!」


　何だか腹が立って、『赫竜』は怒ど鳴なった。


「フザケルナ、尻軽女ビツチ！　能力デ戦エ、武器ナンカニ頼ルナ！　アンマリ怒おこラセルンジャナイ、雑魚ざこガァアア！　正々堂々トヤリナサイヨ、アタシハ『赫竜』──長崎ノ出島ジャ魔ま女じよト呼バレタ女ヨォ！」


　強ごう引いんに突破することはできる、だが『赫竜』の能力とて無限ではない、『百手姫』なんて──あくまで『赫竜』から見れば三下を相手に全力を尽くし、この後に待っている『銀狼』などとの戦いに支障をきたすのも……。


　などと珍めずらしく、直感的な『赫竜』が思案に沈しずんでいた、刹せつ那なだった。


「おい」


　ぽん、と当たり前のように、超ちよう高熱を孕はらんでいる『赫竜』の肩かたを誰だれかが叩たたいた。


「ずいぶんハシャいでるようだな──元気があってたいへん結構！　だがな残念なことに私は教師として、おまえを説教しなくてはいかんのだ」


　それは、髪も制服も黄金きん色に輝かがやいた、誰もが無視できぬ存在……。


「校舎を燃やすな、ど阿あ呆ほが」


『大奥』最年長にして序列四位、『金獅子』が握にぎり拳こぶしで、灼しやく熱ねつの塊かたまりとなった『赫竜』のほっぺたを殴った。


　噓うそみたいに、『赫竜』が宙をぶっ飛ぶ。
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　暴君『絲妃』は所在不明、彼女も生徒なのだから将軍御前試合に参加しているはずだが──どこかで目もく撃げきされたという情報はなかった。


　用心深い彼女は、己おのれが怨うらみを買っていることを存分に理解していた。ゆえに姿を現さず、部下たち（仲間たち、ではない断じて）を操あやつって状じよう況きようを支配しようとしていた。


　脅きよう迫はくし裏切らせた『水蛇』には『銀狼長屋』の行動などを逐ちく一いち報告させ、『赫竜』には彼女らの抹まつ殺さつを命じた。


　そして、豊臣黒姫は──。


「なぜじゃ」


『大奥』の廊下、狭せまい天てん井じよう裏に隠れひそみ、ひとり歯は嚙がみしていた。


　母、『絲妃』が命じたのは『生き残ること』──それのみ。


　それが母からの愛情ではないことはよく理解していた。


「なぜ、お母まあさまは黒に『生きろ』などと──あのような、酷ひどい真似まねをしておいて……」


　ぶるっと背筋を震ふるわせて、黒姫は身を縮ませる。


　母が理解できない。でも、逆らえば今度こそ母に脳みそをいじくられ、あの醜しゆう悪あくな父親を愛する兄と見誤って……。


「ひぃっ」


　あのときの父の指の感かん触しよく、生なま臭ぐさい吐と息いきを思いだし、黒姫は「いや、いや」をするように頭を抱かかえる。


　兄の前ではいつもどおりに振る舞まっていたが、あの出来事から、しばらく外出できないほどだった。ずっと闇やみに怯おびえ、煌こう々こうと灯あかりをつけた風ふ呂ろ場ばで父に触さわられた場所を洗っていた。赤く血がにじむほどに。


　でもそんな、気を塞ふさがせた黒姫の鬱うつ屈くつを吹ふき飛ばしてくれたのは──。


「おばさまっ」


　黒姫の両りよう腕うでから、細く長い線が伸びている。真っ黒なそれは蜘蛛くもの巣状に広がり、自分の周囲の状況を震しん動どうなどから把は握あくする感覚器となっていた。


　奇くしくも黒姫が潜ひそむ廊ろう下かでは、夢中になって『百手姫』を攻こう撃げきしていた『赫竜』が、突とつ如じよ現れた『金獅子』にぶん殴なぐられたところだった。


　思いだす。


『絲妃』に命じられ、黒姫に修しゆ行ぎようをつけてくれた『赫竜』──その訓練の内容はほとんど虐ぎやく待たいで、ふと気を抜ぬけば命を失いそうな過か酷こくさで、だからこそ悩なやんでいる暇ひまもなかった。


　ほのかな共感もあった、世界でいちばん大事なものを追い求めているその生き様……。


「『戦うな』、とは命じられておらぬ。『生き残れ』ばよいのであろ！」


　黒姫はこのような乱戦を経験したことはない、怖こわくて身を潜ませていたが、『金獅子』に殴り飛ばされた『赫竜』は窓を突つき破り校舎の外までぶっ飛んでいる。


　ここは四階だ、『赫竜』とはいえ落ちたら無事ではすまない。


「えぇい！」


　黒姫は天井裏の床ゆかを蹴けり破り、くるくる回転してちょうど『百手姫』と『金獅子』の真ん中あたりに着地した。彼女らが驚おどろいているうちに、伸のばしていた黒い糸を回収、窓の外に再射出した。


「おばさま、いま引きあげるぞ！」


　器用に空中で『赫竜』を搦からめとり、「ふぬぬ……！」と顔を真っ赤にして黒姫は彼女を牽けん引いんする。無防備だ、いま攻撃されたら無事ではすまない──。


「アンタ……！」


『赫竜』が意外そうに片目を見開いたが、黒姫は首をふって。


「お叱しかりはあとじゃ、おばさま！」


　必死になっている黒姫を、なぜか『金獅子』が「…………」と無表情に見み据すえている。


　陽気で真っ直すぐな彼女らしからぬ、怨おん念ねんめいた目つき。


「みんな可愛かわいい私の生徒だ、できれば争いあいたくはないが──序列三位『腐死蝶』、あの『絲妃』の娘むすめ──豊臣黒姫、おまえは危険だ」


　その全身から、獲え物ものを見つけた大型肉にく食しよく獣じゆうの迫はく力りよくが放たれる。


「おまえ個人に怨みはないが、この国の未来のために死んでもらおう」


　ぞっとした。


　黒姫が、心臓を鷲わし摑づかみにされるような恐きよう怖ふに、硬こう直ちよくする。すぐ間近で、『大奥』最強の集団を率いる長おさが己の武器を、鉄球つきの鎖くさりを獰どう猛もうな勢いで振ふりまわしている。


　殺される──。


「動かないでください」


　間近に死を感じていた黒姫に、救いの手を差しのべたのは、意外なことに。


「彼女を攻撃すれば撃うちます！」


　両手で拳けん銃じゆうを構え、必死に『金獅子』に狙ねらいをつけている──さくらだった。予想外の行動だったのか、『金獅子』が片目を見開き、牙きばを剝むくように笑った。


「ほう、ひとに『協力してください』と頼たのんできたくせに、そうして銃じゆうを向けてくる意味をよく考えたのか。それに、正面から私と『赫竜』がやりあえば周囲への被ひ害がいが甚じん大だいになる、ここで『腐死蝶』ごと潰つぶしてやったほうがいい」


　答えず、「…………」と頑かたくなに動かないさくらは、おでこに冷や汗あせを浮うかべている。


　遠くで、安全な檻おりの外から観賞するならいい。だが将軍御ご前ぜん試合という誰だれもが殺しあう大自然のような弱肉強食の舞ぶ台たいに立った今、『金獅子』の迫力はまさに王者の風格だった。


　恐おそろしい、だが──さくらは微び動どうだにせず、震える指先で狙いをつけている。


「自分が何をしているのかわかっているのか、こいつは可愛らしい女の子に見えるが──とんでもない、こいつは『絲妃』の娘だ、いま始末せねばこの国が危あやうい」


「あなたが、その子の何を知っているというのですか」


　さくらは、けれど怯ひるまずに、真しん摯しに訴うつたえる。


「あなたは教師でしょう、ひとの母親でしょう、ちいさな子供の命を奪うばってまで果たすべき正当な行こう為いなんてあるのですか？　もっと他ほかに方法はないのですか？」


「お、おぬし──なぜ、黒を……？」


　自分を弁護し、守ってくれるさくらに、黒姫は怪け訝げんな表情を浮かべる。助けてもらう理由なんてない、むしろ恋こい敵がたきだし──彼女には酷いこともした。


　意味がわからない、やけに不安になる。
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「状じよう況きようが交こう錯さくしてきたな、これは余計な手出しをしたかもしれぬ」


『金獅子』がぼやいているうちに、黒姫は『赫竜』の牽引を終えた。窓から飛びこんできた『赫竜』は器用に着地し、殴られた衝しよう撃げきが残っているのかふらふらしている。


「ご無事かっ、おば──んぎゃっ!?」


　慌あわてて駆かけ寄った黒姫の顔面が鷲摑みにされ、壁かべに全身ごと押しつけられる。みしみしみし、と『赫竜』の怪かい力りきで壁に亀き裂れつが走った。


「余計ナ真似まねヲスルンジャナイ・ワヨォ？　ブチ殺スゾ、チビ！」


　怒いかりに煮にえたぎった瞳ひとみを周囲に向け、もはや黒姫には一いち瞥べつもくれずに、『赫竜』は全身から触ふれるだけで何もかもを焼き尽つくせそうな熱量を放つ。


「『百手姫』、ト『金獅子』──ネ」


　油断なく銃を構えるさくらと、悠ゆう然ぜんと鎖を握にぎりしめる『金獅子』を眺ながめて、『赫竜』は真っ赤な舌でくちびるを舐なめた。


「ヤッパリ、コッチ──サッキ殴ッテクレタオ礼モシナクチャイケナイシネ」


　自分に狙いをつけたらしい『赫竜』に、『金獅子』は余よ裕ゆうの表情で頷うなずく。


「うむ、礼れい儀ぎは大事だ。試ためしてみろ、生徒の気持ちを受けとめるのが教師の役目なのだ」


「イチイチ、他人ひと事ごとミタイナンダヨ──アンタァアアア!!」


　何かが癪しやくに障さわったのか、『赫竜』が指の先を嚙かみ、浮かんだ血の粒つぶから大量の炎ほのおを吐はきだした。『金獅子』を狙ったはずだがその後方にいたさくらや、遠い黒姫のほうまで熱気がきて、慌ててふたりは回かい避ひ。


　だが、『金獅子』は避よけもしなかった。


　真っ直ぐに──炎のなかを突つっ切ってくる。


「………!?」


　自分の攻こう撃げき力に絶対の自信をもっていたのだろう、愕がく然ぜんとする『赫竜』に。


『金獅子』は王者の風格でゆっくりと近づきながら。


「私は『銀狼』の母親だぞ」


　傲ごう然ぜんと鉄球つきの鎖をぶん回しながら、火の粉の飛び散るなかを踏とう破はして。


「おまえほど破は壊かい力はないが──防ぼう御ぎよ力には絶対の自信がある。この国に、私を傷つけられるものはいない」


「ドウイウ手品ヨ……！」


　焦あせりながら何度も火球を放つ『赫竜』だが、それは『金獅子』の身体からだをすりぬけ、その背後の校舎を無意味に抉えぐる。床ゆかが陥かん没ぼつし、瓦が礫れきが崩くずれ、校舎そのものが倒とう壊かいしそうだ。


　それを確かく認にんし、『金獅子』は歯がゆそうに。


「能力は、誰かを守るためにある。少なくとも、私はそう信じている──大量破壊という誤った目的のみにそれを使用したな『赫竜』！　答案用紙に×をつけてやる！」


「コノ！　コノッ！　コノーッ！」


　爆炎のなか、『赫竜』のすぐ正面に立ち、『金獅子』は鉄球を右拳こぶしに接続する。


　ぐぐぐ──っと腰こし溜だめに拳を引いて、眼光を煌きらめかせ。


「鉄てつ拳けん制裁!!」


　猛もう烈れつな勢いで拳を放った。命の危機を覚えたか、単純に怯んで『赫竜』が後方に跳ちよう躍やくする。だが、勢いのまま『金獅子』の鉄球が逃にげる『赫竜』を追いかけて放たれる。


「逃げられんぞ、獅子の狩かりからは……!!」


「『金獅子』本体ハトモカク、鉄球グライ!!」


『赫竜』が炎の鞭むちを払はらい、迫せまる鉄球を打ち落とそうとしたが、やはり触れられずに素す通どおりするのみ。あさっての方向を殴なぐった炎の鞭が、大量の窓まど硝子ガラスを割った。


「無む駄だだよ。考えろ、努力しろ──この私を乗りこえてゆくがいい!!　わはははは！　それが教師の喜び、教師の望み！」


　鉄球が唸うなり、かろうじて避けた『赫竜』の尖とがり帽ぼう子しを抉った。くすんだ色の三つ編みが解き放たれ、宙を躍おどる。鉄球は満足しないかのように、宙で不自然に軌き道どうを変えて、まさに生きた野や獣じゆうのように『赫竜』に襲おそいかかる。


「単純すぎるぞ、『赫竜』。これまでは力押しだけでも勝ち抜ぬいてこられたのだろうがな──強いだけでは勝てぬ相手もいる。それが戦国、『大奥』だ！　わははははは!!」


「ペラペラ、ヨク喋ル──ソノ舌ヲ引ッコ抜ぬイテアゲル・ワァ!!」


　宙に舞まう瓦礫を蹴けりつけ、弾だん丸がんとして飛ばす『赫竜』。だが同じことの繰くりかえしで、巨きよ大だいな破は片へんは『金獅子』をすりぬけ、彼女の後方に跳はねる。あらゆる攻撃が通じない……？


「誰だれも、太陽に触れることはできん。原始、私は『大奥』の太陽であった。陽光に憧あこがれ、近づきすぎたものは──蠟ろうの翼つばさが溶とけて落ちる。……ここは試験にだすぞ？」


　いつのまにか、『金獅子』は『赫竜』をいまも追いかけ回している鉄球を操あやつる右手とは別に、左手に拳けん銃じゆうを握りしめていた。


「あっ」


　巻き添ぞえを受けないよう、けれど黒姫のほうを気にして顔をだしていたさくらが、ぎょっとして手元を見る。いつのまにか、その手のひらから拳銃が奪うばわれていた。


「序列四位の私は重火器の使用が許可されるのだ──まぁ、下手へたくそだがな」


　どんどんどんっ、と重い弾丸が吐きだされるが、言葉どおり狙ねらいが逸それて『赫竜』の周囲を抉るのみ。だが、さんざんさくらに手こずった『赫竜』は銃じゆうを必要以上に警けい戒かいし、身体を両手で隠かくして防御。


　その隙すきに──。


『赫竜』の周囲の床が、ぼこり、と膨ふくれた。現れたのは、今も『赫竜』を狙っている鉄球とまったく同じ、獅子の顔を模した凶きよう器きたちが──七つも。


「食くらいつけ我が牙きばよ、孤独に戦うものに強者なし!!」


　黒姫の助けを振ふり払った『赫竜』を揶や揄ゆするように、『金獅子』は叫さけぶ。その意思に従って、鉄球が一いつ斉せいに『赫竜』に襲いかかる。理解不能な光景だ、彼女の能力はいったい何なのだ……？


「逃げよ、おばさま!!」


　瓦礫の陰かげに隠れ、震ふるえるしかなかった黒姫が呼びかけたが、『赫竜』はむしろその声に苛いら立だったように。


「アタシハ逃にゲナイ、逃ゲテ行ク場所ナンテナイ──!!」


　その全身に、獅子の牙が食らいつく。重い打だ撃げき音とともに、『赫竜』の魅み力りよく的な肢し体たいに鉄球がめりこんでいく。獅子を模しているのは飾かざりではないらしく、その牙が『赫竜』の肌はだに食いこみ、固定し、出血させる。


「グアァッ……!?」


　さしもの歴戦の勇者、『赫竜』も全身を食いちぎられる痛みには耐たえられない。苦く悶もんする彼女を、無傷の『金獅子』は堂々と見み据すえて。


「知らなかったのか、不勉強だな──獅子は群れで狩りをするのだ」


「くそっ、おばさまを放せ!!」


　黒姫が飛びだした。袖そでの内側から黒いつぶてを、弾丸のように放つ。だが『金獅子』の身体からだには触ふれられず、彼女はちょっと驚おどろいた顔をしたのみ。


「馬ば鹿か！　出テクルナ、子守リシナガラジャ戦エナイ!!」


「百ひやく戦せん錬れん磨まの『赫竜』らしからぬ──隙だらけだぞ」


『赫竜』が黒姫のほうに視線を向けた一いつ瞬しゆんで、『金獅子』は『赫竜』に肉にく薄はくしていた。手元に、合計八つの鉄球を集合させ、固めて、巨大になった拳げん骨こつで──。


「受けよ、私が背負ったすべての重み!!」


　ぶん殴った。


『赫竜』は冗じよう談だんみたいに吹ふき飛んだ。今度は先ほどの不意打ちの比ではなかった。巨大な質量と勢いに殴おう打だされた『赫竜』は、斜ななめに飛んだ。床を突つき破り、破片をまきあげながら、地面へ向かって真っ逆さま。


　黒姫が今度も助けようと立ちあがったが、『金獅子』の一睨にらみで動けなくなる。


「直接的な攻こう撃げき力がないと、こうして高々度から落とすなど迂う遠えんな方法をとらざるを得ない──まぁ、あいつも鍛きたえてるし死なんだろう。しばらくは動けないだろうが……」


「あ、あぁっ……」


　絶対無敵と信じていた『赫竜』が善戦することすらできなかった、何もできずに倒たおされた──その事実を理解できず、黒姫は動どう揺ようする。


　無防備に突っ立って、『赫竜』が落ちた穴へと歩み寄ろうとしたが、その背後にいつのまにか近づいてきていたさくらが、抱だきとめて制止する。


「危ない、黒姫ちゃん！　落ちたら無事じゃ済みません！」


「な、なんじゃ──気安く、触さわるな!!」


　黒姫の両目に涙なみだがいっぱい溜たまった。


「黒は、黒はお母まあさまに踏ふみにじられて、なのにおばさまがっ──優やさしくなかったけれど、けして黒を傷つけなかった。修しゆ行ぎようが終わったあとは頭を、頭を撫なでてくれたんじゃあっ……！」


　あきらかに錯さく乱らんしているのが、自分でもわかった。


　さくらが、ぎゅう、とそんな黒姫を優しく抱きよせてくれた。


「黒姫ちゃん、わたしは──あなたのことを傷つけたりしない、だから怖こわがらないで」


「そうもいかん、残念ながら」


　ふたりのそばに、どこに鎖くさりと鉄球を収納したのか、丸まる腰ごしの『金獅子』が腕うで組ぐみして立った。


「そいつは危険なのだ、おまえが思っているより──いいや本人が自覚しているよりずっと。むかし、『絲妃』に聞いたことが事実ならば、そいつは『絲妃』本人よりも始末せねばならぬ害悪なのだ」


　怯おびえ、青ざめる黒姫を守りながら、さくらは退どかない。


　戦えば負ける。でも理り屈くつではない、というように──気高く『金獅子』を見据えている。


「意味がわかりません、こんなちいさな子が、いったいどんな罪を抱かかえていると？」


「『絲妃』の娘むすめだから、というだけではないのだ──罪というならば、充じゆう分ぶんなほどそいつは抱えている。『大奥』序列三位、元七位『腐死蝶』、おまえも知っているだろう『百手姫』。そいつは対戦相手を必ず惨ざん殺さつする、兇きよう悪あくな人物だ。そいつに何人殺されたと思う？」


『金獅子』は、妥だ協きようするつもりがないようだった、その全身から闘とう志しが消えない。


「私は多くの生徒を見てきたが、あそこまで無む惨ざんに他人を殺すものは初めてだ……ううん、『絲妃』以来だよ。やはりあいつの子だ……。こいつは『絲妃』が生んだ悪意の子だ、救えない──いますぐ殺すべきだ」


「この子は悪意の子なんかじゃない」


　さくらが、怯えて声もない黒姫を抱きしめたまま、真しん摯しに語った。


「見えなかったんですか、この子が『赫竜』を助けようとしたその姿──たとえ生まれ落ちた理由が罪にまみれていても、これまでこの子がどれだけ血にまみれていようとも、この子の魂たましいに宿る善意をわたしは信じます」


「災わざわいの芽は花はな咲さく前に絶たねばならん、こういう言いかたは好みではないが──全体の利益のためだ。そいつを生かしておけば、いつか必ず後こう悔かいするぞ。かつて『絲妃』を始末できなかった私のように」


「この石頭っ……!!」


　さくらが吼ほえたが、『金獅子』はそれ以上におおきな声量で。


「小こ娘むすめに何がわかる!?」


　いつも悠ゆう然ぜんとしていた『金獅子』らしからぬ、絶ぜつ叫きようだった。


　神経症的ヒステリツクともいえた。


「私が……私がこれまでどんな気持ちで生きてきたと思う!?　可愛かわいい生徒を殺さねばならぬ己おのれの不ふ甲斐がいなさに、どんな心地ここちがすると思う!?　何も知らないくせに、この国のため『大奥』のために痛みを背負う私を誰だれにも否定なんてさせないぞ!!」


「何かのためって、そればっかりで──あなたの気持ちなんて、わかりませんよ！　そんな他人ひと事ごとみたいな、上から目線の大人の言うことなんて……!!」


　壁かべを殴なぐり、また収納されていた武器を取りだす。


　日本刀だった、美び麗れいな文様が描えがかれた──それを抜ぬき放ち、さくらは『金獅子』に向ける。片手で黒姫をかばいながら。


「抜いたな、容よう赦しやせんぞ」


「こっちの台詞せりふです」


　さくらは、哀かなしそうに。


「あなたのこと、調べました。すこしは、理解できていると思います──だからこそ、わたしはあなたを止めなくちゃいけない。あなたは教師で、ひとの親で、だから自分を殺して罪を背負わなくちゃいけないのかもしれない。だけどあなたは生徒でもある、あなたの少女時代は終わってない、もっと我が儘ままに生きたっていい……!!」
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　反応は劇的だった。


　王者の風格を漂ただよわせていた『金獅子』が、ぽかんと間の抜けた表情になって、まるでちいさな子供みたいに驚おどろきを露あらわにしていた。


　棒立ちになって。


「なぜだ、おまえ──どこまで知って……。私の過去など、将軍家のものぐらいにしか──否いな、その口ぶりは出任せではないな。どこで知った、誰が教えた……」


　不意に、その瞳ひとみに理解の色が宿った。


　口元が、綻ほころんでいく。


「わはっ」


　堪こらえられない、というように。


「わははははははははっ」


　呵か々か大たい笑しようし、仁に王おう立だちのまま高らかに笑い声を響ひびかせると。


「面おも白しろい、成る程ほど──そうか！　この私としたことが、こんな悪戯いたずらに……！」


　勝手に納なつ得とくしてから、両手を広げて。


「だが迂う闊かつだったな、おまえらの作戦は読めた。今すぐ『ライオンキングダム』全員に連れん絡らくをとり、おまえらの予定を潰つぶす。喋しやべりすぎたな、そんなに『絲妃』の子が大事か？」


「この子は、豊臣黒姫。『絲妃』の子なんて名前じゃない」


　さくらは黒姫の手を握にぎったまま、じりじりと後退している。激戦に瓦が礫れきや穴ぼこだらけになっているから、うまく『金獅子』の目を欺あざむけばこの場から脱だつ出しゆつできるかも。


「なぜ、おぬしは──そんなに、黒、黒を……」


　黒姫はまだ混乱が醒さめやらぬようで、不気味に冷たい、真っ黒な手のひらを恥はじらうようにさくらを振ふり払はらい、怯おびえて後退する。


「あやつの言ったとおりじゃ、黒はお母まあさまが生んだ悪意の子じゃ──死ぬべきじゃ、きっと。罪深いのじゃ……」


「そういう一面も、あるかもしれません」


　さくらは微笑ほほえむ。


「でも、人間てそんなに単純な、一言で語れるものではないでしょう。少なくとも、わたしはあなたのいろんな表情を知ってる、悪意だけじゃないってわかってる」


「おぬしが、黒の何を知ってるというのじゃ、いいや、知ってるわけがない」


「ええ、ちっとも──知らなかったですよ、これまで」


　悔くやむように俯うつむいてから、寂さびしそうに、さくらはもういちど黒姫の手をにぎった。血まみれの指先を、慈いつくしむように。


　その正面では有言実行、『金獅子』が携けい帯たい電でん話わで部下に連絡をしている。


『赫竜』という最大の脅きよう威いを排はい除じよした今、彼女は余よ裕ゆうである。


「何、本当か──映像をだせ」


　器用に携帯電話を操あやつり、『金獅子』はその画面をこちらにも見せてくる。


「将軍御ご前ぜん試合には名前のとおり、将軍が参加している。あのおかたの所在地をつきとめ、暗殺する──といったところか。単純で、無む謀ぼうな作戦だ。心しん配ぱい性しようの将軍は自分のそばの警備を厚くする、よぅく見ればその居場所はすぐにわかる……」


　画面には、御み輿こしに担かつがれ、怯えたように周りを見回す征せい夷い大たい将しよう軍ぐん──豊臣吉刳の姿があった。周りを、物々しい形相の男たちがかためている。建前上、男には武装がゆるされていないので丸まる腰ごしだが、人数が多すぎる。


　硝子壁シヨーケース越ごしに少女たちの戦いを観賞している、そんな将軍に真っ直すぐ向かう人物がいた。


　銀色の、犬の尻しつ尾ぽのようにまとめた髪かみ。風流な着流し、ちいさな子供じみた背せ丈たけ。


『大奥』序列六位、実力だけなら最強との噂うわさもある──『銀狼』である。


「おまえらが序じよ盤ばん、派手に騒さわいで『赫竜』などを引きつける。その間に『銀狼』は別行動し、吉く──将軍様の所在を突つきとめ、一点突とつ破ぱで暗殺。陳ちん腐ぷな策だ、将軍の警備はそこまで甘くない、『銀狼』を無む駄だ死じにさせるわけにはいかん」


「だからこそ、あなたが協力してくれたら……」


「断る」


『金獅子』はやはり、即そく断だん即そつ決けつだった。


　だが、その表情には哀かなしみが満ちあふれていた。


「私だって、私だってなあ──」


　だがその言葉が終わらぬうちに、衝しよう撃げき。


　大爆ばく発はつだった。


『金獅子』が立っている場所を、巨きよ大だいな爆ばく圧あつが押しつぶした。床ゆかのすべてが崩ほう落らくし、階下の廊ろう下かが露ろ出しゆつする。『金獅子』はからくも鎖くさりをのばし、身体からだを移動させて避よけていた。


　信じられない、という表情で全員が窓の外を見る。


「ヤァレヤレ、不意打チハ苦手ダワ──派手好キダモノ、仕方ナイワヨ・ネェ？」


　余裕げな口調とともに、『赫竜』が窓の外に浮うかんでいた。


　外套マントがぶわりと膨ふくらみ、その両足からは断続的に炎ほのおが真下へ向けて噴ふん出しゆつしている。炎で大気を押し、上じよう昇しよう気流を発生させ、浮ふ力りよくを得ている。熱気球のように。


「ホラネ、黒姫──言ッタデショ、余計ナ真似まねヲスルナッテ。アタシハ高イトコロカラ落チテモ平気、知ラナカッタ？　竜ハ空ヲ飛ブモノヨ？」


「おばさま……！」


　喜色を浮かべる黒姫にやりにくそうな顔をしながらも、『赫竜』は煤すすで汚よごれた口元を拭ぬぐい、憤ふん怒ぬに満ちた表情で。


「ドイテ、邪じや魔まヨォ──アラ、『金獅子』ハァ？」


　目を丸くした『赫竜』の言葉で、ようやく、その場に『金獅子』がいないことに気づいた。黒姫は慌あわて、警けい戒かいしながら周りを見回す。


　どこにもいない、瞬しゆん間かん移動したかのようだ。


　言葉ぶりからいって、将軍を狙ねらう『銀狼』を追いかけたのか……？


「マァイイ・ワァ、アイツノ能力ガ不明ナ今、直接対決ハ避さケタイ──マズハ、猪口ちよこ才ざいナ『百手姫』カラ始末シテアゲル、ソロソロ一いつ匹ぴきデモ処分デキテナイト姉様ニ怒おこラレチャウ・ワァ」


　視線を向けられ、さくらが硬こう直ちよくする。黒姫は『赫竜』と彼女を交こう互ごに見て、複雑な気持ちにかられる。やめておくれおばさま、こいつは黒を助けてくれたのじゃ、そう言ってもきっと『赫竜』は聞かない、彼女らに戦ってほしくない……。





「『百手姫』!!」





　どうしたらいいかわからない黒姫の迷いを助長するように、その場に新たな人物が駆かけ寄ってきた。危険なこの戦場に、たったひとりで。


　宙に揺ゆれる、不思議な緑色の三つ編み。蛇へびの髪かみ飾かざり。大奥女学院の制服を悩なやましく押しあげる、同性でもうっとりするような蠱こ惑わく的な胸むな元もと。


『大奥』に名高い薬くす師し、『水蛇』である。


　だが彼女は『絲妃』の策により裏切っている、自分たちの味方だ──黒姫は、思わずさくらを心配してしまう。いま、『水蛇』に不意打ちをされたら、『赫竜』のいい的になる。さくらは抵てい抗こうできずに、死ぬ。


「ウフフ」


『赫竜』は嬲なぶるように、『百手姫』を見下ろす。奇くしくも、さくらに守られていた黒姫、廊下の向こうからきた『水蛇』、窓の外の『赫竜』、そして壁かべ──四方から遮さえぎられ、さくらは四し面めん楚そ歌かの状態だ。


　逃にげ場がない。


「三対一ニナッチャッタワ・ネェ──ゴ愁しゆう傷しようサマ、アンタガ生キ残レル可能性ハ零ぜろニナッチャッタ。ソイツガ余計ナ動キヲシナイヨウ牽けん制せいシナサイ、黒姫、『水蛇』……！　アタシガソイツヲ炙あぶリ殺スマデ！」


『水蛇』が裏切っているなどとは想像もしていないのか、さくらは言葉の意味がわからない、というように『水蛇』を見た。


『水蛇』は「んごっくんごっくんごっく」と音を立てながら、腰こしに銃じゆうのように吊つっていた水容器ペツトボトルを取りだしてくちびるに当て、給水している。


　口元を拭い、無表情のまま。


「ごめんね、『百手姫』」


「ヒャハハハハハ！　長カッタアンタトノ因いん縁ねんモコレデオ終イ、サァ焼ケ死ニ──」


　片手に炎の渦うずを溜ためた『赫竜』だったが。


「ウギャァ!?」


　不意に顔面を押さえて、宙で身を仰のけ反らせた。かなり危あやうい均きん衡こうで姿勢を保っていたのだろう、おおきく身体を傾かしがせて身み悶もだえする。


　黒姫が驚おどろいて見ると、『水蛇』が口に含ふくんだ体液を投げ接吻キスのように「ちゅっ♪」と射出──完全に油断していた『赫竜』の顔面に浴びせたらしい。


　続けて何度も、何度も、体液の弾だん丸がんは放たれる。


　腰に、胸元に、肩かたに、被ひ弾だん──そこまで殺傷力はないようだが、かなり粘ねん性せいがあるらしく、接せつ着ちやく剤ざいのように貼はりついてとくに顔面のそれが『赫竜』の視力を奪うばう。


「アァァギャァアア!?　何テコトシヤガルッ、アンタ『水蛇』ィイイイ!?　コンナコトシテドウナルカ──アァア!!　何モ見エナイ、クソッ、殺シテヤルゥウウウ!!」


　だが、ただでさえ空を飛ぶのには不慣れらしい『赫竜』は、こちらに狙いをつけられず、やたらめったら火の玉を放って無意味に校舎を破は壊かいするのみ。


　その間に、『水蛇』が素す早ばやくさくらに呼びかけた。


「『百手姫』、あんたは『腐死蝶』を押さえておいて！」


「はいっ」


　さくらが、ぎゅうっと黒姫を背後から羽は交がい締じめにする。あったかい……。と一いつ瞬しゆん思ったがそんな場合ではない、けれど殺意をもって攻こう撃げきすることもできず、黒姫はじたばたと藻も搔がくのみ。


「なっ、おばさま!?　くそっ、放せこらっ！　死にたいのか!?」


「助かりました、『水蛇』」


　さくらが言うと、『水蛇』は肩をすくめて。


「陰おん陽みよう五行説ってわけじゃないけど──あんたじゃ、『赫竜』とは能力の相あい性しようが悪すぎるからね。どんな植物も炎ほのおには燃やされる、でも、あたしの体液……水なら、鎮ちん火かができる」


　子供でも知ってる常識よね、と『水蛇』は微笑ほほえんだ。


『赫竜』は己おのれの顔を覆おおった体液を炎で燃やし、視力を確保して、粗そ暴ぼうに怒ど鳴なった。


「アンタ、裏切ルノ──『水蛇』ィ！」


「事情が変わったのよ。脅迫材料が意味をなさなくなった今、あんたたちに忠誠を誓ちかう義理はない。むしろ、ろくでもない取り引きを持ちかけてきたあんたたちには、はらわた煮にえくりかえってんのよ？」


　物もの哀がなしげな美び貌ぼうに、珍めずらしく怒いかりを宿し、『水蛇』は三つ編みをしごいた。


「あんたたちは、あたしが『百手姫』の義ぎ肢しを弄いじくりいつでも壊こわせると思っていたからこそ、侮あなどって──迂う闊かつに攻撃できた。でも、もちろん彼女の義肢はきちんと調整し、万ばん全ぜんの状態よ。あんたが苦戦したのも当たり前。ま、他ほかにも理由があるんだけどね」


『百手姫』を守るように立ち、長く『大奥』で戦い抜ぬいてきた歴戦の強つわ者ものらしく。


「しばらく、あんたたちを観戦させてもらったわ──『赫竜』、あんたは能力の発動前、必ず出血する。炎はそこから生じている。あたしの体液操作の能力に似ている、あんたは己の血液を炎に変える能力をもってるのね？」


「グッ……！」


『赫竜』が『金獅子』に殴なぐられ、出血した腕うでを突つきだし、その血液を炎に変へん換かんする──だがその直前に、体液は空中に四散し、炎に変じない。


「さっき、あたしが飛ばした体液の弾丸をあんたの身体からだに潜もぐりこませ、あんたの体液を変質させた。もう炎には変換させられないわよ、これは『阿呆鳥』のやりかたを真似まねさせてもらったわけだけど」


　己の体液を『女王蜂』に循じゆん環かんさせ、意のままに操あやつった『阿呆鳥』。


　彼女の命いのち懸がけの戦いを見て、同じ能力をもつ『水蛇』は強くなっていた。


「面おも白しろいでしょう、序列二位のあんたが──最底辺の序列しかないあたしに、煮え湯をのまされてる。『大奥』始まって以来の珍ちん事じじゃない？」


「クソッ、小こ賢ざかシイ真似ヲ……！　アンタミタイナ雑魚ざこガ、調子コイテンジャナイ・ワァ！」


「雑魚にだって誇ほこりがある。あんたたちは、あたしの決して触ふれてほしくなかった大事なところを踏ふみにじった……！」


『水蛇』がつづけざまに体液の弾丸を射出。それは空中で大量の毒液に変化、『赫竜』の身体に被ひ害がいを与あたえる。ものが焼け焦こげる音がして、『赫竜』の全身から蒸気があがった。


「ガアァ……!?」


　同時に、『赫竜』の身体にまとわりついた『水蛇』の体液が鋭えい利りな刃は物ものとなり、『赫竜』を引っ搔かく。出血し、さらにその傷口から『水蛇』の体液が潜りこむ。


　容よう赦しやせず、『水蛇』は全力で能力を行使する。


　彼女は故郷を人ひと質じちにとられている、それでもなお刃向かったということは勝算があるのだろうが──万が一、失敗すれば大事なものを根こそぎ奪われる。


　本気だ、かつてなく──命懸け、以上の決意だ。


「勝ちましょう、『水蛇』」


　さくらの言葉に、『水蛇』はちいさく頷うなずいた。


「ええ」


　そして微笑む。


　それは恐きよう怖ふと絶望に染まった、けれど荒こう野やに咲さいた花のような、かすかな希望が浮うかんだ人間らしく魅み力りよく的な笑え顔がおだった。


「必ずね」
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『銀狼』、おまえに噓うそをついた。


「はぁっ……はぁっ──」


　呼吸を乱しながら、『金獅子』は『大奥』を疾しつ駆くする。夢中になって、ふだんの傲ごう然ぜんとした態度をかなぐり捨てて、周りがぎょっとするような勢いで。


　余よ裕ゆうの笑みは情けなく崩くずれ、能力の多用によって全身を蝕むしばむ倦けん怠たい感から走る様子も喜劇的で、格好悪い。


　そうだ、強くなんてない。


　未練たらしくしがみついて、『大奥』に居残って、老ろう醜しゆうをさらしてきただけだ。


「邪じや魔まだ！」


　あちこちで闘とう争そうをつづけている生徒たちを、押しのけて通る。誰だれもが『金獅子』の雷らい名めいを恐おそれ、近づいてこない。あちこちで小こ競ぜりあいが起き、互たがいを傷つけている。


『金獅子』は、そんな『大奥』を憎にくむ。


　むかし、『大奥』は平和で、愛だけがあった。


　その時代のことを覚えているのは、もう自分と、あとは『絲妃』ぐらいだろう──世界が変わっていくのを認められず、目を逸そらし立ち去る度胸もなく、全国各地の揉もめごとを勝手に解決して正義の味方気取り、己おのれの自尊心を満足させていた。


　いびつな女が、『金獅子』の正体だ。


　おまえに尊敬される、資格なんてない。


「『銀狼』！」


　叫さけび、『金獅子』は足をとめる。


　正面には時計台。『大奥』のすべてが見回せ、だが交通の便の悪さから誰もが立ち寄らぬ、ゆえにこそ『金獅子』たちが本ほん拠きよ地ちとの連れん絡らく通路に選んだ。


　その正面に、『銀狼』は立っていた。


『金獅子』を真似するように、きちんと背筋を伸のばし、背中におおきな包みを背負って──たぶん、爆ばく弾だんだろう。頑がん丈じような彼女はどれだけ大規模な爆ばく発はつのなかからでも生せい還かんできる、ゆえに安全に自爆して将軍や側近を皆みな殺ごろしにできる、それが彼女の計画だ。


『金獅子』は研とぎ澄すまされた視力で時計台の頂点を見み据すえる。硝子壁シヨーケース越ごしに、将軍とその警備のものたちがあちこちを観賞している、双そう眼がん鏡きようで。


　成る程ほど、将軍御ご前ぜん試合を楽しむにはいい場所だが──たとえば時計台の根本を爆弾で吹ふき飛ばされたら、警備など関係ない、みんな高々度から落下して潰つぶれて死ぬ。


　それでも将軍が生きのびていれば、爆弾が直ちよく撃げきしても無傷な『銀狼』が、悠ゆう々ゆうと止とどめをさせばいい。荒あらっぽいが、確実だ──だからこそ、ここで止めなくてはいけない。


「『銀狼』、やめるんだ。お願いだ、私たちは将軍様に可愛かわいがっていただくため、そしてそのお命を守るために存在しているのだ、その命を狙ねらうなんてことあっちゃいけない」


　喉のどがいがいがする、あぁ言いたくない。


「おまえとは、戦いたくないよ──」


　項うな垂だれる『金獅子』に溜ため息いきをついて、『銀狼』は静かに、きれいな発音で答えた。


「その前に、あなたに尋たずねたいことがあります」


『銀狼』は全身が硬こう化かしており、声帯が震ふるえにくいので声に抑よく揚ようがない。ゆえに、ありえない流りゆう暢ちような口調だった。


「おまえも、まさか──あっちの『百手姫』と同じように……」


　愕がく然ぜんとする『金獅子』に、『銀狼』は「種明かしをしましょう」と宣言すると。


　顔を拭ぬぐうような仕草をした。同時に、彼女の全身からぷつぷつぷつっと異様な音とともに尖とがった種が飛びだし、薄うすい葉っぱのようなものが剝はく離りしていく。彼女の表面を覆おおい、また骨格や筋肉を伸しん張ちようし、変形させていた諸もろ々もろのものだ。


　数秒後に、そこに立っていたのは──。


　奇き妙みような桜色の長ちよう髪はつ。意志の強そうな眉まゆ。服装すらも変化し、大奥女学院の制服に両手両足を緊きん縛ばくする革帯ベルト。四本差しの刀、特とく徴ちよう的なその姿を見誤るわけがない。


「『百手姫』」


「わたしの能力は植物操作、そして『水蛇』の協力により特とく殊しゆな植物を育て、活用することができます。あらかじめ準備しておけば、刀に種や球根を封ふう入にゆうし、自在にそれを出し入れして使用できるのですよ」


　地に落ちた種などを丁てい寧ねいに拾い、『百手姫』は太ふと股ももに吊つった試験管にそれを回収する。


「今回用いたのはわたしたちが特別に栽さい培ばいした珍ちん種しゆ『怪人二十面相カメレオンシード』──一種の寄生植物で、己の宿主に選んだ人間の姿を特定のかたちに擬ぎ態たいさせます。肉体を改変し、骨格を歪ゆがめてまでね。ほんの一時的なものですが……」


　こちらの目を欺あざむくには充じゆう分ぶん、ということか。


『金獅子』は歯は嚙がみする。なぜ気づかなかった、画面越ごしだったとはいえ──『銀狼』とは親子なのに。全力で能力まで使ってこの場に駆かけつけたが、もしかしたら、それすらも彼女らの計画で……。


「ま、擬態するのは見た目だけなので、能力などは模も倣ほうできません。ゆえに、安全に自爆はできないし、わたしでは硝子壁シヨーケースを破れません。そのために、今回は爆弾だけを仕し掛かけてさっさと逃にげる予定だったのですが──あちらが苦戦して、あっちの『百手姫』の正体がばれたようですのでね、予定変へん更こうです」


　携けい帯たい電でん話わを取りだし、微笑ほほえむ『百手姫』だった。


　ここにいる『百手姫』が本物、ならばあっちにいたのはやはり──そういえば、あっちの『百手姫』はいちども能力を使わなかった。長丁場の将軍御前試合を生き抜ぬくため、温存しているのだと思っていたが……。


「これはあなたの想像どおり、爆弾です。わたしは序列十位、重火器および火薬兵器の使用がゆるされます。ただ、それに気づいた瞬しゆん間かんにわたしを始末するべきでした」


　風ふ呂ろ敷しき包づつみを片手で握にぎり、『百手姫』は無表情に。


「『銀狼』姐ねえさんなら話せばわかると説得しようとした、あなたの判断は間ま違ちがっています。さて、こういう場合はどうすればいいのでしょうね──ご教授願います『金獅子』先生」


「まんまと一いつ杯ぱい食わされたようだ、まさか姿を変えるとはな」


『金獅子』はむしろ感心していた。


「私のような頭のかたいおばさんには、なまなかには理解できぬ新時代となったようだ」


「過去に埋まい没ぼつしたままでは、置き去りにされるだけ──ということです」


「おまえに何がわかる」


「わかります、あなたの過去──知っていますし、共感もします」


　そういえば、あの『百手姫』に化けていたあっちの誰だれかさんも、そのようなことを言っていた。歯嚙みする『金獅子』に、『百手姫』は胸に手をあてて。


「あなたと同じ立場なら、わたしもきっと──えぇ、『銀狼』姐さんの言うとおりですね。恋こいは、ひとを堕だ落らくさせる」


　指をつきつけ、『百手姫』は糾きゆう弾だんするように。


「『金獅子』、あなたはかつて将軍──豊臣吉刳の最愛の恋こい人びとだった。けれど、高貴な血筋ではよくある、くだらない理由から、冷れい遇ぐうされ本妻と認められなかった」


「子供が産めない」


　それは、血けつ縁えんを重視する社会では、致ち命めい的てきな欠点になる。


　愛があっても、無意味だ──血を後世に繫つなげないなら、将軍の妻になる資格なし。


『金獅子』は能力のために子供を宿せない。この能力は我が身を傷つけるものに対して自動的に発現する。ゆえに痛みをともなう性せい行こう為いが、出産が、危険なことと判断されて──巧うまくできないのだ、何度も試ためしたがすべて失敗した。


　だからこそ。


「『銀狼』姐さんを拾って、養子にし、自らの子供とした」


『百手姫』の言葉に、『金獅子』は項うな垂だれた。


「そう、周りを騙だまし──吉刳さまとの子供だと偽いつわり、あの子を次の将軍にしようとした。おぞましい女だろう、そのために拾ったのだ。親を亡なくし啜すすり泣ないていたあの子を政策の道具にしようとしたのだ、愛などではなかった」


　だから『銀狼』、怨うらんでくれてよかった。愛してなどくれなくても──。


『金獅子』は自分を母と慕したってくれる可愛かわいいあの子の気持ちを、運命を踏ふみにじり、裏切った卑ひ劣れつな女なのだから。


　頭を抱かかえ、心の痛みを堪こらえている『金獅子』に、『百手姫』は淡たん々たんと。


「けれど、また状じよう況きようが変わったのですね」


「そこまで知っているなら、話は早い──そう、『絲妃』のことを話さなくてはいけない」


『絲妃』とは、同時期に『大奥』へやってきた、いわば同どう僚りようだった。


　今の彼女からは想像できないが、当時の『絲妃』は気弱で、いじめられていて──能力もちっとも上手に使えず、役立たずの烙らく印いんを押されていた。


『金獅子』は楽しい『大奥』を愛していたから、そのように爪つま弾はじきにされている彼女を見ていられず、何度も助けるうちに親しくなった。


　だが、それが間違いだった。


「あいつが、ある日──言ってきたのだ、私でも子供を産める方法があるかもしれない」


　それは、まさに悪あく魔まの誘ゆう惑わくだった。


「あいつは、あらゆる糸を操あやつる。ＤＮＡ、と言ってもわからんか──生物の基本情報が刻まれた設計図を、情報の束をすら、あいつは意のままにできると言った。私の身体からだからそれのみを取りだして、吉刳さまのものと混ぜあわせる。いわば人工授精、と異国では呼ぶらしい方法を試すことにしたのだ」


　虚うつろな表情で、半笑いで、『金獅子』は語った。


「当時、『絲妃』はまだそこまで能力を上手に扱あつかえなかった──ゆえに、何度も試した。友人『絲妃』が見守る横で、将軍の寝しん室しつで、何度も、何度も……。恐おそるべき、魔ま術じゆつの儀ぎ式しきのようだった。どうやれば成功するのか誰にもわからぬ未知の技術だ、あらゆることを試した、私は必死だった──」


　悪夢を見るかのように、血の気を失った顔で。


「やがて子供ができた」


　産まれた、とは表現しなかった。


「『絲妃』がどこからか用意してきた肉人形に──生きた肉の糸で編まれた人間のような何かに、私と吉刳さまの遺伝子を注入。人工的な胎たい児じをつくった。胎児は成長しながら周りの肉を吸収し、栄養として、すくすくと育っていった」


　あくまで主体は『金獅子』と吉刳の遺伝子情報、肉の糸はその保護膜まくであり、苗なえ床どこであった。今から思うとあの肉の糸の材料は、『絲妃』をいじめていた生徒たちだったのかもしれない──同時期に彼女らは姿を消したのだ。


　おおくの犠ぎ牲せいをだしながら、執しゆう念ねんの果てに、赤ん坊ぼうは命を授さずかった。


「その赤ん坊こそが──」


「将軍家第一子、豊臣秀影さまですね」


『百手姫』の言葉に、『金獅子』は項垂れたまま。


「つまり──」


　今さら、その資格はないかもしれないけれど。


「あの子は、豊臣秀影は私の子だ」
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　将軍家第一子は人工授精で産まれた。


　その事実は将軍家の秘史、最重要機密としてごくわずかな人間──それこそ当事者などしか知らぬ、禁断の記録だった。だが、強大な権力をもつものが、情報収集の専門家の協力を得れば手にいれることも不可能ではないものだ。


　つまり、将軍家第一子であり、専門家『腐肉食堂ハゲタカ』の協力を得られる、秀影本人ならば。


『百手姫』たちがこちらの過去を知っているのも、秀影の協力を得ていたからだ。


　先日、彼が性教育の授業の直前に現れたとき──『金獅子』は、思わず抱だきしめてしまいそうだった。その資格はないのに、けれど未練たらしく授業に協力させたりして、我ながら浅ましい。


「私の子！　可愛い、私の秀影──けれど、その命は『絲妃』に握にぎられている！」


　秀影の出産に、『絲妃』を関かかわらせすぎた。


　どこまでが自分たちの愛の結けつ晶しようで、どこからが『絲妃』の能力の産物だか、『金獅子』には判別できない。


「秀影の肉体の多くはいまだに『絲妃』の肉の糸でできている、可能性が高い──ゆえに、あいつは『絲妃』の能力をとくに受けやすい」


『絲妃』の能力は一見、万ばん能のう無敵だが──非常に扱いが難しい。『絲妃』は何度も人体実験を繰くりかえし、その精度をあげているようだが。


　他人の脳神経などを支配し、自在に動かすのは、秀影のように能力の効果を受けやすいものだけだろう。おそらく、『絲妃』の娘むすめである黒姫も、脳の操作をされるぐらいに能力が作用しやすい、もうすでに何か仕込まれているかもしれない。


　完成すれば、向かうところ敵なしの、恐るべき能力──それが糸使いだ。


　脳神経の完全操作、『絲妃』がその極きわみに達するまでに殺さねばならない。


「私は、愚おろかにも『絲妃』の悪意に気づかなかった。あいつを心の友とまで呼んだ、そして育っていく秀影と、愛する吉刳さまと、幸せな生活をつづけた」


『金獅子』は当時の自分をぶん殴なぐってやりたい。でもそれは『金獅子』にとっていちばん満ち足りた日々だったのだ、すべてが失われるまでは。


「私は『絲妃』に『大奥』序列一位の地位を預け、子育てに専念した。実務の一いつ切さいを任せたのだ。そして、秀影がよちよち歩きをするようになって、ようやく余よ裕ゆうができたころ──『大奥』に戻もどった私が見たのは、暴君と化した『絲妃』の姿だった」


　気づくのが遅おそすぎた、あまりにも。


「『大奥』は少女たちが殺しあう愁しゆう嘆たん場ばと化していた。『絲妃』を止めようとしたが、まだあいつを親友と思っていた私はあいつを信じようとして──一方的に攻こう撃げきされ、敗れた。大おお怪け我がを治ち療りようし、『大奥』に戻ったときにはもう、取りかえしがつかなかったよ」


『大奥』の太陽だった『金獅子』は地に墜おちて、夜よ闇やみの時代が始まったのだ。


「赤ん坊だった秀影は奪うばわれ監かん禁きんされ、吉刳さまも操作され『絲妃』の従順な召めし使つかいのようになった。私はいつのまにか本妻の地位を失い、『絲妃』がその場に居座っていた。家族も、友も、地位も、名めい誉よも、愛したものたちも、すべて奪われたのだ」


「今からだって、取り戻せます」


『百手姫』が、力強く言った。


「諦あきらめないでください、『金獅子』──あらためて言います、ともに戦ってください。あなたには、『絲妃』に復ふく讐しゆうする正当な理由がある。あいつの暴挙をゆるしてはいけません」


「私にその資格はない、『絲妃』の悪意を見み抜ぬけず、放置した──私のせいで何人死んだと思う？　『絲妃』と戦いたくない、怖こわい、嫌いやだ……私はもう奪われたくない！」


「この、臆おく病びよう者!!」


　吼ほえて、『百手姫』が『金獅子』の頰ほおを張った。


　殴ったほうが痛そうな、いまにも泣きだしそうな表情だった。


「『金獅子』なんて偉えらそうな名前が聞いて呆あきれますよ、『～たくない』ばっかりで──あなたは駄だ々だっ子ですか！　『大奥』最年長のくせに！　いいえ、子供のわたしたちですら愛のため未来のために戦ってる！　あなたは教師で、母親でしょうが!!」


「………！」


　顔をあげた『金獅子』の双そう眸ぼうから、涙なみだのつぶが零こぼれて、きらりと輝かがやいた。


「ここで格好つけないでどうするんです、落らく胆たんさせないでください──」


『百手姫』は必死だった、それは彼女も大事なものを賭かけているからだった。


「『銀狼』姐ねえさんが今どこにいると思います？」


　そうだ、時計台に向かっていた『銀狼』は『百手姫』が化けた偽にせ者ものだった、本物の『銀狼』はどこにいる？


「この時計台にいる将軍は偽者だとわかってます、あの警けい戒かい心しんの強い男がそう簡単に衆目に姿を晒さらすわけがない──あれは影かげ武む者しやです。けれどわたしたちは将軍のほんとうの居場所を、確実な情報として得ています」


　胸に手を当て、必死に訴うつたえてくる。


「おそらく、その場には将軍だけでなく──姿を見せない序列一位『絲妃』がいるでしょう、『銀狼』姐さんは彼女を突とつ破ぱして将軍の命を狙ねらうつもりです」


「無理だ、勝てない──殺されるぞ」


『金獅子』は青ざめて、よろめき、首をぶんぶん振ふった。


　まさに、怯おびえる子供のように。


「『銀狼』の能力は『絲妃』と相あい性しようが悪い、嬲なぶり殺しにされてしまう」


「それを理解してるなら、こんなところで何をぼうっとしてるんですか!!」


『百手姫』が『金獅子』の胸むなぐらを摑つかみ、顔を近づけて怒ど鳴なった。


　涙が、その麗うるわしい頰を伝って落ちていく。


「お願いします、『銀狼』姐さんを助けてください。あなたにしか、できないんです──戦って、『金獅子』。あのとき、『銀狼』姐さんを抱きしめて言ったことが噓うそじゃなかったと信じさせて！」


　──愛しているよ、誰だれよりも。


　──私の娘むすめはおまえだけ、おまえだけ……。


「…………」


　過去の自分に叱しつ責せきされているかのようだった。


　頭をぶん殴られた気分で、『金獅子』は長く沈ちん黙もくすると、深く息を吐はいた。


　顔をあげたそのとき、すでに表情は誇ほこり高い母親のそれだった。


「私はまた、大事な子を『絲妃』に奪われるところだった──」


　生徒に教わるとは、教師失格である。


「『百手姫』、気合いをいれてくれ──私を殴ってくれ、頼たのむ」


「はいっ」


　ぜんぜん躊ちゆう躇ちよせずに、『百手姫』がむしろ嬉うれしそうに拳こぶしでぶん殴ってきた。


　だがその一いち撃げきは『金獅子』の身体からだを素す通どおりし「おわっ!?」と体勢を崩くずして『百手姫』は蹈鞴たたらを踏ふみ、怨うらめしそうにこちらを見てくる。


「うむ、能力はまだ使える──今日の私は絶好調だ。わははははは」


　胸を張って高笑いしてから、『金獅子』は真顔で、この尊い少女を見み据すえて。


「ありがとう、『百手姫』。長い悪夢から解き放たれたかのようだ」


　太陽のように笑った。


「何ができるかは、わからぬ。期待してくれるほどには、私は強くない。無む駄だ死じにするだけかもしれぬ──『絲妃』は残ざん忍にんで、強大、ほぼ無敵の能力者だ。だから、もし私と『銀狼』が戻もどらなかったら、そのときは……」


『百手姫』の肩かたを摑み、託たくすように。


「秀影とともに、この『大奥』から逃にげろ。ふたりで、幸せに暮らすのだ。あの子を頼む、『百手姫』──ううん、さくら、どの」


『百手姫』の本名を呼び、かつての恋こい人びと、吉刳との逢おう瀬せを思いだして。


「私たちのようには、なるな。すべてを手にいれなくてもいい、奪うばわれてもいい。けれど、愛した男と添そい遂とげる、未来だけは手て渡わたしてはいけない」


「はい、先生」


『百手姫』が答えた、その呼こ称しようを、何だか生まれて初めて聞いた気がして。


　面おも映はゆくて、『金獅子』は苦く笑しようした。


「私は、すべてを奪われたわけではなかったのかもしれない。おまえに何かを手渡せたのなら、こんなに光栄なことはない。……私は『銀狼』を助けにいく。おまえも、おまえの大事なものを守るためにゆくがよい」


　意識を集中し、能力を発動。


「『大奥』序列四位、『金獅子』──押っ取り刀でいざ参るぞ」


　瞬しゆん間かん移動。


　目指すのは、『銀狼』のもと──場所を聞かなくても、今ならわかる気がした。


　ずっと足あし踏ぶみをしていた『金獅子』は、前へと踏みだしたのだ。
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　悲劇は、その直後に起きた。
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　嫌いやな予感がする。


　それは、嗅きゆう覚かくを刺し激げきする、かつてどこかで体験した不気味な臭においが大元だ──鼻をつく、これは人間が燃える嫌な臭い。


『金獅子』を見送ったさくらは、ひとまず爆ばく弾だんを時計台に仕し掛かけて（おそらく影武者だろうが、本物である可能性も零ぜろではない。それを確かく認にんしたら爆ばく破はするつもりだ）、大急ぎで仲間のもとに駆かけつけることにした。


　将軍暗殺は『銀狼』と『金獅子』に任せればいい、問題は『絲妃』に心しん酔すいし彼女と常に行動をともにする大量破は壊かい兵器のような女、『赫竜』だ。


　彼女を釘くぎ付づけにして、敵の戦力を分断すれば、『銀狼』の負担が減る。


『金獅子』が援えん護ごしてくれるなら勝率はあがるが、絶対ではない──敵は仮にも『大奥』最強だ。早く援護に行きたいが、『赫竜』もたやすい相手では決してない。


　いまは『水蛇』が奮戦してくれているようだが、序列がちがいすぎる、不安だった。


「まったく、何でわたしの周りには無む茶ちやするひとばかりが──」


　類は友を呼ぶ、という慣用句を頭から追いだして、さくらは疾しつ走そうする。


「無事でいて、みんな……！」


　能力を使用し、常に靴くつ裏に自ら動く苔こけを発生させ、廊ろう下かを滑すべるように移動。あまり体力を消費したくないが、今は一刻を争う。常人にはありえない速度で、最後に『水蛇』から連れん絡らくがあった場所へと向かう。


　近づくにつれて熱気と、破壊された校舎の破は片へんが目立つようになってくる。


　逃げてくる生徒たちとも何度もすれちがった──みんな、心底から怯おびえている。災害現場の避ひ難なん民みんみたいだ、いったい何が起きているのだろう。


　曲がり角を折れて、さくらはついに、その現場に辿たどりついた。


　ほとんどすべてが崩ほう落らくし、校舎の鉄骨が剝むきだしになっている。丈じよう夫ぶな硝子壁シヨーケースがすべて粉ふん砕さいされ、足あし下もとは透とう明めいな破片でいっぱいだ。中ちゆう途とから分断された廊下。まず最初に目についたのはへたりこんだ豊臣黒姫と、彼女を守るように身構えているもうひとりのさくら──珍ちん種しゆ『怪人二十面相カメレオンシード』で擬ぎ態たいした仲間だ。


　中途から焼け落ちた廊下の向こうは、地じ獄ごくそのものだった。


　あるいは、溶よう鉱こう炉ろだ──ぐつぐつに煮にえたぎった、とろけた鉄骨やコンクリートがあぶくを放ちながら充じゆう満まんしている。何をどうすればこうなるのだ。そんな紅ぐ蓮れんの炎ほのおのいちばん奥、溶よう岩がんの底に、その女は立っていた。


　魔ま女じよの尖とがり帽ぼう子しは脱ぬげ、いつも三つ編みにしている髪かみもほどけている。全身が煤すすだらけで、身にまとっている耐たい熱ねつ外套マントも焦こげて徐じよ々じよに面積を失っていく。


　ほとんど全ぜん裸らのような肢し体たいを、惜おしげもなく晒さらし、そいつは全身から発火していた。


『大奥』序列二位『赫竜』──さくらの、憎にくむべき仇かたき。


「ヒャハハハハハハハハハハ」


『赫竜』はひび割れた声で笑う、そのたびに周りの溶岩が沸ふつ騰とうし、弾はじける。


「面おも白しろイ冗じよう談だんダッタワァ、最底辺ノ序列ノヤツガ、コノ『赫竜』ヲ打チ破ル──陳ちん腐ぷナ三流芝しば居いナラ、アリエル筋書キダッタカモネ。デモ残念、ココハ現実、圧あつ倒とう的強者ニ雑魚ざこハ食イ散ラカサレルダケ。ネェ『水蛇』、アタシヲ誰だれダト思ッテタノ？」


　その片かた腕うでが、ぐったりした『水蛇』の喉のど元もとを摑つかんでいる。彼女の全身は酷ひどい有様だった。炎で焼かれ、丈夫な『大奥』の制服が焼け焦げている。白目を剝き、半ば意識を失っているようだ。体液操作の能力で周囲の熱を中和し、何とか堪こらえているようだが──。


「デモ褒ほメテアゲル、アンタナンカニ奥ノ手ヲ使ウコトニナルトハネ。コレヲヤルト周リノ被ひ害がいガ増エスギテ姉様ニ怒おこラレルシ、体力使イ果タシテシバラク動ケナクナルノ」


　ぐぎぎ、と指先にちからをこめ、『赫竜』は『水蛇』の真っ白な喉のどを圧あつ迫ぱくする。


　その両目には怪かい気き炎えんがあがり、本気の殺意が宿っていた。


「ネェ、境界線フレーム問題ッテノ知ッテル──アタシノ生マレ育ッタ異国ジャア教科書ニモ載ッテルンダケド、要スルニ機械工学ノ専門用語ナンダケド」


　余よ裕ゆうげに、講こう釈しやくを垂れている。


　さくらは『水蛇』の悲ひ惨さんな有様に怯え、彼女の名前を呼んで飛びこもうとしたが、もうひとりの自分に背後から抱だきかかえられる。そう、溶岩のなかに飛びこむのは自殺行こう為いだ、だが黙だまって見ているなんて──。


「タトエバ『机ノ上ニ乗ッタ皿ヲ手ニトル』、人間ハ当タリ前ノヨウニコノ作業ヲ行ウ。ケレド、機械ニハ『ドコマデガ机デ、ドコマデガ皿カ』ガ判断デキナイ。皿ハヒトツヒトツ形状ガ異ナル。ソノスベテヲ記録シテナイト『皿』ヲ判別デキナイ。人間ハ『漠ばく然ぜんト、皿ッポイモノ』ト区別デキルンダケドネ？」


　何の話をしてるんだろう、さっぱり理解できない。


「アタシモ同ジナノヨ──アタシノ能力ハ『アリトアラユル物質ヲ炎ニ変ジサセ、操あやつル』トデモ規定シマショウカ。何デモ炎ニデキルノ。床ゆかモ、壁かべモ、人間モ、何デモヨ、触ふれレタモノハ何デモ……ケド能力ノ制せい御ぎよガデキナクテネ、境界線フレームヲ引ケズニ、本当ニ周リニアル何モカモヲ燃ヤシ尽クシチャウノ」


　触ふれたもの、すべてを燃やす。


『赫竜』にそこまで能力がつづけば、おそらく、この惑わく星せいすべてをだって──世界を滅ほろぼせる、大量破壊兵器のような女。その表現は、まさに正しかったのだ。


　これまでは、己おのれを抑よく制せいしていた──手加減していたのだ。


　けれど、『水蛇』はそんな彼女の本気を引きだしてしまった。


「普ふ段だんハ、体液トイウ、明確ニ『自分ノモノ』ダトワカルモノヲ燃ヤシテルノ。アンタノ推測ハ的外レ。アンタガ弱点ダト思ッテ触レタトコロハ、アタシノ逆げき鱗りんダッタノ・ヨォ？」


「こっ、こんな能力……強すぎる、あるわけがないっ──」


『水蛇』が呻うめき、己に触れた『赫竜』の指先で燃やされようとしているのか、肌はだから黒い煙けむりをあげている。必死で体液を操作し、冷気や水分で鎮ちん火かしているようだが、長くは保もたないはずだ。


「水ガ、蒸発スルミタイニ──時トシテ、炎ハ水ヲ駆逐スル。子供デモ知ッテルワヨネ？」


　揶や揄ゆするように、『赫竜』が言った。


「『水蛇』ぃ！」


　叫さけぶさくらに、ようやく気づいたのか──こちらが二人いる異常な状じよう況きように、どちらかが擬態だと見破ったのか、『赫竜』は興味深そうな顔をしながら。


「アラ、『百手姫』──不思議ナコトニナッテルノネ、アンタハ後デ始末シテヤルカラ黙だまッテ見テナサイ・ヨォ」


『水蛇』も、こちらに視線を向けて、ちからなく笑った。


　もはや限界なのだろう、その瞳ひとみに活力はなく、全身はだらりと垂れさがっている。


「ごめん、『百手姫』──ドジ踏ふんじゃった。やっぱり、無理はするもんじゃないわね。逃にげなさい、あんただけでも……」


「『水蛇』、いやっ──ううっ!?」


　吹ふきあげてくる熱気だけで、さくらは怯ひるむ。燃焼、その能力はあまりにもさくらと相あい性しようが悪い、だがそんなことを言っている場合ではない。


『水蛇』が殺されてしまう。


　高温の地獄、さくらは覚えている。また、あのころみたいに──自分の無力さゆえに、大事なひとを失うのか。故郷の人々のように、また助けられないのか。


　そばにいる、もうひとりの『百手姫』が銃じゆう弾だんを狙ねらい撃うつ。さくらも遠えん距きよ離り攻こう撃げき用の植物を伸のばす。だが恐おそるべきことに弾だん丸がんも何もかも『赫竜』に触れると同時に炎えん上じようする。


　攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよ。


　あんな化け物、どうすればいい。


「ねぇ、さくら」


『水蛇』が、瀕ひん死しとは思えないきれいな笑え顔がおで、さくらの本名を呼んだ。


　とても、珍めずらしいことだった。


「不思議ね、故郷にはさぁ──弟や妹がいっぱいいて、そのお世話だけであたしの青春時代は潰つぶされちゃいそうで、お姉さん扱あつかいされるのが大だい嫌きらいだった。でも、『水みず鳥どり』や、あんたや『銀狼』に世話を焼かされてるとさ、何だか嬉うれしくて……」


『阿呆鳥』のかつての名前を呼び、思いだすように、遠い目をして。


「放ほうっておけなくて、妹みたいで──あったかくて、心地ここちよかった」


「『水蛇』！」


　名前を呼んだが、もう聞こえていないようだった。


　灼しやく熱ねつのなかで、『水蛇』は独り言のように。


「さくら、その名前みたいに、儚はかなく散っちゃだめよ。ぜんぜん、きれいなんかじゃない。生きていくのよ、泥どろ水みずを啜すすっても──あたし、あんたたちのこと、好き」


　その双そう眸ぼうを、彼女の最後の体液が、涙なみだが覆おおった。


　生きたい、生きたい、と必死で叫んでいるかのようだった。


「ほんとうに、自分でもびっくりするぐらいに──とてもとても、大好き……」


「遺ゆい言ごんハ終ワッタ？」


『赫竜』がぼやいて、もはや指先すらも動かない『水蛇』に顔を近づけていく。さくらが「やめて！」と金切り声をあげたが、聞いてくれるわけがない。


　高温をまとった『赫竜』の指先が、たやすく『水蛇』の背中にまわされる。制服が燃えるというよりは溶とけて、『水蛇』の肌が露あらわになる。もう片方の手で、『水蛇』の顎あごを固定し、どこか官能的に──。


　魔ま女じよは、『水蛇』のくちびるに吸いついた。


「むぐう!?」


『水蛇』の両手が暴れる。だが無視し、『赫竜』は彼女を抱だきよせ、熱ねつ烈れつにくちびるを重ねる。身体からだの内部に、『水蛇』の生命線──体液に、直接高熱を浴びせている。


　体内から炙あぶられ、『水蛇』が白目を剝むき、全身から血色の蒸気を噴ふきだした。


　恍こう惚こつとした表情で、生気を吸うように、『赫竜』は楽しんでいる。


「『水蛇』、『水蛇』──姐ねえさん!!」


　さくらは、自然とそう呼んでいた。思いだす、両手両足を失った自分に義ぎ肢しをつけ、訓練を手伝ってくれた、面めん倒どうくさそうだったけど。弱音を吐はくと叱しかって、そのあと抱きよせてくれた。幼いころに死に別れた、お母さんみたいだった。


「姐さん！　姐さん！　やだぁ、姐さぁん！」


　背後から羽は交がい締じめにされたまま、さくらは叫んだ。もっと早く呼ぶべきだった、すでに家族のようだったのに──もう、聞こえているかどうかもわからない。


　短い静せい寂じやくのあと、『赫竜』は『水蛇』をその場に無造作に放り捨てる。


　ぺろり、と舌なめずりをすると。


「死ンダ・ワヨォ？」


　呆あつ気けなく言った、さくらの全身からちからが抜けた。


　うつ伏ぶせになった『水蛇』の身体が、炎ほのおに炙られていく。火か葬そうされていく、さっきまで生きて動いていたのに。


「あああ……」


　さくらは滂ぼう沱だと涙を零こぼして、もうひとりの自分を突つき飛ばすと、四本の刀を同時に抜ばつ刀とうした。もう何も考えられない、視界が真っ赤に染まっていく。


「あああああああ……！」


　ぷつん、と脳が理性のすべてを手放した音がした。


　切れてしまった、完全に。


「あんたは、あんたはまた──っ!!」


　飛びだそうとした刹せつ那な、武器を帯びたさくらに命いのち懸がけでもうひとりの自分がしがみついてきた。殴なぐった。けれど、放してくれなかった。


「だめだ、『水蛇』さんの遺志を無む駄だにするな！　あのひとは『逃げろ』って言ったんだぞ！」


「ううう、うううううう……!!」


　さくらは唸うなる、喉のどがひりひりする、涙が馬ば鹿かみたいにでる。こんなに苦しいなら、特とつ攻こうして死んでしまいたい、消えてなくなってしまいたい──こんな役立たずな自分なんて！


　鼻はな汁じると涙を零こぼし、みっともなく暴れて、やがて項うな垂だれた。


　激しい怒いかりが通過したあと、残ったのは哀かなしみと虚きよ脱だつ感だった。


　腰こしが抜ぬけて、さくらはその場に膝ひざをついた。


「み、ず、『水蛇』ぃ……」


　呻うめくさくらの背後、もうひとりの自分が力強く抱きしめてくれている。さくらは、そんな偽にせ者ものの擬ぎ態たいを解除し、『怪人二十面相カメレオンシード』の種を回収する。合流してしまったからには、もう周りを偽いつわっている意味はない。


　それに、自分自身よりも、このひとに抱きしめてもらいたかった。


　現れたのは、精せい悍かんな──顔の火傷やけどを除けば、爽さわやかな好青年だった。いまは苦く渋じゆうに顔を歪ゆがませ、それでも必死にさくらを支えてくれている。


　将軍家第一子、重い運命を背負った若者──豊臣秀影だ。


　もう見ているだけは嫌いやだ、何かをしたい、そんな秀影の主張が今回の作戦をかたちづくった。『大奥』の生徒ではない彼は他ほかの勢力にとって予想外の伏ふく兵へいだ、彼を将軍御ご前ぜん試合の間のみ『大奥』内部に侵しん入にゆうさせ、『怪人二十面相カメレオンシード』で擬態させた。


　ゆえに、彼は『腐肉食堂ハゲタカ』の協力を得て校舎のあちこちに武器を忍しのばせられたのだし、銃じゆうを何度撃うっても腕うでが引っこ抜けることもなく、訓練を受けた彼は銃じゆう器きの扱あつかいに優すぐれていた。


　ただし、さくらの能力は使えなかった──。


　彼と、さくらが陽動して、『銀狼』が将軍暗殺を成し遂とげる時間を稼かせぐ。人数がひとり増えれば、単独行動する『銀狼』がいなくなっても誰だれも不ふ審しんには思わない、むしろ『銀狼長屋』のものは全員所在がわかっていると、敵を油断させることができる。


　けれど、計画は完全に予定通りとはいかなかった──『水蛇』が、死んでしまった。


　だが、項垂れている暇ひまはない。


『赫竜』は連戦と奥の手の発動により疲ひ弊へいしているようだが、それでも充じゆう分ぶんに脅きよう威いだ。


「『金獅子』が『銀狼』姐さんの援えん護ごに向かいました、わたしは『赫竜』を引きつける」


　自分の役割を口にだし、さくらは立ちあがる。涙なみだの跡あとが残る敗残兵のような表情で。


「逃にげながら、泥どろ水みずを啜すすりながら、あいつの注意を引きつづける」


『水蛇』の言葉を反はん芻すうしたさくらに、秀影も頷うなずいてくれる。やることは決まった、あとは最善を尽つくすだけだ──と思われたが。


　忘れていた、『水蛇』の死という深刻な事態が、注意不足を招いた。


「あ、れ……？」


　すぐそばで、ちいさな声がした。


　見ると、そこに──全身の背骨を抜かれたかのように、ふにゃりと膝をついた、血の気を失った豊臣黒姫がいた。


「あに、じゃ、うえ……？」


　ぺたぺたと己おのれの頰ほおに触ふれて、目を白黒とさせている。


「あれ、『百手姫』が兄者上……？　これまで、化けていた……？　黒が、黒が、『大奥』で何をしてきたのかも、『腐死蝶』という名前も……聞かれ、聞かれて──」


　しまった、さくらは心からそう思った。


　大失敗だ。


　秀影の姿を元に戻もどすべきではなかった、自分の心の弱さゆえにそんな軽々しい真似まねをしてしまった。先ほどまでのさくらは秀影の擬態だった、ゆえに妹である黒姫を必死に守っていた。だがそのなかで交かわされた会話が──行こう為いがあったのだろう。


　黒姫が、たぶん、必死に隠かくしてきた後ろ暗いものも。


　すべてが、知られてしまった──と、彼女は理解したのだ。


　さくらは、それを悟さとる。


「え……う……あ……？」


　それは、幼い黒姫には耐たえられない事実だった。


　彼女はかんたんに白目を剝むくと、後ろ向きにふらりと倒たおれて、失神した。


「黒姫──」


　悔くやむように、秀影が妹の名を呼び、手を伸のばした瞬しゆん間かんだった。


『大奥』のすべてが震しん撼かんした。


　上下に揺ゆさぶるような、ありえない衝しよう撃げきだった。その震しん動どうにすでに限界だったこの廊ろう下かは崩くずれ、さくらも秀影も気絶した黒姫も宙に放ほうりだされる。


　慌あわててさくらは刀の一本から蔓つる植物を放ち、突つきでた鉄骨に絡からめ、宙ちゆう吊づりになる。同時に「秀影さま！」と手を伸ばして愛いとしい相手の手のひらを握にぎった。


　だが、そこまでだ。


　秀影が黒姫に必死に手を伸ばしたが、その前に、例の炎ほのおを噴ふん出しゆつして空を飛ぶ方法で『赫竜』が飛来してきた。彼女は何かを本能的に察したようにあらぬ方向を見ており、焦しよう燥そう感かんに駆かられていたようだが、いちばんに黒姫の身体からだを抱きとめた。


　すでに触れたものすべてを燃やす奥の手は引っこめたのだろう、黒姫が燃えることはないが、こちらに火の玉を放ってくるので近づけない。


「『生キロ』ッテノガ姉様ガアンタニ与あたエタ命令ヨ──アタシハソレヲ果タスダケ。クソッ、姉様トノ連れん絡らくガ途と絶だエタ……姉様ァ、イマ駆かケツケル・ワァ!!」


　そして、こちらに目もくれずに、瓦が礫れきの群れのなかを器用にすりぬけて飛んでいってしまった。さくらは追おうとしたが、こんな状じよう況きようではどうしようもない。舌打ちし、蔦つたをもうひとつ伸ばして『水蛇』の亡なき骸がらを回収──。


　抱だきよせて、崩ほう壊かいしていく『大奥』のなか、ありえないものを見た。


　巨きよ大だいな質量が落下してくる。次々と、段階的に。それはおおきな四角い塊ブロツクだ──顔をあげると、常に『大奥』の天てん井じように貼はりついていたあの『獅子宮』が、ぼろぼろと剝はく離りし、落ちてきているのが見えた。


　先ほどからの震動はあれが理由だ。いったいどうして『獅子宮』が……？


『獅子宮』は『金獅子』の能力で天井に貼りついているという話だった、彼女に何かがあったのか──？


　考えている余よ裕ゆうはない、『獅子宮』の落ちてくる方向はこちらへの直ちよく撃げき進路コースだ、避ひ難なんしなくてはいけない。


「なぜ……どうして、こんなことに──」


　さくらは姉のようだった優やさしいひとの亡骸と、愛しい青年の手のひらを抱きよせて、崩壊していく『大奥』を逃げまどうしかなかった。


　何もかもが、失われていく──。




　第五幕　少女時代　くものいと
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　敵は大阪城にあり。


　与あたえられたひとつの重要な情報と、将軍御ご前ぜん試合におけるすべての要素が、そう叫さけんでいるようだった。念のため『大奥』内部で目もく撃げきされた将軍（こちらは影かげ武む者しやだと思われるが）にも狙ねらいをつけたが、本命はこちらだ。


「…………」


『銀狼』はむくれた子供みたいなへの字口で、静かな城じよう郭かくを見あげている。


　一いつ瞬しゆん、仲間たちを心配して未練ありげに『大奥』のほうを眺ながめたが、自分も他人を心配できるほど余裕があるわけではない。


　すぐに、己の役目を果たすべきだと正面に向き直る。


「ゆくか」


　誰だれもが将軍御前試合に夢中になっているうちに、『銀狼』はこっそりと己おのれの体重を限界まで増やし、地面のなかをずぶずぶと歩いて移動──『大奥』を抜け、大阪城本丸にまで辿たどりついていた。


　正面は門番が固めているので、てきとうな位置の壁かべを抵てい抗こうなくぶち抜ぬいて侵しん入にゆう。『銀狼』を前にあらゆるものは妨ぼう害がいにすらならない。


　くんくんっ、と鼻を鳴らし──「うえか」と真上を見あげて、階段を登っていく。


　足取りには迷いがなかったが、不意に、無視できぬ存在感をおぼえる。『銀狼』は足をとめ、そちらへ向かった。『絲妃』が現れたのかと思ったのだ。


『銀狼』の目的は将軍暗殺だが、必ずその妨害をしてくると予想されているのが『絲妃』だった。まず彼女を潰つぶしておくのもいい──と思ったのだが。


「む？」


　辿りついた大広間に立っていたのは、『絲妃』ではなかった。


　無数の、仁に王おう像の吽うん象のみがやたらと並んだ、異様な広間。何かが欠けたような、違い和わ感かんが充みち満ちている。薄うす暗ぐらいなか、純白の死に装しよう束ぞくをまとった彼女はよく目立った。凍こごえるような美び貌ぼうと、おでこから生えた鋭えい利りな刃やいばのごとき角。


　両手には骨か何かでつくられたのか、不気味に白い鎖くさり鎌がま。


「なるほど」


『銀狼』は納なつ得とくして頷うなずくと、くるりと彼女に──『一本角』に背中を向けて。


「おぬし　で　ござったか。すまぬ　ひとちがい　で　ござる。おぬし　には　おんぎ　が　ある。じゃま　を　しなければ　あらそう　りゆう　なし」


「お待ちなさい」


『一本角』は意を決したように、そんな『銀狼』を制止した。


「大阪城への不法侵入者はすべて討うつようにと命じられております。でも、それがあなたなんて──おおきくなりましたね、『銀狼』」


「そうか？」


『銀狼』は振ふり向くと、尻しつ尾ぽ（？）をぱたぱた揺ゆらして嬉うれしそうに。


「せっしゃ　いつまでも　せ　が　のびぬ　が？」


「心構えが──でございます」


　純白の麗れい人じんは溜ため息いきをつくと、疲つかれたように。


「ちいさな『銀狼』までも己の夢のため未来のために戦おうとしている、わたくしは──いったい何をしているのでしょうね」


「いまから　でも　おそくない」


『銀狼』は胸に手をあてて。


「さくら　の　すきな　ことば。いつも　せっしゃ　の　せなか　を　おしてくれる」


　真しん摯しに。


「みな　が　たたかってる。この　さむい　じだい　を　おわらせるために」


「そんなこと、ほんとうに可能だと思っておりますか？　革命クーデターなど──あなたは、『絲妃』の恐おそろしさを知らないから……」


『一本角』の顔が歪ゆがみ「ぐひい」と奇き声せいをあげて、頭を抱かかえる。全身が痙けい攣れんし、神経が乱れているのか大量の脂あぶら汗あせを流す。あきらかに様子がおかしい。


「ごめんなさい、わたくしは心を折られている──あなたと戦うしかない。罵ののしってくれて構わない。『銀狼』、あなたが眩まぶしく見える」


　かつて『金獅子』が口にしたのと同じ言葉を、彼女の腹心だった女はつぶやいた。そして手にした鎖鎌をぶん回し、遠えん慮りよなく放ってくる。


　獰どう猛もうな速度で飛来する鋭利な鎌かまを、『銀狼』は身体からだの硬こう度どをあげて受けようとしたが、すぐに思い直して避よけた。


　壁が抉えぐられ、水に触ふれた砂糖のようにとろけた。


「よい判断ですわ、鎌には毒が仕込んであります──いいえ劇薬が。わたくしは薬くす師し。堕だ落らくした薬師。薬も過ぎれば毒となる……」


「おかあさま　の　ぶき　と　にている」


　空中を疾しつ走そうする鎖くさりを見み据すえ、『銀狼』が器用に紙かみ一ひと重えで回かい避ひしながらつぶやいた。


『一本角』は儚はかなげに微笑ほほえむ。


「当然でしょう、『金獅子』さまの武器をつくったのはわたくしです。『金獅子』さまの鉄球は彼女自身の骨と髪かみの毛でできているのです、それらを摘てき出しゆつし──加工し、『金獅子』さまの治ち療りようをする、わたくしの協力が不可欠でした」


　さらりと、凄せい惨さんな事実を語る。


「血肉を武器にすれば、そこまでを己の身体のいちぶとして利用できる。能力を極きわめるだけでは『大奥』で戦い抜くのに足りない、拡張し──可能性を広げる必要があるのです。まさに、骨身を削けずって」


　肉や体液にも能力は宿っている、それを用いて武器をつくれば能力の効果範はん囲いは広がる。理り屈くつではわかるが、正気の沙さ汰たではない。


『銀狼』は歯は嚙がみし、母とその同どう胞ほうの覚かく悟ごに胸を打たれたが。


「そのように　わがみ　を　けずる　おかあさまの──ふたん　を　へらす　のが　『ぎんろう』の　おやこうこう　で　ござる」


「そのために歪んだ『大奥』を是ぜ正せいし、この国に反旗を？　呆あきれた孝行娘むすめでございますわ？　いいえ良い子なのですね、妬ねたましいぐらいに！」


　顔をくしゃくしゃにして、『一本角』がその凶きよう器きを放つ。洗練された一手、けれど武器が当たる直前、『銀狼』が「ふわり」と動いてそれをかわす。


「当たらなっ──どうして!?　今なら痛みもなく誰だれも犠ぎ牲せいにならずに終わるのに！」


「おぬし　は　やさしすぎる　のだ『ゆにこおん』」


『銀狼』の能力は質量操作。己おのれを極限まで軽くすれば、鎖くさり鎌がまの風圧を受けて木の葉のように舞まい、けして当たらない。『銀狼』に武器は通じない。


「おぬし　の　ような　ひと　を　こそ　おかあさま　は　まもりたかった　の　だと　おもう──おかあさま　は　おぬし　を　うらんで は　おらぬ。あしでまとい　とすら　おもって　は　おらぬ。とも　と　して　あいしていた」


「噓うそ！　わたくしは『金獅子』さまの気持ちを踏ふみにじった、唾だ棄きすべき裏切り者です！　あぁ『銀狼』、そんなに耳みみ障ざわりのいいことを言わないで！　お願いだから！」


　百ひやく戦せん錬れん磨まの『一本角』、その心が乱れた。彼女の身体そのものである、血肉の武器の刃は筋も。それを見み逃のがす『銀狼』ではない。


　急制動。


　ふわふわと回避していた『銀狼』は身体の要所を重くし、自分で自分をぶん投げる。銀色の弾だん丸がんと化した『銀狼』は目にも留まらぬ速度で足を使わぬ急激な移動、吹ふっ飛ぶように自ら跳とんで、『一本角』に肉にく薄はくした。


　そして、その首筋に手刀を叩たたきこむ。


「あんしん　せい　みねうち　で　ござる」


　意識の接続を絶たれ──『一本角』がふらりと前のめりに倒たおれた。意識を失い、全身を弛し緩かんさせた『一本角』を、念のため『銀狼』はしゃがみこんで診みる。


　気絶しているだけだ、ほっと安あん堵どする。


「おぬし　が　ほんき　なら　せっしゃ　も　あやうかった」


　けして見た目ほど楽勝ではなかった、『一本角』は序列五位の自分より高位の戦士だ、言葉でかき乱さねば今ごろ床ゆかを舐なめていたのは自分だったやもしれぬ。


『銀狼』はそれを肝きもに銘めいじつつ、『一本角』を優やさしく横たえてやり──。


「………!?」


　反応できたのは奇き跡せきだった。


「眼球、いただきぃ!!」


　いびつな声とともに、『一本角』の口内から黒いかたまりが吐はきだされた。大量の糸だ、それは宙空で縒よりあわさり硬かたく尖とがって、円えん錐すい状の凶器となる。


　間近で、一戦を終えて油断していた『銀狼』はさすがに回避できず、その攻こう撃げきをもろに右目に受けた。だが金属音が響ひびき、尖った漆しつ黒こくは眼球の表面に弾はじかれ、逸それる。


　生理的な涙なみだのみが散った。


「うげっ、目ン玉まで硬こう化かできんのか──でも視界は奪うばった！」


『一本角』の声ではない、彼女は気絶している、これは……。


　黒い糸がばらけて『銀狼』の頭部にとりつく。搔かきむしったが振ふりほどけず、視界が半分ほど闇やみに閉とざされる、残った片目が自分に迫せまる無数の黒いかたまりを目視した。


　今度は巨きよ大だいな、『銀狼』の身の丈たけ以上もある太ましい筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした腕うでのようなかたまりだ。どこから伸のびてくるのか──おそらく天てん井じようあたりから、砲ほう弾だんのような勢いで迫ってくる。


「ふたりで会うのは久しぶりやねェ、お母さんのお遣つかいかい──良い子良い子したろうねェ、それとも迷子になってるんかァ？　あははははは!!」


　他人の神経を逆さか撫なでするような笑い声が響くなか、『銀狼』は黒い豪ごう腕わんにめった打ちにされる。全身を硬化させて耐たえるが、視力を奪われたせいでうまく避よけられない。防戦一方、重い打だ撃げきに床はひび割れ、『銀狼』が沈しずんでいく。


　敵の姿すら見えない、反はん撃げきができない──『銀狼』は吼ほえる。


「ひきょう　な！」


「卑ひ怯きよう？　これは戦略やろォ、のこのこ敵地にきといて罠わなのひとつもないと思ったかァ？」


　ついに現れたか、序列一位『絲妃』。


『銀狼』はそう判断し、その圧あつ倒とう的な悪意に寒気すら覚えたが──意識を引きしめ、たったひとつの優先事じ項こうを実行した。


「ごめん！」


　間近に転がっていた、『一本角』を思いっきり蹴けりつけたのだ。彼女はぶっ飛び、壁かべを破って外に放ほうりだされる。


　確実に、この場にいれば『一本角』はまた脅おどされるか操あやつられるかして敵対する、あるいは人ひと質じちにされる、『銀狼』は幼いころ『一本角』に遊んでもらったことすらあったのだ。


　ここは低い階層だ、落下しても『一本角』なら死にはすまい。


　だがその温情が、『銀狼』に致ち命めい的てきな隙すきをつくった。


「わんちゃん一いつ匹ぴき──あたしの部屋へご案内やァ、たっぷり持てなしたんで？　これでも退たい屈くつしとったんよォ、拾った子犬と将軍様ダーリンに黙だまって遊んじゃう！」


　ついに道路工事のような打撃に床が耐えられず、粉々になる。硬こう度どとともに質量を増加した『銀狼』は瓦が礫れきを弾き飛ばしながら──真っ逆さまに落下した。
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『銀狼』は空中でくるりと回転し、床に叩きつけられるように着地。どうやら地階らしく、真下は強固な地じ盤ばんで、先ほどのように突つき破ってしまう可能性は低そうだ。


　周囲を見回すと、この世とは思えない不気味な空間だった。


『女郎蜘蛛の間』と書かれた額がく縁ぶちが飾かざってある。闇がぐるぐるととぐろを巻いた、夜闇のなかよりも漆黒に染まった空間である。髑髏どくろのように見える模様の蛍ほたるがあちこちを飛び回り、周りをぼんやりと緑色に照らしていた。


　闇が深すぎて、どれほどの広さがあるかもわからない。


　異様な血の臭においと、見知らぬ他人に抱だきしめられているような居い心地ごこちの悪い生暖かさは何だろうか──『銀狼』は身み震ぶるいを起こしながら、そっと周囲を眺ながめる。


　その足あし下もとがふらついている。


　先ほどの一連の攻撃が思いの外に効いている。全身を硬化できるから怪け我がを負うことはあまりないが、痛くないわけではないのだ。殴なぐられれば痛覚神経が反応する、激しい上下移動で脳も揺ゆれている、危あやうく失神しかけたほどだ。


　強い、間ま違ちがいなく──こちらの弱みを理解し、そこを攻せめてきている。


『絲妃』、間違いなく百ひやく戦せん錬れん磨まの、油断ならない相手だ。


「よォきたね、あたしの腸ンなかへ」


　部屋のいちばん奥、やや離はなれた位置にその奇き妙みような少女は腰こしかけていた。


　おそらく人骨でつくられた玉座に我が物顔で腰かけて、醜しゆう悪あくな笑え顔がおを浮うかべている。見た目は、『銀狼』よりもやや年上、といった程度の年ねん齢れいだ。少女である。だが実際は『金獅子』と同年代のはずだ。


　闇と同化する黒白衣い装しように蜘蛛くもの柄がらの眼帯。編みあげ靴くつに手て袋ぶくろ。


　可愛かわいらしいとすらいえる外見なのだが、どこかが異形だ──悪夢じみている。


　序列一位『絲妃』。あらゆる悪徳をおびたこの国の女王。『銀狼』の敬愛する母からすべてを奪った諸悪の根源。倒たおさなくては、この命にかえても。


「この『女郎蜘蛛の間』にはあたしの操れる、闇やみにまぎれて視し認にんしにくい大量の糸が放ってある。ここに踏ふみこんだが最後、あたしの手のひらのなかにいるのと同じ──煮にるのも焼くのもあたし次し第だい、ここはあたしの蜘蛛の巣すのなか」


『絲妃』の背中から、糸で縒よりあげたのだろう、先ほど『銀狼』を殴りつけてきた筋肉質の腕が八本──生えている。冗じよう談だんじみた、蜘蛛の擬ぎ人じん化だ。


　先ほどの打撃は大岩をぶつけられたかのようだった。あの八本腕で絶え間なく攻こう撃げきされたら、近づくこともできない。おまけに『絲妃』の言葉が本当なら、ここはあまりにも舞台設定ロケーシヨンがまずい。罠の海のなかだ。


　ひとまずこの場から離れようと後じさったが、当然、『絲妃』がそれをゆるすわけがない。


「おっとっと、どこ行くのォ──ゆっくりしてきな、『銀狼』」


『銀狼』の背後で、羽音を響ひびかせていた蛍が一匹、派手に爆ばく発はつした。空気が震しん撼かんし、『銀狼』は思わず前のめりに倒れそうになる。


　目を白黒させていると、『絲妃』は子供みたいに「ぱちぱち」と拍はく手しゆをして。


「あはは、驚おどろいたァ？　この蛍は『大奥』序列九位『蛍ほたる』の能力、その産物──『蛍』は『大奥』に名だたる爆ばく弾だん魔ま、あちこちに仕込んでる。せやな、この部屋からあんたが逃にげたらあいつに命じてあちこち爆ばく破はする。まず『一本角』、『銀狼長屋』の建物も、ううん生徒を無差別に爆ばく死しさせたほうが楽しいかなァ？」


　指をふって、楽しそうに。


「序列七位『蠅王べるぜぶる』や序列八位『鎌かま切きり』も『大奥』の校舎に忍しのばせとる、『赫竜』と協力させてあんたの仲間を血祭りにしてやってもいい」


　どこまで、作戦を読まれているのか。圧あつ倒とう的な物量と戦力で、『絲妃』はすべてを支配している──ように見える、だが動どう揺ようしてはだめだ。


『銀狼』は真っ直すぐに、己おのれの倒すべき巨きよ悪あくを睨にらむ。


　予想できたはずだ、『絲妃』がまともに戦うわけがない──あらゆる悪あく辣らつな罠わなを仕し掛かけてくる、卑ひ怯きよう者だ。『金獅子』とは正反対の。


　だから、せめて心乱されてはいけない。


　もう、こいつの被ひ害がいに遭あうものが、母のようにむしり取られるものがいなくなるように──『銀狼』が立ちあがったのだ、優やさしい母の忠告に耳を塞ふさぎその抱ほう擁ようを振ふり払はらって。


　表情を変えない『銀狼』を、面おも白しろくなさそうに眺めて、『絲妃』は告げてくる。


「成る程ほど、捨て身できたってわけね──人質はあんまり意味ないか、じゃあ全力で叩たたきつぶしたるわ。あたしはね、あんたのことが憎にくたらしいから。五体満足じゃ帰さない」


『絲妃』の悪意は、憎ぞう悪おは、どこから湧わいてくるのだろう。


　なぜ、ここまで──ひとでなしになれるのだろう。


「どうして　おぬし　は　そこまで　……」


　思わず呻うめいた『銀狼』に、『絲妃』は目を細め、鬱うつ陶とうしそうに。


「冥めい土どの土産みやげに教えたってもえぇけど、あんたがそこまでの器うつわかなァ──そもそも、呑のん気きにお喋しやべりしとる場合かな？」


　周囲の闇が絡からまりあっていく。『絲妃』の能力で自ら動き始めたそれらは、単たん細さい胞ぼう生物のように寄り集まり、融ゆう合ごうし──やがて怪かい物ぶつの姿をとる。


『銀狼』の周囲に、もじゃもじゃとした化け物が無数にはびこる。それは、巨きよ大だいな蜘蛛に見えた。爆ばく弾だんの蛍を眼球のように貼はりつけて、量産された異形たち。それらは飢うえたように、『銀狼』に殺さつ到とうしてくる。


「『絲妃』お手製のかわゆい編みぐるみちゃんたちやで、たっぷり遊んだってなァ？」


　迫せまる怪物の一いつ匹ぴきを、『銀狼』は猛もう烈れつに蹴けりつけた。感かん触しよくが弱い、糸だ、重さがほとんどない。打だ撃げきの効果が薄うすい。


　骨格も、そもそも中身がないから関節技わざも無意味、あらゆる攻撃が通用しない──見た目より強い、というか厄やつ介かいだ。おまけにその多た脚きやくは『絲妃』の背中から生えるものと同様に、巨きよ人じんの腕うでのように自在に動き『銀狼』を殴ってくる。


　回かい避ひしながら、『銀狼』は『絲妃』に近づく隙すきを窺うかがう。


　だが彼女はにやにやしながら。


「こんな芸当もできる」


『絲妃』に向かうため一歩を踏みだした『銀狼』の正面に、新たな黒い糸の編みぐるみが立ちあがる。今度は怪物ではない、人間の姿をとっていた。


　否いな、これは──。


「姐ねえさん」


　糸が彩さい色しきされ、肌はだ色いろになり桜色になり、見た目がかぎりなく『銀狼』の最愛の妹分──さくらの姿になった。瞳ひとみだけがやや虚うつろだが、薄うす暗ぐらいこの部屋では咄とつ嗟さに見分けがつかないほど。


　敵のつくった人形だ、理解はした──だが本能は攻撃をためらった。


「さく……ら……」


　その一いつ瞬しゆんが『絲妃』相手には命取りだ。


　偽にせ者もののさくらが歪ゆがんだ笑えみを浮うかべ、その身体からだが真ん中から裂さけて例の巨大な腕が生えてくる。その先せん端たんが尖とがり、猛烈に回転しながら『銀狼』の身体に迫る。


「姐さん、死んでぇ！　げらげらげら!!」


　邪じや悪あくさしか感じない笑い声──『銀狼』は哀かなしい気分になる。咄嗟にその一いち撃げきは避よけたが、それで終わりではなかった。横合いから殴なぐりつけてくるものがいる、見ると愁うれいを帯びた表情の女、『水蛇』である。


　いつのまにか、周りを『大奥』の制服をまとった少女たちが取り囲んでいる。否、故郷で世話になったものたち、旅の途と中ちゆうで知りあったものたち──どこまで『銀狼』について調べあげたのか、見知った顔の羅ら列れつであった。


　彼らは一様に憎悪に満ちた表情を浮かべ、『銀狼』ににじり寄ってくる。


『絲妃』はこの国の女王。わかっていたはずだった──けれど、よもやこのような作戦にでるとは。すべてを支配し、操あやつり、『銀狼』のけして硬こう化かできない心を狙ねらってくる。


「『銀狼』、死ねよ」「『銀狼』、悪い子だ」「『銀狼』を殺せ」「『銀狼』は悪あく魔まだ……」怨えん嗟さの唸うなり声が渦うず巻まき、『銀狼』は気がおかしくなりそうだ。純じゆん粋すいな『銀狼』の心に、楔くさびを打ちこむような、爪つめで引っ搔かくような攻こう撃げきだった。


　悪あく趣しゆ味み極きわまりない。


　涙なみだすら浮かんでくる。


　声もだせずに、『銀狼』は見知った顔たちに反はん撃げきもできず──逃にげまどうしかない。


　同時に。


「…………」


　気づいた、『絲妃』が眼帯を外している。いつも隠かくされている片目は、宝石のような光こう沢たくのある、奇き妙みような真しん紅くだ。その眼球で、じっとこちらを観察している。解かい析せきしている、『銀狼』の動揺、足運び、呼吸音、体温、すべてを──。


　寒気がしたが、『銀狼』はきつくくちびるを嚙かみしめ、己おのれに気合いをいれる。


　こんな程度の子供だましで、心は折られない。


　無数の偽者に嫌きらわれるよりも、愛する母の役に立てないほうが怖こわい。あの日、育ての親だった狼の亡なき骸がらのもとで抱だきしめられた、あの温ぬくもりに、ご恩に奉ほう公こうを。


　自分が傷つき、こうして戦うことを母が望んでないのも知っている。


　早すぎると諫いさめられ、叱しかられ、困らせた。


　けれど──もう待てない、ゆるせない、母からすべてを奪うばった『絲妃』に天てん誅ちゆうを。


「おかあさま『ぎんろう』を　みちびいて　くださいませ　…！」


　叫さけぶと、『銀狼』は真っ直すぐに飛びこむ。


　さくらの偽者が邪じや魔ましようとしてきたが「ふみこえる！」と『銀狼』はその頭を踏ふんづけて跳ちよう躍やく、やや心が痛んだが、いまは忘れる。


『絲妃』のもとへ一直線、彼女の本体を狙ったが──。


「ほいさっ！」


『絲妃』の背中から八本の腕が唸りをあげて伸のびてきて、そんな『銀狼』を強したたかに打った。かなりの質量になっているはずだが、『絲妃』は器用に八本の腕でそんな『銀狼』の軌き道どうを搦からめとって修正し、落下させ、床ゆかに叩たたきつける。


　自じ爆ばくさせられてるようなものだ、衝しよう撃げきと痛みは半はん端ぱなかった。


「あはははは！　どうしたの、わんちゃん！　あたしを倒たおすんじゃないの──きゃんきゃん吼ほえるしか能のない、芸を見せなさいよォ！」


　余よ裕ゆうの嘲ちよう笑しようをあげる『絲妃』に、『銀狼』は床を転がり、戦せん闘とう態勢を維い持じしたまま。


「おことばどおりに」


　その手のひらに、無数の輝かがやくものが握にぎられていた。それは、手しゆ榴りゆう弾だんの安全弁である。逃げ回りながら、『銀狼』はあちこちに己の武器──敵の殲せん滅めつのために用意している火薬武器、手榴弾を仕し掛かけていた。


　その安全弁を、いま転がりながらすべて引っこ抜ぬき、身を丸めて全身を硬化。


「なむさん」


　言葉と同時に、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが弾はじけた。


　爆炎が吹ふき荒あれ、偽者のさくらたちの輪りん郭かくが崩くずれていく。軽いゆえに風圧に押され、また焦こげて異い臭しゆうを放つ。脆もろくなったその身体を、素す早ばやく動いた『銀狼』が打ちよう擲ちやくし、破は壊かいしていく。粉々に砕くだけ散っていく、黒い破は片へんのなか──。


　目を見開いた『絲妃』に、千せん載ざい一いち遇ぐうの好機とばかりに、『銀狼』は襲おそいかかる。


　こいつさえ、この女さえいなければ……。


　今、すべてを終わらせる。


「どくふ『あらくね』ほろぶべし!!」


　全力をもって、拳こぶしを握り、絶大な質量をこめて『絲妃』の顔面を砕かんと──。


「残念」


　伸ばした『銀狼』の腕うでが、ぎくりと強こわばる。『絲妃』の顔、その表面にぎりぎり触ふれるか触れないかの位置で。あとわずか、届かない。


　否いな、停止したのではない──。


「時間切れェ♪」


　楽しそうな『絲妃』の目の前で、『銀狼』の腕が切れ飛んだ。


　手首のあたりで切断され、血の尾おを引きながら宙を舞まい、ぼたりと落ちた。衝撃に、『銀狼』は姿勢を崩し、『絲妃』のそばに無む惨ざんに頭から落下する。


　倒れ伏ふし、「？　？」と動けない。これまで、いちどたりとも怪け我がを負ったことすらなかった。ましてや切断されることなど──。


　初めての身体からだの喪そう失しつに、均衡バランスを崩し、立ちあがることもできない。


　中ちゆう途とから途と切ぎれた手首、そこから大量に出血し、『銀狼』と『絲妃』に返り血を浴びせていく──『銀狼』は、生まれて初めて自分の赤き血潮を見た。
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　自分の身体の一部分を失う。


　その独特の喪そう失しつ感かんと痛みに、さしもの『銀狼』も動どう揺ようしてしばし平静ではなかった。そもそも、何が起きたのかわからない。自分の絶対防ぼう御ぎよ力に自信を抱いだいていたからこそ、その衝撃は生半可なものではなかった。


　ほとんど現実感すらなく、幻げん覚かくを疑ったぐらいだ。


　頰ほおをつねりたいところだが、利きき手がない。


「うあっ……!?」


　思わずちぎれとんだ手首に、残った左手を伸ばしたが──それを、立ちあがった『絲妃』に踏まれた。編みあげ靴くつのすべすべした感かん触しよくと、骨っぽい彼女の爪つま先さきが、刃やいばのようだ。


『絲妃』は勝ち誇ほこって、頰についた返り血を舐なめとると、嗜し虐ぎやく的に笑った。


「ンふふ、これでお終しまい？」


　足を振ふりあげ、おろす。何度も。


『銀狼』の顔面をぐりぐりと踏みにじり、おまけに唾つばを吐はいて汚よごした。


「ちょっとは楽しめたけどねェ──何者にも、あたしの意図は覆くつがえせない。蜘蛛くもの巣のなかじゃあ、あたしが気まぐれで獲え物ものを弄もてあそぶだけ。手をちぎって、足をちぎって、最後に優やさしく頭を齧りとったげる♪」


「な　なんで　こんな　…」


『銀狼』はいまだに混乱している。本能的に切断された手首に片手を添そえ、止血しながら──いじめられた子供みたいだ。


　それを満足そうに眺ながめて、『絲妃』は「ちっちっち」と指をふった。


「あぁあ子供はこれだから面めん倒どうくさいンよ、腕が飛んだぐらいでぴいぴい騒さわぐなよォ──『大奥』じゃ珍めずらしいことじゃない、ちょっと考えたらわかるでしょ？」


　可愛かわいらしい『銀狼』のほっぺを靴くつ底ぞこで嬲なぶりながら、『絲妃』は勝ち誇る。


「万ばん能のう無敵の能力はない、どんな能力にも欠点と対たい抗こう策がある。あたしにだってね、きょひひひ。だから面おも白しろいし、万が一のことがあるからあたしはなるべく戦わない。計画を練り、修練を積み、相手を罠わなに嵌はめて、それでも予想外の事態になる。……それが『大奥』」


　蔑さげすむように、もののわからぬ子供を嚮きよう導どうするみたいに。


「ねぇ、いったい何がそんなに気に食わないのん──他人を蹴け落おとして、権力を得る。あたしはそれを誰だれにでもわかるかたちに洗練させただけ。女と女の潰つぶしあい、それを暴力っていう単純な規則におとしこんだだけ。強ければ選ばれる、単純で崇すう高こうでしょ？」


　いまの『大奥』をかたちづくった暴君は、苛いら立だたしげに。


「これが実力社会ってやつ。生まれや育ちで差別されない、優すぐれたものを選びだすための最も効率的な仕組み。見せ物にすれば金も集められる、みんなが幸せになれるでしょ？　あたしはこの国のために、未来のために、誇れることをしたんやけどォ？」


「この　くに　の　ため　と　ぬかすか」


　唸うなる『銀狼』に溜ため息いきをつき、『絲妃』は眉まゆをひそめる。


「綺き麗れい事ばかりで何もしない偽ぎ善ぜん者ども、あんたたちとはちがう──何の理想もないくせに、あたしを悪と呼ぶ、おまえらに倒たおされるわけにはいかない」


　それは、『絲妃』が初めて見せた素す顔がおだったかもしれない。


「ねぇ『銀狼』、あんたは『金獅子』のためにここまできた、そうでしょ？　じゃあ、その『金獅子』がいったい何を望んでるかわかる？　あいつは、全体のことなんか考えてない、あたしはずっと期待して待ってた──でも序列一位になり最高の権力を手にいれたあいつがしたことは、恋こい人びとといちゃつくことやったねェ？」


　憎にく々にくしげに。


「みじめに石ころの裏でじめじめと生きていたあたしみたいな人間の気持ちは、生まれたときからお日様のしたで恵めぐまれて暮らしてきたものにはわからない。明るく元気で優れていて可愛らしい、そんな人間にしか目もくれない、無理解で無関心で無む慈じ悲ひな一いつ般ぱん人どもの目を──こちらに向けさせるには、あたしが声をあげなきゃいけなかったんよ」


「おぬし　は　あわれ　な　…」


「あんたに何がわかる！　『金獅子』に見いだされたあんたに！」


　素す直なおな言葉を口にしかけた『銀狼』の顔面を、『絲妃』が踏ふんだ。硬こう化かしているから見た目の怪我はないが、汚れ、また痛みはあった。


　硬かたい床ゆかに頭をぶつけ、脳が揺ゆれる。


「犬っころが、よくもまぁあたしに勝てると勘かん違ちがいしたもんやね──おまけに同情？　屑くずが、ごみ屑が……だけど残念、あんたはここで終わる。誰もあたしには勝てへんねェ」


　真しん紅くの、義眼じみた片目を指さし、『絲妃』は得意げに。


「この眼球はね、かつて『腐肉食堂ハゲタカ』の頭領であり『大奥』とも関かかわっていた『夜よ鷹だか』から奪うばったもんや。優れた能力者やったけど、『大奥』の現状を調べ糾きゆう弾だんし世間に公表しようとして、目め障ざわりになったから狩かった」


　その占うらない水すい晶しようのような目玉に、光の波は紋もんが広がる。


　服の下まで、否いな、内臓まで覗のぞきこまれるような独特の不快感。


「あいつの能力の根源だったこの眼球を、あたしの能力で神経ごと移植──脳神経と繫つないで、取りこんだ。そんで能力を奪った、あくまで限定的にやけどね」


　能力を奪う、献けん上じよう品として略りやく奪だつする、『大奥』の女王にのみ可能な行こう為いだろう。


『銀狼』はぞっとする。


　能力は才能で、先祖から受け継ついだ資産だ、それを根こそぎ強ごう奪だつするとは──尊厳を踏みにじる行為だ、悪あく魔まの所行だ。


「完全解析能力。『夜鷹』は敵の仕草などから次の動きまで、つまり未来まで見通せたらしいけど、あたしには無理。でも、あんたの身体からだを完かん璧ぺきに把は握あくし、その皮ひ膚ふや肉、骨の継ぎ目と脆もろい部分をすべて把握した」


『銀狼』が編みぐるみの化け物と戦っている間、『絲妃』はその完全解析能力でこちらの弱点を探さぐっていたのだ。


「学のないあんたは知らんやろうけど、あらゆる物質はおっそろしく細かい粒つぶでできてる──その継ぎ目、分子や素そ粒りゆう子しの間に同じくらい細い糸を食いこませ、切断する。物質の最小単位で切り離はなすこの攻こう撃げきは、身体の硬こう度どとは無関係。金こん剛ごう石せきすら分子結合の甘い部分から剝はがれ落ちる。あんたの能力も同じ……そんな極小の糸を操あやつるのはすごい大変やから、こっちも疲ひ労ろうすんねんけど」


　言葉どおりに『絲妃』は顔色がやや悪くなってはいるが、片手を失った『銀狼』のほうが深刻だ、詰つめ将しよう棋ぎに負けたのだ。『絲妃』は予想以上に対『銀狼』の策を練っていた。


　臆おく病びようで、小心で、狡こう猾かつで──強い。


　侮あなどっていたわけではないが、その執しゆう念ねんじみた策略に『銀狼』はぞっとする。


「ま、こんな芸当ができるのはあたしか序列八位『鎌切』ぐらいやろな。あんたの能力はかぎりなく無敵に近い──だから、あたしにちょうだい？　あんたの能力の根源はどこ？　やっぱり脳かな？　そこ以外だったら摘てき出しゆつして移植して、あたしのもんにできるんだけど？」


　食材を前にした料理人みたいに、心躍おどる表情で。


「ンふふ、愛する娘むすめの能力で戦うあたしを見たら、『金獅子』はどんな顔をするかなァ？」


「なぜ　…」


『銀狼』は、ずっと引っかかっていた疑問を口にする。


「どうして　おかあさま　を　それほど　め　の　かたき　に？」


『絲妃』の『金獅子』に対する憎ぞう悪おは異常だ。気に食わない、という程度ではない。恋人を友を子供を地位を名めい誉よを奪い、まだ足りぬとばかりに苛いじめぬいている。いったい何をどうすればひとりの人間をそこまで怨うらめるのだろう。


　あるいは、もしかすれば憎悪なのではなくて──。


「おかあさま　は　…」


『銀狼』は素そ朴ぼくに、好意を口にした。


「りりしく　ほこりたかく　うつくしい　りっぱ　な　ひと　なのに　…」


「知ってる」


『絲妃』はにっこり微笑ほほえんだ。童女のように。


　しゃがみこみ、頰ほおに手を添そえて、寝ねる前に秘密を明かす女学生のように。


「あんたは死ぬ、解体して殺してやる──だからその前に、あたしは告白する。あのひとに似てるあんたに。ずっと心に秘ひめた重い痛み、もうひとりで抱かかえるのはつらい」


　独り言のように。


「あたしはね……」


　それは、すべてを根本から引っくりかえす言葉だった。


「ずっと、『金獅子』のことを愛してた」
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『銀狼』は、理解できないようだった。


　疑問を差し挟はさむことすらしない。


　目を白黒させて、『絲妃』の異様な告白を──懺ざん悔げじみた独白を聞いている。


「あいし……て？」


　聞き間ま違ちがいかと、繰くりかえす。憎にくんでいるのではなかったのか、すべてを奪い、踏ふみにじり、嘲あざ笑わらった──『絲妃』の行動のどこに愛があったのだと。


『絲妃』は恥はじらうように俯うつむいて、馬ば鹿かな話をしている、と自じ嘲ちようする。


「むかし、少女だったころ──『金獅子』は、憧あこがれのお姉さまだった。何度も、苛いじめられていたところを助けてもらって、純情だったあたしは恋こいに落ちた」


　遠い目をして、『絲妃』は語る。


「でも、汚きたならしいあたしが『金獅子』に近づくのは憚はばかられた、鳴かぬ蛍ほたるが身を焦こがす──あたしは、ずっと見てるだけ。柱の陰かげから、太陽を仰あおぎみるように、恋心を秘めて」


　見た目は少女のような、『絲妃』。


　その時計は、少女だった時代から進んでいない。


「でもね、ずっと見ていたからこそ──あたしに望みがないのもわかってた。『金獅子』の心には、いつだって愛するひとがいた。あたし以外の……、気づいて、憎たらしくなった。同時に理解したんよ──憎悪って、愛よりずっと強い。燃えあがるような愛も、たやすく憎悪に反転し、その感情は死ぬまで消えない」


　夢見る少女の恋物語が、悪意を孕はらんでいく。


「愛されないなら、せめて憎悪されたかった」


『絲妃』はあらゆる手段を尽つくした。


『金獅子』に愛されたもの──恋人や家族、友人は、憎たらしいから奪うばった。自分だけを見てほしかった。『金獅子』の出産に立ち会ったとき、用意した肉の糸で編みあげられた人形の材料は、『絲妃』の肉体そのものだった。


『金獅子』は、同時期に姿を消した同どう僚りようたち──『絲妃』を苛めていた生徒たちが材料なのではないかと疑っていたようだが、見当ちがいだ。あいつらの身体からだの一欠片かけらとて、この世に残しておくものか。ましてや『金獅子』の子供の一部分になるなんて……。


　あいつらは引き裂さいて、挽ひき肉にくにして、いつだったかあいつらに『絲妃』が叩たたき落とされた池のなかに沈しずめて、鯉こいの餌えさにしてやった。


『銀狼』は『金獅子』に自分以外の子供がいる、という点に愕がく然ぜんとしているようだったが──『絲妃』は気にせずに、武勇伝のように語る。


　悦よろこびをこめて。


「つまりね、そのとき産まれたのは『金獅子』の卵らん子しとあたしの肉からできた、つまり、あたしたちの子供──まぁ余計なもんも入ってるけど、生命として完成させるには必要だったしね」


　本音をいえば吉刳の遺伝子など排はい除じよしたかったが、ただでさえ繊せん細さいな体外受精の術式を破は綻たんさせたくはなかった。


「あの子は、秀影は、あたしと『金獅子』の愛の結けつ晶しよう──」


　うっとりと語ると、『銀狼』が哀かなしそうに。


「あい　など　では　……」


「黙だまりゃ」


『絲妃』が目を見開き、陶とう酔すいから醒さめて『銀狼』の顔面を踏みにじった。執しつ拗ように、涙なみだがにじむまで。喉のどを蹴けって咳せきこませ、声をだせなくしてやった。


「他ほかにどうすればよかった、あたしと『金獅子』は女同士──愛されてもいないのに、他にどうすればよかった！　指をくわえて愛いとしいひとが他人のものになってくのを見てろっていうンか！」


　苛いら々いらする、秘密の開かい陳ちんには快楽が伴ともなうと思ったのに。


　ひどく後ろめたい。


「もちろん、それはあたしだけの秘密──無む邪じや気きに喜ぶあのひと、あたしを親友と呼んでくれたあのひとと、あのひとに愛されるあたしの肉……子供を見てるだけで満足やった」


「おかあさま　を　あいしてる　なら」


『銀狼』はまだ喋しやべった、意固地に。


　心も頑がん丈じようなようだ。


「なにゆえ　しょうぐん　と　けっこん　を　…」


「あいつが『金獅子』に愛されたからや、決まっとるやろ？　あいつが、他の女を喜んで抱だく豚ぶた野や郎ろうだって教えてやったんよ、あはは！　『金獅子』が子育てに集中し、信しん頼らいしてあたしに序列一位の地位を与あたえ、あたしはそれを濫らん用ようした──」


　最初にしたのは吉刳の籠ろう絡らくだった。


　彼は意志の弱い、優ゆう柔じゆう不ふ断だんな人物だった。糸で脳神経を操作し、夜よ毎ごとに誘ゆう惑わくし、ついに屈くつ服ぷくさせた。徐じよ々じよに脳改造を施ほどこし、『金獅子』のことを忘れさせようとした。


　やがてその企くわだては成功し、吉刳は『絲妃』の手中に落ちた。


「寄り添そうあたしを抱きしめてくちづけ、『金獅子』に縁えん切きりを告げる吉刳──あのときの、『金獅子』の表情ったら！　可哀かわい想そうな『金獅子』！　愚おろかな男に騙だまされて、傷つけられてしまった、あたしが慰めてあげるしかないやん！」


　それからも、あらゆる手段で『金獅子』のすべてを切り崩くずした。


　悩なやみを相談した友達は首を吊つり池に飛びこみ、故郷の家族は串くし刺ざしにされ燃やされ、仲間は裏切り、恋人だった吉刳は『金獅子』を「つきまとってくる、頭のおかしい女」扱あつかい──誇ほこり高い『金獅子』が、ゆっくりと壊こわれていくのがわかった。


　ぞくぞくするほど心地ここちよかった。


『絲妃』は夢中になった。他人を愛し包容力があり信頼された、『金獅子』が──太陽のようだったあのひとが、じょじょに憎ぞう悪おに染まっていく。目は血走り、髪かみはほつれ、言動は荒あれ、不意に泣きだす。


　哀しみよ、こんにちは。


　初めまして、素す顔がおのあなた。


　あぁ抱きしめてあげたい！　ぐずぐずに崩れたあのひとを！


「『金獅子』の愛情は、唯ゆい一いつの子供だった──秀影に向かった。でも、あたしはそれを満を持して奪った。丹たん念ねんに計画を練り、まずは誘ゆう拐かい。赤ん坊ぼうのころに隔かく離りし、他人の手で育てられるあの子の姿を撮さつ影えいし送りつづけた」


　そして、さくらの故郷が滅ほろんだあのとき、いちど死んだことにした。


『金獅子』はすべてを失って──。


「あたしだけを、見てくれるはずだった。打ちひしがれ、何もかもを奪われたあのひとを抱きしめて、あたしだけが救ってあげる。甘い言葉を囁ささやいて、世界でふたりきりみたいに──愛しあえるはずやった」


『金獅子』が死を選ばない程度に、じわじわと奪うばってきた。


　死んでも死にきれない、そのぐらいの案配で、『絲妃』をひたすら憎にくんで生きていてほしかった、ずっと見ていてほしかった。


　そのために、彼女が拾った家なき子──『銀狼』の革命クーデターをいちどは見み逃のがしたのだが、思った以上に『銀狼』は『金獅子』の心を支えていたらしい。


　早めに摘つんでおくべきだった、今では後こう悔かいしている。


「所しよ詮せんは赤の他人、血の繫つながらない捨て犬と思っていたけど。あたしが甘かった、頃ころ合あいやしなァ──今度こそその命を奪ったる、その首落としてあいつの目の前で脳みそを食べてやる、あんたはそのために生きてきたんとちゃうかなァ？」


　真っ黒な彼女の純愛に、『銀狼』は、不思議と合が点てんがいったように頷うなずいていた。


　納なつ得とくしたように。


「………？」


『絲妃』は、予想外の反応に鼻白む。


　素す直なおな『銀狼』の心は、『絲妃』の悪意にも怯ひるまずに、その奥底までを見通した。獣けものは百万言を尽つくしても説得できない。『銀狼』に対するのに言葉を選んだのは『絲妃』の失策だった、さっさと首をもぎとっておくべきだった。


「けもの　は　やみ　を　おそれない　やみ　の　おく　まで　みとおせるから」


　経験を積んだ獣は哲てつ学がく者のように見える、小こ賢ざかしい人間には理解できないものを悟さとる。


「どうして　やみ　が　こわいのか　なにが　ひそむ　か　わからないから──りかい　が　およんだ　そのとき　やみ　は　やみ　である　いみ　を　うしなう」


「何を……？」


『銀狼』の声は抑よく揚ようがないから、うまく聞きとれない。


『絲妃』が当とう惑わくしているうちにも、『銀狼』は淡たん々たんと。


「おぬし　の　まけ　だ『あらくね』──おのれ　の　すがお　を　みせたとき　おぬし　は　むてき　では　なくなった」


　顔面を踏ふみにじられ、みじめに屈服してるように見えながら、まだ首輪をつけられてはいない。『銀狼』は、眼光を煌きらめかせ。


「おぬし　は『おおおく』の　じょおう　では　なくなった」


　吼ほえた。


「あわれ　な　ただ　の　おんな　…！」


「何をぶつぶつと？」


　怪け訝げんに思いながら、『絲妃』がなんだか興きよう醒ざめして──こいつぶっ殺しちゃおうかなぁ、と殺意をこめて背中の八本腕うでを振ふりあげた瞬しゆん間かんだった。


　舞ぶ台たい演劇のお約束のように。


　世界に愛された、主人公のように。


　おあつらえむきの絶好機に、ばぁん、と『女郎蜘蛛の間』の扉とびらが開いた。


　厳重に施せ錠じようしていたのに──否いな、こいつが相手ではどんな扉も用を為なさない。すりぬけて、あるいは錠じよう前まえを内側から外して、どこにでも入りこむ。


　誰だれの心のなかにすら、我が物顔で。


「何で……？」


『絲妃』は棒立ちになって、その人物を見た。


　彼女は、呼吸は乱れ、汗あせだくで、見られた顔ではなかった。ここに辿たどりつくまでにどんな心理的葛かつ藤とうがあったのだろう。恐きよう怖ふを、痛みを堪こらえてやってきたのだ。


　扉の向こうの輝かがやきを、後光のように背負って、まるで夜明けの化け身しんのようだ。


「『銀狼』、まだ生きているな」


　彼女は──『大奥』序列四位、最年長の生徒にして教師、『金獅子』は。


「無む茶ちやをして……」


　八や重え歯ばを覗のぞかせて奔ほん放ぽうに笑うと、『絲妃』を見み据すえてくる。


　なぜか恥はじらいのような気持ちが芽生えて、『絲妃』は赤面し、身構える。


「『金獅子』、あんたァ──」


　心を折ったはずだ。屈くつ従じゆうし、すでに反はん抗こうする気き概がいなどなかったはずだ。


　そのはずなのに、『金獅子』は誰もが憧あこがれるような輝かんばかりの笑え顔がおで、嬉うれしそうに。


「『絲妃』、かたくなだった私の心を開かせてくれた、奇き跡せきのような女の子と出会ったぞ──新しい時代がきているようだ、わははははは。こんなに喜ばしいことはない、私たちはどうやらとっくのむかしに退場するべきだった」


「あかんよ、あたしは永遠に君臨する──誰に何を言われてどう勘かん違ちがいしたか知らへんけど、のこのこ姿を見せたことを後悔させたるわァ」


『銀狼』を足あし蹴げにしたまま、『絲妃』は傲ごう岸がん不ふ遜そんに。


「あたしこそ悪。悪こそが至高、至高ゆえに孤こ独どく、孤独ゆえに無敵──あたしは『絲妃』。糸使い。この国の、『大奥』の女王！」


「ちがうね、おまえはただの寄生虫だ」


『金獅子』も身構えて、威い風ふう堂どう々どうと告げてくる。


「借りものの威い厳げんなどかなぐり捨てて、本気のおまえでかかってこい。可愛かわいくなくて卑ひ屈くつで、でも私の友達だった『絲妃』──私たちが少女だったころ、つけられなかった決着をつけよう」
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　刹せつ那なだった。


『金獅子』と『絲妃』、お互たがいに最強の名に恥じない能力者同士──一手を間ま違ちがえたものが敗北する、それが両者にはわかっていた。最強の盾たてと矛ほこがぶつかりあったとき、勝敗をわけるのは戦略だ。何を優先し、求め、奪うばうのか。守るのか……。


　必殺の気概をこめて、先に動いたのは『金獅子』だった。


　そもそも、彼女が登場するなど『絲妃』は考えてもいなかったのだから、声をかけずに奇き襲しゆうすればよかった。だが誇ほこり高い彼女はそれを選ばなかった、愚おろかしくも。


　でも、『銀狼』はそんな『金獅子』が大好きだった。


「ふんぬ！」


　瞬間的に無む尽じん蔵ぞうに振りまわされた獅子球が、ありえない速度で放たれる。鎖くさりがじゃらじゃらと伸のびる様すら美しい──獅子の顔面は空中で自在に軌き道どうを変え、勢いそのままに『絲妃』に食くらいつこうとする。


「相変わらずの猪ちよ突とつ猛もう進しん……！」


『絲妃』が指先を動かし、周りに立ちこめた糸を操あやつって化け物を織りあげ、鉄球の進路を塞ふさごうとする。だが『金獅子』はそれをゆるさなかった。


「邪じや魔まだ、退どけぇ！」


　王者の号令だ、それに従うように──せっかく形成された化け物たちが怯ひるんだみたいに真後ろに吹ふっ飛ぶ。不可思議な現象だが、『金獅子』の能力だろう。


『大奥』の硝子壁シヨーケースのように、見えない何かに遮さえぎられ、化け物たちは前へ出られない。


「んなっ──」


「今さら何を驚おどろく、私の能力など百も承知だろう、お互い長い付きあいだ」


『金獅子』はけれど『絲妃』の動どう揺ようを見み逃のがさず、鉄球の軌道を変化──獅子の牙きばが我が子を甘あま嚙がみするように優やさしく『銀狼』の肩かたを摑つかみ、引きずり戻もどす。


　釣つりのごとく娘むすめを回収し、『金獅子』が背後に保護した。


「しまった!?」


　最大の人ひと質じちを奪われ、『絲妃』は舌打ちする。てっきり自分に攻こう撃げきしてくると思ったら、『金獅子』が優先したのは娘の命だった。彼女の性格ならそういう行動をする、読めたはずなのに、どうしても『金獅子』が相手だと勘かんが鈍にぶるらしい。


「『銀狼』、手取り足取りしてやる余よ裕ゆうはない──自分の身は自分で守れるな？」


「はい　おかあさま『ぎんろう』は　つよい　こ　ゆえ！」


　ふらりと立ちあがり、片手を失ったままの『銀狼』は身構える。


　戦意昂こう揚よう、まだやれる──二対一だ、『大奥』最強が相手であろうと不足なし。


「くそっ、親子仲良く地じ獄ごくに送ったるわァ！」


『絲妃』が、むしろ牽けん制せいのためだろうが八本腕で殴なぐりつけてくる。


　結果は予想外だった。


『金獅子』は黙だまってぶん殴られたのだ。血ち飛沫しぶきが飛び、頑がん健けんな『金獅子』はこ揺ゆるぎもせずに、けれど口からわずかに出血し、ふらつく。


『銀狼』は元より、攻撃した『絲妃』すら驚いた。


「なぜ避よけへんっ!?」


「馬ば鹿かめ、私が避けたら『銀狼』に当たるだろうが」


『金獅子』は堂々と言った。


　思いだす、かつて──『銀狼』が拾われたとき、『銀狼』の攻撃をこのひとは避けなかった。『獅子宮』で抱だきしめたときも、痛みを味わっていた。


　それをこのひとの弱点とは呼ぶまい。


　両目を涙なみだでいっぱいにした『銀狼』の頭を、『金獅子』は撫なでた。


「よく、がんばった──私は耳がいい、話は聞こえていた。『絲妃』は……」


　何かを決意したように、くちびるを結び、『金獅子』は両手を広げる。


　我が子を守り、決して退ひかぬ覚かく悟ごの立ち姿だった。


　百ひやく獣じゆうの王の風格、孤独な『絲妃』にはない輝かがやきだった。


「むかしから不思議やったんけど、結局あんたの能力って何やのん？」


　小首を傾かしげる『絲妃』に、『金獅子』は微笑ほほえむ。


「ただの分子操作だが、珍めずらしいだろう、この日本にふたつとない──突とつ然ぜん変へん異いのなかの、突然変異なのだ。物質を構成するあらゆる最小単位を操作できる……押したり、引いたり、くっつけたり、はがしたり」


　化け物が近づけないのは、分子ごと『金獅子』が押しているからだ。


　瞬しゆん間かん移動は、分子を縮めて、距きよ離りを零ぜろにして行っている。


　鉄球は分子の流れを操作し、自在に宙を舞まう。


『獅子宮』は分子ごと接着され、『大奥』に貼はりついている──。


「おかあさま　しょうじき　ちんぷんかんぷん」


「『銀狼』、おまえはもっと勉強しろ」


　親子の気が抜ぬける会話を向こうにまわして、『絲妃』が目を剝むいた。


「分子操作？　ちがう、宇宙の九割以上を満たす解かい析せき不能な空間そのもの──それを操作してるんか！　極きわめれば分子結合すら支配して、あらゆる物質を創造できる、生命すら！　神のちからや──に、人間の限界を超こえてる！」


「うむ、私は特別なのだ」


『金獅子』は微笑んだ、自じ嘲ちようするように。


「だからこそ、思いあがっていた。むかしから、調子に乗って、それこそ神様みたいに振ふる舞っていたよ。欲しいものは何でも手にいれてきた、すてきな恋こい人びと、愉ゆ快かいな友達、地位も名めい誉よも財産も──思いあがっていたのだ、おまえに出会うまで。奪うばい尽つくされるまで、愚おろかしくも」


　真っ直すぐに、宿敵を見み据すえて。


「すべての原因はおまえの悪意で、そして私の未熟さ、浅はかさだ──吉刳、秀影、『一本角』、多くのものたちが被ひ害がいに遭あい、犠ぎ牲せいになってきた」


『金獅子』は空間のなかに折りたたんでいたらしい、奇くしくも『絲妃』の八本腕うでに対応したような、八つの鉄球を取りだした。


「けじめを、つけねばならぬ。私を愛してくれたすべてのものたちのために」


「愛、愛なら──あたっ、あたしだって……」


『絲妃』が震ふるえながらつぶやくと、『金獅子』は頰ほおを指でいらいながら。


「うむ、話は聞いていた、正直びっくりだ。初めて知ったぞ、おまえがそんな気持ちでいただなんて。どうして言ってくれなかった、私は私の能力みたいにひとの気持ちを素す通どおりさせたりしない、少なくともそのように努力してきたつもりだ」


　哀かなしそうに。


「今さら打ち明けられてどうする、失われたものが多すぎる、もう少女だったころには戻れない──おまえを、ゆるせない。愛せない、遅おそすぎた、『絲妃』……」
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「『どうして言ってくれなかった？』って──」


　引きつった笑え顔がおで、『絲妃』がつぶやいた。


　もはや気持ちを知られてしまったから、隠かくす必要はないと──虚きよ飾しよくをかなぐり捨てて、感情を露あらわにしている。


　その姿は、『銀狼』が言ったように、恐おそるべき『大奥』の女王ではなく……。


　ただの、哀あわれな女だった。


「あんたはいつもそう、自分が周りからどういうふうに見られてるか知らないから──あたしみたいな女が、あなたに話しかけたら、恋こいなんてしたら……あなたを汚してしまう！　だから、あたしは見てるだけでよかった。気持ちを秘ひめてるだけで満足だった……」


『絲妃』が、嘔え吐ずくように。


「でも、こんなに好きなんやから──言わなくても伝えなくても理解してほしかった！」


　その、いびつだが素す直なおな言葉に、『金獅子』はむしろ怒おこったように。


「甘えるなよ、そんな遠くで好きだの愛してるだのどれだけ空くう虚きよな言葉を重ねても、私の心には届かんぞ」


「じゃあ、どうすればよかった──どれだけ愛しても、愛しても……。届かなかった、伝わる気がしなかった、だからあなたの周りで騒さわがしくしてる邪じや魔ま者ものをぜんぶ排はい除じよして、あたししか見えないようにして……！」


「あぁ、おかげでおまえがよく見える、今からおまえに会いにいくぞ！」


　どん、と『金獅子』が踏ふみこんだ。『絲妃』はむしろ怯おびえるように逃にげるように身をよじり、人骨の玉座まで後退する。透とう明めいな空間に隔かく離りされた化け物たちが吼ほえ声をあげる、地じ獄ごく絵え図ずのなか、『銀狼』を後ろに引きつれた『金獅子』が征いく。


「ひいいっ、待ってまだ待ってだってまだ愛される確信がないもの──やめて、あなたに嫌きらわれたらあたしは生きている価値がない！　近づかないで、こないで！　勇気がでたら絶対に気持ちを伝える、その日を待ってあたしはあたしは……!!」


　八本腕が唸うなる、『絲妃』の悪意の結けつ晶しようのようなそれが、『金獅子』の全身を打った。今度こそ牽けん制せいではない、本気の打だ撃げきだ。血が飛んだ、骨が軋きしむ音がした。


「何で避よけへんのよォ!?」


『絲妃』が絶ぜつ叫きようし、『金獅子』は笑った。


「馬ば鹿かめ、愛のある攻こう撃げきは痛くないぞ！　むしろ心地ここちよいわ！」


「ひいいいっ!?」


　理解不能、という表情で『絲妃』が連続攻撃、鈍にぶい音がして『金獅子』が削けずられていく。だが歩みは止まらない。両手を広げ我が子を守ったまま、歩みゆく。


「もっと喧けん嘩かをしよう、若者じみた理由で！　殴なぐりあおう、罵ののしりあおう、私たちに足りなかったのはそれだ！　遠えん慮りよをするなぁ、親友ともよ！　青春の鬱うつ屈くつをぶつけてくれ、もっと殴ってくれ、もっともっと愛しておくれ──『絲妃』!!」


「何なの、何なのォ今さらぁあああ!?」


『絲妃』が自棄やけになったように連撃、そのたびに『金獅子』は震しん撼かんし、冗じよう談だんみたいに血が噴ふん出しゆつする。一秒ごとに建物が灰かい燼じんに帰すような重みでぶん殴られてるのだ、立っていられるのが不思議なぐらいだ、常人なら一いち撃げきで即そく死しだ。


　何が『金獅子』を立たせているのか。


　爆ばく撃げきのような音と衝しよう撃げきが響ひびくなか、『銀狼』は怯える。攻撃にというより、母の生き様に。その背中に、わけのわからぬ感情が湧わきあがる。


　今すぐ母の手を引いて逃げたい、だってこのままじゃあ──。


「おかあさま！　しんでしまう！　おかあさま！　しんじゃうからぁああ!!」


　叫さけんだ、虚飾をかなぐり捨てて。


「せっしゃ　の　こと　など　まもらず　ともよい！　じぶん　の　わがまま　に　なかま　を　まきこみ　きずつけ　そして　かてなかった！　『あらくね』を　たおせず　いきはじ　を　さらし　おかあさま　を　しち　に　おいやっている！」


「俯うつむくな、『銀狼』。私の子だろ、もっと誇ほこり高くあるべきだ」


「せっしゃ　おかあさま　の　…」


「私の子だ、忘れるな。子供が何もできんのは当たり前だ、失敗してそれを糧かてにして成長するのだ愚おろかもの！　泣き言を吐はいている暇ひまがあったら黙だまって私についてこい！」


　その背中が、雄ゆう弁べんに物語っていた。


　彼女の気持ちを、『銀狼』はありありと言語化できた。何を伝えたいのか、命を賭としてこれから何をするつもりなのか──ほんとうに、はっきりと理解できた。


　ふつうの親子ならば、その感覚の理由を血の繫つながりに求めたろう。でも、『金獅子』と『銀狼』にそれはない。だから、これはきっと──彼女とすごした濃のう密みつな時間のなかで、交かわした会話、経験、思い出が、『銀狼』の野生の勘かんに与あたえてくれた絆きずなと、理解。


　このひとなら、この状じよう況きようで、きっとこうする。


　親子ゆえの確信、確信したからこそ『銀狼』は泣く。


「おか　あ　さま　…！」


　ぼろぼろと涙なみだを零こぼし、けれど拭ぬぐって、母の背中を追う。


　忘れまい、この勇姿。


　我が人生に一いつ片ぺんの悔くいなし、そう全身で主張するかのような母の死に様よ！


「くるな、近づくなぁあああ!!」


『絲妃』には伝わっていない、だから怯えて、しゃにむに攻撃してくる。


　八本腕うでが唸り、獰どう猛もうな勢いで『金獅子』を食い散らかす。


「こないで、死んじゃう！　あんたを殺したくないのォ！　あたしのことを見てくれたのはあんただけ──あたしには、あんたしかいないのに！」


「ちがうぞ、『絲妃』」


『金獅子』の声はすでに掠かすれきっている、血のあぶくで濁にごり、聞きとりづらい。


　でも、はっきりと世界を震撼させる。


「おまえの娘むすめを見よ、おまえを愛した『赫竜』を忘れるな、おまえは良かれ悪かれ『大奥』の中心だった──何を今さら独りぼっちぶっている。子供のころから、そういうところは変わらんな。世界にたったひとりで生きてるみたいな顔をして！」


「うるさいうるさい、あたしの言葉を聞いてよ！　理解してよ、同情してよ──助けてよ、『金獅子』！　あのとき手を差しのべてくれたみたいにさァ！」


　正気を失ったような悲鳴とともに、『絲妃』の攻撃が勢いを増す。いくら『金獅子』が頑がん健けんな肉体をもつとはいえ、身体からだの正面を抉えぐられつづけて無事でいるわけがない。『銀狼』からは見えないが、きっと顔が、胸むな元もとが、足が、身体の前面は無む惨ざんな有様だろう。


　けれど、歩みは止まらず。


　必然的に、『金獅子』は終点に辿たどりつく。


「そぉら、つかまえたぞ」


　幼い少女が追いかけっこをして、疲つかれて絡からまりあって倒たおれるみたいに。


『金獅子』は『絲妃』をふんわり抱だきよせて、その場に膝ひざをついた。『絲妃』はもはや動かず、硬こう直ちよくし──目を見開いて、己おのれを抱だきしめる最愛の相手を見ている。


　彼女の悪意の象しよう徴ちよう、八本腕が迷うように震ふるえる。


　そちらを気にもせずに、『金獅子』は血まみれのまま、『絲妃』に頰ほおを寄せた。


「相変わらず、ちいさいなぁ──おまえ、あのころからちっとも成長してないみたいだ。懐なつかしいなぁ、少女だったあのころ……」


　声に、曖あい昧まいな破は綻たんの兆きざしがあった。


『銀狼』は確信する、母の命の灯ともし火びは吹ふき消えかけている。喋しやべっているのが奇き跡せきだ、腰こしからちからが抜け、立っていられなくなりそうだ。


　だが、見届けなくてはいけない。


　否いな、やるべきことがあるはずだ。


　母の背中がそう語っている。


「『絲妃』、怖こわがらなくてもいい。周りから、すべてを排はい除じよしなくてもいいんだ。誰だれも、おまえをいじめたりしない。そんなやつがいたら、私が殴ってやる。胸を張って、生きればいい、だってさ──」


　たぶん、かつて同じことを言っただろうに、伝わっていなかった。


　だから、物わかりの悪い親友に、重ねて告げるみたいに。


「おまえは、こんなに、きれいなんだから」


　宿敵の頰を撫なでながら、『金獅子』が優やさしく笑った。『絲妃』の、己のものである隻せき眼がんが、涙でいっぱいになる。その背中の悪意のかたまりが、ほどけて無害な黒糸に戻もどる。人形のように固まっていた彼女の指先が、そっと『金獅子』の背中にまわされる。


　抱きしめて、嚙かみしめるように、鼻っ面つらを押し当てて。


　匂においをかぎ、『絲妃』は、涙なみだ声ごえで。


「き、『金獅子』……さま──」


　その瞬しゆん間かんしかなかった。


『銀狼』が動いた。


　母の背中が言っていた、今こそ親子になるべきだ。


『銀狼』はそれを受けいれた、ただひとつ心配だった。


「おかあさま　の　おいのち　を　きけん　に　さらすことに」


「安心しろ、死ぬものか。おまえを置いて……」


『金獅子』が、声をださずに、心を伝えてくる。
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「お母さんが、おまえに、いちどだって噓うそをついたことがあるか？」


『銀狼』は頷うなずく、噓ばっかり──何度も何度も噓をついたくせに、そのたびに『銀狼』は泣いたのに、ぜんぶ忘れたようにいけしゃあしゃあと。


『銀狼』は滂ぼう沱だと涙なみだを零こぼし、そして、覚かく悟ごを決めて飛びだした。


　うっとりしていた『絲妃』がそれに気づき、咄とつ嗟さに八本腕を再構築──『銀狼』に向けたが、『金獅子』が八つの鉄球でそれぞれ押さえた。


『絲妃』の背面から側面をすべて守護する八本腕、その防ぼう御ぎよに隙すきはない。唯ゆい一いつの、彼女がいま無防備に、障しよう壁へきや邪じや魔まな何もかもを捨て去って世界と触ふれあっているところは──。


「おおおおおおお!!」


『銀狼』は気合いをいれて雄お叫たけび、『金獅子』の背中に飛びこんだ。『金獅子』の分子操作能力が、『銀狼』を受けいれる。母の肉のなかを泳ぐ、出産の疑ぎ似じ体験のように──母のお腹なかを突つき破り、『銀狼』が『絲妃』の前面に押しだされる。


　そのまま、左ひだり腕うでを突きだした。


　驚おどろくほど呆あつ気けなく、それは『絲妃』の肋ろつ骨こつの真下から、潜もぐりこんだ。


「げうっ──!?」


『絲妃』が目を剝むいて、口から大量に吐と血けつした。『銀狼』は『金獅子』の体温を感じる、母に抱きしめられているのを理解する、ならば誰にも負けない。


　今こそ。


「てん　に　かわって　あく　を　うつ」


　再び、本ほん懐かいを叫さけんだ。


「どくふ『あらくね』ほろぶべし!!」


　毒婦『絲妃』滅ほろぶべし、その意志をこめた『銀狼』の最大質量をまとった手刀が、肉のなかを押し進み『絲妃』の悪意渦うず巻まく胸中、その心臓を握にぎりつぶした。


「あ、ああっ、あ……」


『絲妃』は白目を剝きながら、さすがは『大奥』の女王──即そく死しするべきところを、驚きよう異いの執しゆう念ねんで動こうとした。両手を伸のばし、『銀狼』に同じことをしてやろうと心臓を狙ねらって。


　その全身がずしりと鈍にぶくなる。


　動きが遅おそくなり、『銀狼』に指先が届かない。


　理由は簡単──先ほど、『絲妃』は『銀狼』の返り血を浴びていた。その血が急激に質量を増し、『絲妃』の身体からだの重おも石しとなったのだ。


　自らの骨を削けずり武器とした『一本角』、『金獅子』。


　己の血液を最大限に活用した『阿呆鳥』、『水蛇』。


　己の身体を栄養にし、苗なえ床どこにして、争いぬいてきた『百手姫』──さくら。


　みんなみんな命を削って『大奥』で戦いぬいてきた、たったひとつの傷を負うこともなくのうのうと生きてきた自分も、その覚悟を学ぶべきだ。


　その刹せつ那なが勝敗をわけた。


「てんちゅう!!」


　獅し子し吼くとともに、悪を討うつ。


『銀狼』の指先は『絲妃』の内部をどんどん掘ほり進み、真上へ。頸けい椎ついを砕くだき、頭ず蓋がい骨こつを貫かん通つうし、その奥の脳を粉ふん砕さいする。どこまで破は壊かいすれば死ぬのかわからぬ、『絲妃』が相手だからこその過か剰じよう攻こう撃げき──突き破り、勢いのまま、『銀狼』はごろんごろんと転がってその場に倒たおれ伏ふした。


　振ふり向く。


　腰こしが抜ぬけた。


『銀狼』はへたりこみ、その光景を見た。


　たぶん、『絲妃』は死んでいる──上半身が、ほとんど吹ふっ飛んでいる。可愛かわいらしい衣い装しようをまとった下半身のみが放ほうりだされ、その上は血と肉と骨のぐちゃぐちゃだ。


　倒せた、ついに。本懐を成し遂とげ、革命クーデターは成功した。


　けれど。


「おかあ……さま？」


『金獅子』もまた倒れていた。


　先ほどまでは見えなかった彼女の身体の前面は、すでに人間の輪りん郭かくを失っていた。
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『銀狼』はふらつき、硬こう直ちよくし、一言も声をだすことができなかった。全身が細かく震ふるえ、見たくない、と視界が暗転していく──己おのれの頰ほおを張り、失神するのを阻そ止しした。


「おかあさま」


　震える声でつぶやいた、でも返事はない。


『金獅子』は──大奥の頂点で光り輝かがやくようだった彼女は、まるで殉じゆん教きよう者のように、前のめりに倒れている。血に染まっていない部分はなく、おおきく肉を抉えぐられた彼女のかたちは凸でこ凹ぼこに歪ゆがみ、手足もちぎれかけている。


　まだ呼吸をしているのが奇き跡せきだ。さっきまで立って動いて戦っていたのが──。


　奇跡が尽つきた瞬しゆん間かんに、彼女は死ぬ。


「おかあさま」


　視界が滲にじんでいく。だが、ここで涙を見せてはならぬと思った。ごしごしと目元を拭ぬぐい、それでも嗚お咽えつがとまらず、顔を抱かかえるしかない。情けない──子供のころを思いだす。目の前で倒れ伏した巨きよ大だいな狼、血まみれの育ての親……。


　異能を恐おそれられ、生みの親に捨てられた。そんな自分を守り、慈いつくしんでくれたのは巨きよ体たいゆえに同じ孤こ独どくを抱えたあの巨狼であった。やがて心なきものの凶きよう弾だんに倒れたあの美しい野や獣じゆうの心を理解し、受け継つぎ──『銀狼』という名を与あたえ、これまで守り育ててくれた母が死のうとしている。


　己にできることは何なのか。


　幼かったあのころのように、屍し骸がいに縋すがりつき、乳を含ふくもうと顔を寄せ──その冷たさを嘆なげき、近づくものすべてに牙きばを向けてゆっくり衰すい弱じやくしていくことか。


　否いなである。


「やりとげました」


『絲妃』の屍し体たいをもういちど確かく認にんし、ふらりと、『銀狼』は倒れ伏した母のもとに膝ひざをつく。その手のひらを頰に触ふれさせ、そこに体温がないことに身体中の骨が抜けるような喪そう失しつ感かんを味わう。だが、弱々しくもまだ鼓こ動どうは波打っている。


　母の命が零こぼれ落ちてしまう、その刹那までに。


　己を誇ほころう──母に鍛きたえられ強くなったこの己を。


「『ぎんろう』は　つよき　こ　に　そだちました」


　でも、無理だった。


　涙なみだは堪こらえられない、頰に熱いものが伝っていく。弱音も哀かなしみも堪えられない、強くなんてなってない──。


「ほめてください　おかあさま　…　！」


　縋りつき、『金獅子』の血まみれのおでこを舌で舐なめた。獣けもののように、でも意味はない──己に治ち療りようの能力がないことがこれほど悔くやまれたことはなかった。


　不ふ甲斐がいなさと、後こう悔かいが、『銀狼』にまとわりつく。


　つい、責めてしまった。


「なぜですか」


　縋りつき、母の鼓動を感じ、でも我が慢まんできずに問うてしまう。


「おかあさま　ひとりなら　もっと　かんたんだった　…　せっしゃ　は　あしでまとい　で　ござった　…　せっしゃ　など　いないほうが」


『金獅子』ひとりなら『絲妃』を圧あつ倒とうしていた、彼女が傷ついたのは『銀狼』を守るためだ。『銀狼』ひとりならあのまま倒され、命を奪うばわれ、敗れていただろう。


　勝てたのは『金獅子』のおかげだ。『銀狼』は何もしていない。


「なぜ　『ぎんろう』を　まもったのです　…　こんな　つまらぬ　むすめ　を　…　おかあさま　の　いのち　と　ひきかえ　に　など　…！」


　母に褒ほめられたかった。


　恩返しをしたかった。


　だから『絲妃』を狙ねらった──『金獅子』からすべてを奪った怨おん敵てきを。この国の未来とか、野望とか、そんなのではない。ただ母の笑え顔がおが恋こいしかった。甘えた子供の論理で『絲妃』に勝負を挑いどみ、しかも敗れようとしていた。


　でも、『絲妃』を倒たおすために母が犠ぎ牲せいになったのでは、本ほん末まつ転てん倒とうではないか。


　何の意味もない。


　母は犬死にだ。


『銀狼』の我が儘ままのために、この偉い大だいな人物は死ぬ。


「…………」


『金獅子』が、最後のちからを振ふりしぼったように、『銀狼』に顔を寄せる。何かを囁ささやかれたが、聞こえない。あのお喋しやべりな『金獅子』が、もう声をだすのも難しいのだ。


　その事実が怖こわくて、『銀狼』は母の口元に耳を寄せる。


「おかあさま？　なんと　…？」


　無理をさせたくない、でもこれが最後だと思うと──。


　罵ののしりの言葉でもいい、愛などなくてもいい。


　母ともっと語りあいたい。


　嫌いやだ、死んでほしくない──別れたくない、母が大好きだ。


「ほんとに、馬ば鹿かだなぁ……なにも、難しいことじゃないだろ」


『金獅子』が『銀狼』の耳にくちびるを押し当て、母が赤ん坊ぼうにそうするように、めいっぱいの愛情をこめて。


「私はね、おまえのことが──だぁい好きなのだよ」


　その単純な、世界で百万回も口にされただろう言葉が、何より嬉うれしかった。


『銀狼』の頭をふさふさと撫なでて、『金獅子』は愛いとしそうに。


「『銀狼』、泣くな。私の子……。胸を張れ、天晴あつぱれだ。おまえは私の誇りだ、ううん──」


　心を受け継ぐように。


「私の、太陽だ」


　それが最後だった。


　鼓動がとまった。


　探さぐり当てるように、『銀狼』は『金獅子』の身体からだを強く抱だく。だが、抵てい抗こうがない。体温が、なくなってゆく。『銀狼』は震ふるえる、理解してしまった。


「お　かあ　さま　…」


『大奥』最年長、教師にして生徒。最強の家臣団レギオンである『ライオンキングダム』を主しゆ宰さいし、全国を行あん脚ぎやし数多あまたの悪を打ち破ってきた偉大なる女性。


『大奥』序列四位、『金獅子』は最さい期ごまで誇り高く──笑顔で、息をひきとっていた。


「おつかれ　さま　で　ござい　ました　…！」


『銀狼』は慟どう哭こくする。母の亡なき骸がらを抱いて。


　獣にはない、感情の溢あふれた人間の涙を零こぼす。





　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





　どれだけ呆ぼう然ぜんとしていただろう。


『銀狼』はふと顔をあげる。


　母の亡骸のそば、仲間たちのもとへと戻もどらねばならぬ──と、ようやくそれを思いだしたところだった。将軍打だ倒とうのため、革命クーデターのため、彼女らは危険な時間稼かせぎをしている。


　泣いている場合ではなかった。


　母を背負い、立ちあがりかけた──だが、その刹せつ那なである。


　獰どう猛もうな熱量を感じた。


　噴ふん火か口を見るようであった。


「おかあさま」


　背負いかけた母を、その場に優やさしく横たえさせ、『銀狼』は立ちあがる。


　独りぼっちで──片手を失ったまま、けれど母のように誇ほこり高く。


「あとかたづけ　が　あるよう　で　ござる　…」


　正面の壁かべが吹ふき飛んだ。否いな、消しよう滅めつしたのだ。跡あと形かたもなく焼き尽つくされ、その奥から紅ぐ蓮れんの炎ほのおをまとった『赫竜』が姿を見せる。


　何があったのだろう、全身から放たれる炎は血の色で、本人も酷ひどく傷つき疲ひ弊へいしている。外套マントはぼろぼろで、魔ま女じよの尖とがり帽ぼう子しはなく、髪かみの毛もほつれ無む惨ざんな有様だ。


　だが、その瞳ひとみだけは光を宿し、悪意を孕はらんで煌きらめいていた。


　彼女は肩かたに、気絶した豊臣黒姫を担かついでいる──周囲を無差別に燃やしているように見える『赫竜』が、そこにのみ熱を向けていないように見える。そんな器用な真似まねができるやつだっただろうか、と『銀狼』は疑問に思ったが。


　それ以上に。


『赫竜』は片手に、ずたぼろのボロ雑ぞう巾きんのような屍し体たいを摑つかんでいた。焼け焦こげ、すでに原形がないが──それは征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊臣吉刳である。


　将軍殺し。


『銀狼』たちの目的であったそれを、彼を守るべき『赫竜』が実行している。意味がわからぬ事態だったが、『銀狼』は哀かなしさをおぼえた。


『金獅子』と吉刳、絆きずなを破は壊かいされたかつての恋こい人びと──。


　ふたりは二度と交わることなく、各おの々おの、奇くしくも同じころに命を落とした。天国でふたりが結ばれることがあればいいと、思うのは感傷だろうか……。


「成ル程ほどネ」


『赫竜』はぼうっとした表情で、こちらを見み据すえている。


　その視界には、すでに『絲妃』の屍し骸がいがうつっている。けれど、先ほどの『銀狼』と同じように、それを見たくないというように──視点はあっちを向き、こっちを向き、定まらない。


　大事なものを喪そう失しつし、虚うつろになった、それは『赫竜』という女の残ざん骸がいであった。


　周りを焼き尽つくし、大阪城そのものを崩ほう落らくさせようとしながら、その中央に立つ『赫竜』は酷く弱々しく、ふらついていた。


「ヨウヤク理解シタワ──遅カッタミタイダケド、将軍吉刳。コイツガ裏切リモノダッタワケネ」





　それが、今回の革命クーデター──その主しゆ軸じくを為なす作戦の中心であった。


　将軍殺しのために、将軍が協力する。


　矛む盾じゆんである、だがそのぐらいの奇き策さくでなければ『絲妃』は乗りこえられなかった。


　将軍吉刳は『絲妃』に支配されながらも、正気をわずかに保っていた。彼は『大奥』に招しよう聘へいされ裏切りをそそのかされた『水蛇』に接せつ触しよく、将軍御ご前ぜん試合における自分の居場所や予想される『絲妃』や部下たちの動きを教えたのだ。


　それが、さくらたちが頼たよりにしていた重要な情報源──。


　それを元に作戦を組みたて、将軍殺しのために大阪城に侵しん入にゆうし……。


　つまり、今回の出来事は豊臣吉刳の壮そう大だいな自殺であったのだ。


　恋人を深く傷つけ、自我を奪うばわれつづけてきた征夷大将軍の、最さい期ごの意地。己おのれたちを弄もてあそんだ『絲妃』への、これは彼の執しゆう念ねん、復ふく讐しゆうだったのだ……。





「最期マデ、コイツ、アタシノ邪じや魔まヲ……」


『赫竜』の苛いら立だたしげな言葉に、『銀狼』は理解する。


『銀狼』と『金獅子』が『絲妃』と戦っている間、危機を察知して駆かけつけた『赫竜』を、吉刳が抑おさえていてくれたのだ。


　ただの人間の彼が、最強の攻こう撃げき力をもつ『赫竜』を──当然、敵かなうわけがない。けれど、その執念は見事に実を結び、『絲妃』が倒たおされるまでの時間を稼いだ。


　さすがは、母が愛した男。


「アタシタチハ賭かケニ負ケタッテワケネ。マサカ命ヲ狙ワレテル本人ガソレニ協力スルナンテ──デモ、マダ終ワリジャナイ」


『赫竜』の全身に、地じ獄ごくの業ごう火かがうねる。


「ソコヲ退どケ、犬ッコロ──ソイツノ、『金獅子』ノ屍体カラ首ヲ切リ取ッテ晒さらシモノニシテヤル、心臓ト子宮ヲ豚ぶたニ食ワセテヤル。アタシノ安心ヲ、姉様ヲ……殺シタ罪ヲ贖つぐなワセテヤル！」


「『あらくね』を　ころした　のは　せっしゃ　で　ござる」


　母の遺体の前で身構え、『銀狼』は清せい冽れつに言い放った。


「のぞむなら　この　くび　を　のぞめ」


　己の首を指先でなぞり、全身から闘とう気きを噴ふん出しゆつさせる。母を死後も辱はずかしめようというなら、『銀狼』は絶対に容よう赦しやしない。


　両者、互たがいに満まん身しん創そう痍い。


　だが──退く理由はなく、大事なもののために流す涙なみだと燃えあがる怒いかりがあった。


　徐じよ々じよに、じりじりと、ふたりの距きよ離りが近づいていく。


『赫竜』がからっぽの表情で。


「アラ、ソォ──残念ネ『銀狼』。実ハ、アンタノコト嫌きらイジャナカッタノ・ヨォ？　アタシト似テル気ガシテネ、オ友達ニナレタカモシレナイ。デモ殺ス。ソノ理由ガデキタ。哀かなシイケド、アタシタチハ殺シアウ運命」


　その両手から、爆ばく炎えんが迸ほとばしった。


「親子仲良ク火か葬そうニシテヤル!!」


「せっしゃ　は　しなぬ　…　おかあさま　の　ぶん　まで　いきる!!」


　火か炎えんのなかへ『銀狼』は突つっこむ。全身が焼かれ激痛が走るが、耐たえる。傷はついていない、痛いだけだ──ならば我が慢まんできる。我が子を守るため威い風ふう堂どう々どうと『絲妃』の攻撃を凌しのぎきった母を思えば、この程度。


「ガァァァァァァァアアアアア!!」


　魔ま獣じゆうそのものに、『赫竜』が吼ほえる。


『銀狼』も応こたえた。


「うううううがああああああああああああああああ!!」


　天国へ向かおうとする『金獅子』に聞こえるように、せいいっぱい背せ伸のびして張りあげた、命を燃やすような獅し子し吼くであった。





　最強の破は壊かい力をもつ『赫竜』と最高の防ぼう御ぎよ力をもつ『銀狼』。


　両者の激げき突とつにより、堅けん牢ろうを誇ほこった大阪城は脆もろくも粉ふん砕さいされ──後日、黒こげの資材と穴ぼこだらけになったその残骸には、『金獅子』、『絲妃』、吉刳……その三人の亡なき骸がらのみが、彼女らの在りし日の青春をしのばせるように、そっと置かれていたという。





　旧ふるき時代に幕はおり、未知なる夜明けがやってくる。




　終幕







　　[image: ]　[image: ]　[image: ]





　大奥女学院の地下に、その忌いまわしい空間は存在している。


　監かん獄ごくである。


『大奥』の女王として君臨していた邪じや悪あくなる『絲妃』が己の能力を鍛きたえるため、誘ゆう拐かいしてきた少女たちを監かん禁きんするため──あるいは、立場上、または能力の相あい性しようから『絲妃』の能力が通じにくいものたちが隔かく離りされた、言うなれば『絲妃』の巣である。


　もちろん公式に存在をゆるされた場所ではない。『絲妃』が己のためにつくりあげた秘密の、禁断の領域だ。ここには『絲妃』を敬愛し信しん頼らいされていた『赫竜』すら踏ふみこんだことはない、いわば『絲妃』の暗部である。


　主あるじを失い、この汚お濁だくにまみれた空間は静せい寂じやくに充みち満ちていた。


『大奥』の地下に位置するそんな監獄の──最さい奥おう。あからさまに他ほかとは扱あつかいの異なる、特別な監かん房ぼうがあった。幾いく重えにも分厚い障しよう壁へきと、地じ雷らい原、有ゆう刺し鉄てつ線せん、ありとあらゆる脱だつ獄ごくをゆるさぬ仕し掛かけに取り囲まれた、厳重な一室だ。


　けれど内装は、どこのお城の一間かと思う豪ごう華かな雰ふん囲い気きである。


　広々としており、清潔で明るく、調度品もそれぞれが歴史的価値すらある高価な代しろ物ものだ。壁かべや天てん井じようには宗教画が描えがかれ、窓のへりにまで細さい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされている。


　だがここが『絲妃』の巣のなかである事実は変わらない。鋼鉄の扉とびらと鉄てつ格ごう子しが嵌はめられた窓からは、自由という概がい念ねんがむしり取られている。


　そんな奇き妙みような空間の最奥──。


　分厚い絨じゆう毯たんに置かれた、天てん蓋がいつきの寝台ベツド。


　そこに、ひとりの少女が寝ねころんでいる。


「『絲妃』のやつ、おっ死ちんだのね！」


　甲かん高だかい、幼く鼻にかかったような声だった。


　中ちゆう華か風ふうの、ゆったりとした衣い装しようをまとった少女である。生活するにはやや不便そうな、袖そでも裾すそもおおきく余った儀ぎ礼れい服。手首や胸むな元もと、頭部までも宝石飾かざりが輝かがやき、やんごとなきものにしかゆるされぬ黄色い天てん冠かんをかぶっている。


　手にはこれも複雑な刺し繡しゆうが施された扇せん子すを握にぎり、身体からだを投げだす子供っぽい姿勢で寝台ベツドにごろごろ……。


　髪かみの毛は長く真っ直すぐで、毛先のあたりでゆるく結ばれている。その色は彼ひ岸がん花ばなのような、あるいは身体を流れる鮮せん血けつのような真しん紅くであった。


　甘やかされて育てられたような、暗いところの一いつ切さいない和なごやかな雰囲気で。


「むむむ」


　少女は寝台ベツドに広げた新聞を丹たん念ねんに読みこみ、漢字がむずかしいのかしばし辞書と睨にらめっこしてから、ようやく内容を把は握あくした。


「将軍御ご前ぜん試合が波は乱らん含ぶくみで終しゆう了りようした──征せい夷い大たい将しよう軍ぐん豊臣吉刳死亡。序列一位『絲妃』死亡。序列二位『赫竜』行方ゆくえ不明。序列三位『腐死蝶』行方不明。序列四位『金獅子』死亡。序列五位『一本角』重傷。序列六位『銀狼』行方不明……」


　大惨さん事じじゃない、と少女は目を丸くした。


「何でよ」


　身を起こすと、ばたばたと駄だ々だをこねた。


「どうして、こんな大事なことをあたくし様は新聞で読むまで知らなかったのよ──いちばんに知らせなさいよ、生意気生意気生意気!!」


　むくれて、子供っぽく限界までほっぺたを膨ふくらませる。


　だが、すぐにその表情が弾はじけた。


「ぷはっ」


　ふきだして、腹を抱かかえて大笑いする。


「あはははははは!!　あいつ死んだのね──『絲妃』、天てん罰ばつよ！　高貴で偉い大だいなるあたくし様を監禁し自由を奪うばい、このような、くちゅじょくてきな……」


　舌足らずで嚙かんでしまい、むきーっ、と寝台ベツドを打ちよう擲ちやくしてから。


「屈くつ辱じよく的な！　ふふん！　扱いをしていたのだもの──まぁ神に等しいあたくし様の自由を奪った罪をその命で償つぐなったということかしら!?　常に正義は行われるわ、あたくし様のために！　なぜなら、あたくし様は──運命に愛されたこの国の正統なる王なのだから！」


「なに騒さわいでンですか姫ひめさま、もう深夜なんですけど……」


　寝しん室しつに繫つながったちいさな扉が開き、眠ねむそうに目元を擦こすりながらふたりの少女が現れる。


　よく似たふたりだ、双ふた子ごなのかもしれない。どちらも、寝台ベツドで馬ば鹿か騒さわぎをしている少女に比べて背が高く肉感的な身体つきで、おとなっぽい。いわゆる中華風の踊り子服チヤイナドレスをまとっており、警備のためにか青せい竜りゆう刀とうやら虎とらの爪つめ（暗器）やらを装備している。


　気の強そうな、あからさまに面めん倒どうくさそうな少女がぼやく。


「まったく、引きこもり生活が長いせいですっかり昼夜逆転しちゃって──夜よ更ふかしばっかりして、それで明日の朝とか肌はだが荒あれたにきびができたと騒ぐんですからもう……」


「う、うるさいわね下僕のくせに！　主に説教するつもり!?」


　頰ほおを上気させて怒いかり、『姫さま』と呼ばれた少女は新聞をばぁっと広げる。


「それより、これを見なさいよふたりとも──」


　えへんと胸を張って。


「ずっときゅちゅじょくてきな扱あつかいに耐たえてきたあたくし様たちが、ついに日の目を見るときがきたのよ！」


「へぇ、長崎に黒船来港ねえ──」


　寝台ベツドに寄ってきた双子が、関係ないところを読んでいる。将軍崩ほう御ぎよの知らせに比べれば扱いはちいさいが、これまた重大事件といってよかった。


「長崎といえば出島か、凍てついた霧インセクト・ケージが薄うすいから異国と貿易もできるっていう──音信不通、交こう通つう網もう断絶、こりゃ大変な事態じゃないですか？」


「そっちじゃないわよ、長崎なんてどうでもいいの──問題は『大奥』よ！」


　ばんばん、と扇子で下僕（？）の少女の頭を叩たたき、『姫さま』は叫さけぶ。


「吉刳将軍が崩御したとなれば、新将軍が選ばれるじゃない──見たいわ、あたくし様とっても！　公武合体だか知らないけど、こんな『大奥』なんかに降こう嫁かして相手は吉刳……オッサンで、あたくし様がっかりだったけど！　あいつの子供ならあたくし様と同年代よね!?」


　ふふん、と上じよう機き嫌げんに笑い、とても偉えらそうに。


「そいつの顔、見に行きましょうよ──もう『絲妃』に怯おびえて閉じこめられてなくてもいいんだもの。もし、その噂うわさの新将軍がすてきな殿との方がただったら……」


　やけに紅あかい舌でくちびるを舐なめ、蠱こ惑わく的に。


「可愛かわいがってあげてもいいかもね♪」


「何でもいいんですけど、明日にしましょうよ姫さまぁ──もう眠いんですけど」


　双子の姉妹のやる気は低いが、それに憤ふん慨がいし、『姫さま』は真っ赤になって怒おこった。


「うるさい！　今よ今！　思いついたら即そく行動よ──明日なんて待ってられない、今が日本の夜明けなのよ!!」





　旧ふるき権力者たちが倒たおれ、新将軍を迎むかえ改革を迫せまられる『大奥』。


　長崎の出島に突とつ如じよ現れ、不ふ穏おんな動きを見せる『黒船』。


　そして──地下でひそかに野心に燃える、特別な宿命をもつ『姫さま』。





　それらの運命が交差するとき、四百年の歪ゆがみの果てに辿たどりついたこの奇き妙みような現代は──おおきな、時代の節目を迎えることになる。










劇終　　





　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。


　戦国風パラレル現代恋こい物語『大奥のサクラ』第二巻、『現代大奥女学院まるにっ！』をお届けいたします。戦国風でこのサブタイトルだと最終巻は『ほんまるっ！』ですね！　という話を目を輝かがやかせてしたら担当さんに「え？　あ、うん……そうですね？」と本年度最高の好反応をいただきました！　いただきました！（何）


　ともあれ第一巻が好評だったので、もうしばらくはこの作品をつづけられそうです。いろんな『大好き！』をまるごとぶちこんでも受けいれてくれる世界観なので、張りきってどんどん内容を充じゆう実じつさせていけたらと思います～。応おう援えんよろしくお願いします！


　以下、ネタバレがあるかもなのであとがきから先に読む派のひとは注意です。





　本作における『異能力』について。


　さくらたちの発揮する能力は超ちよう都合いい謎なぞ兵器『時空間爆ばく弾だん』によって遺伝子内におきた副作用というか悪影えい響きようが元になってます。あくまで身体能力の延長なのでおおく肉体に依い存ぞんしていて、ゆえに『金獅子』や『一本角』のように己の血肉を武器化することによって能力を延長したり、『絲妃』のように己の身体に移植して他人の能力を『奪うばう』ことが理論上は可能です（『絲妃』の場合は脳神経を含ふくめた糸を操る能力であるために可能なだけで、ふつうは移植しただけでは無理、という設定）。


　異能力は血筋で受け継つがれるので黒姫も『絲妃』と同じことができるようになる可能性はあり（訓練は必要）、彼女が『絲妃』と『金獅子』の末路をなぞるように悪徳に染まり無数の異能力を獲かく得とくしてさくらの前にラスボスとして立ちはだかれるかどうかは根こん性じよう次し第だいでしょうか。相変わらずこの子は可哀かわい想そうな扱あつかいなので、それまでにめげなければ……。がんばれ。


　さくらの場合は同じ能力をもつ故郷の人々の血肉で刀をこしらえることで能力を強化しているので、同じ系統の能力の持ち主でないと同じ刀をつかっても『植物を生育させ操る』能力は発揮できません。


　などと細々と制約があるので、ふつうに考えると一いつ般ぱん的な軍事兵器に太刀たち打ちできません。銃じゆうとか。戦車とか。武装が解除された世界観だからこそ異能力が活いきるわけで、だから作中で行われた『異能力者に普ふ通つうに銃じゆう撃げき』はものすごく効果を発揮する戦術なのです。


　前から異能力バトルものの作品を見ていて『銃を撃うったほうが早いよねこれ』と思うことがよくあったので、今回のあのへんの描びよう写しやは書いててすごくスッキリしました。


　何で異能力バトルものが日本では成立しやすいかというと銃社会じゃないからで、じゃあそれをもっと突つきつめていけば異能力バトルがもっと輝くのではないか～、と考えた結果の世界観です。理り屈くつっぽいなぁ……。


　次回から本格的に登場する『黒船』勢力はそういう日本の常識が適用されないので、異能力を含めたあらゆるものを兵器として用いることにためらいがありません。そんな相手を前に閉じた小世界で異能力キャッキャ☆ウフフしていた『大奥』のものたちがどんな悲ひ惨さんな、あ、いや、過か酷こくな戦いに身を投じていくことになるのか──楽しみに見守っていただければ。


　あと余談ですが『大奥』の生徒たちは将軍様の寵ちよう愛あいを得るためにただ強いだけでなく異能力を『魅せる』ところも重視してるので、見た目の派手さ、美しさに特化していってる印象。そのへんの、各勢力での異能力の捉とらえかたのちがいというのも描えがいていけたらいいな。


　さらに余談ですが『赫竜』の能力、『水蛇』が評していたように一般的な異能力の基準からいえば「強すぎる」扱いです。これには理由があって、彼女が長崎の出島にいた異人である＝『黒船』勢力と因いん縁ねんがあるあたりに注目していただければ。わりとエグい理由があるんですが担当さんが「え～」と嫌いやそうな顔してるので書けるかどうかは曖あい昧まい、書きたい……。





　小ネタとして。


　ちらっと登場していた『冥土鳥』は僕がアマチュア時代に書いていた超長い戦国風異能力バトルものの主人公でした。かんぜんに独り善がりなんですが、こうして日の目を見せることができて個人的にはすこし嬉うれしかったりしました、どうでもいいですけどね～（笑）。


　彼女はかんぜんに『メイド長』の駄だ洒落じやれなんですが、ホトトギスといえば『鳴かぬなら～』で有名な秀吉・家康・信長、という戦国時代を象しよう徴ちようする三英えい雄ゆうの生き様を表している点から戦国風のこの世界観における監かん視し役、傍ぼう観かん者としてぴったりの立ち位置になったかな。どうかな。


　ちなみにホトトギスは「血を吐はくまで歌う」といわれるエグい鳥で（俗ぞく説せつかもしれない）、その不気味な鳴き声から「冥めい土どを飛ぶ鳥」と言われております。これも余談。





　以下、謝辞です。


　打ち合わせをしてると知らん子がなぜか「お母さ～ん♪」と寄ってくる謎の包容力でこの作品を支えてくれる担当の山口さん、わかりにくくも面めん倒どうくさい世界観をこちらの想像以上の魅み力りよくで彩いろどってくれる絵師のみやま零さん、陰かげに日向ひなたにこの作品をともにつくりだしてくれている関係者のみなさま、もちろん読者のみなさまにもありったけの感謝を。


　さくらと秀影の前ぜん途とは加速度をつけて血と障害に充みち満ちてゆきますが、ふたりの恋こい路じがハッピーエンドを迎むかえられるよう、みなさま声せい援えんをよろしくお願いします。







「小器用に立ち回ってるように見えて、いちばん不器用だった彼女へ黙もく禱とう」日日日
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大おお奥おくのサクラ


現げん代だい大おお奥おく女じよ学がく院いんまるにっ！





日あ日き日ら
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